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前橋市は、北に赤城山西に榛名山を望む関東平野の北部を市域とした県郡であり  

ます。北から南に貫流する利根川の清流は「水と緑と詩の街」を潤し、かつては  

「糸の町」として養蚕製糸で栄えました。今人口は28万を擁し生涯教育都市を目  

指し教育・文化・商工業の調和のある、より豊かですばらしい街づくりが進められ  

ています。この施軍の一環でもある勝沢住宅団地の造成地（前橋市勝沢町字北曲輪  

地内）芳賀北曲輪遺跡は、中心市街地から北東約5．5kmの地に在り、四季折々に姿  

の美しい赤城山が北に箪え、古代より人々の信仰の対象として、その姿を今に伝え  
ています。   

赤城南面に拡がる火山斜面には、多くの放射谷が開析発達し、尾根に当る部分が  

舌状台地を形成し、古くから集落の発達した地域であります。東側を南下する藤沢  

川支流左岸の高花台一、二丁目など、公営の近代的な中高層住宅や高級住宅の立ち  

並ぶ芳賀団地は、国軍事業の一環である首都圏整備事業を導入し、近代郡市前橋を  

目指す「消費郡市から生産都市へ」の市の施策の一つとして、前橋工業団地造成組  

合による団地造成事業であります。この工事に先がけて、前橋市教育委員会のもと  

に組織した『芳賀団地造成地内埋蔵文化財発掘調査団』が埋蔵文化lけ発掘調査を昭  

和45年度から始め、多くの成果を上げ、昭和55年には調査が完了しています。   

この芳賀北曲輪遺跡についても、前橋工業団地造成組合の要論を受た前橋市埋蔵  

文化財発掘調査団のもとで、勝沢住宅団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査業務を実  

施したものであります。   

調査では、縄文時代の住居跡25軒、土拡17基、古墳時代の群集墳6基の追捕と、  

純文式土器・土器片26，348点、石斧118点、石鍼39点、その他の石器など3，659点  

古墳時代太刀1点、刀子2点、土師器7点、須恵器39点、の遺物を検出することが  

でさました。   

この調査報告書を刊行するにあたり、多くの方々の御理解と御協力を得たことに  

対し厚く御礼申し上げます。  

平成2年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長 二 瓶 益 巳   
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東京工芸大学  

1遺構の略号   

シは柄銃型敷石住居跡、JHは純文土器を伴う竪穴式住居跡、Dは土拡、P．・P2は柱穴番号   

Wは満、Mは古墳、0は風倒木跡を表す。  

2 遺構実測図の縮尺 住居跡・土拡・井戸は1／60を原fiりとした。  

3 遺構実測図中の出土遺物につけた番号は、遺物実測図の番号と一致する。  

4 挿図中の方位は座標北を使用した。  

5 土器・石器の実測図・投影図は1／3 を原Hりとし、それ以外はそのつど表示した。  

6 遺構・過物写真図版の縮尺は任意である。  

7 遺物出土状況実測図中土器は●石器は×で表した。   
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Fig．1芳軋化仙輪追跡位置図   



第1章 調査の概安  

1．遺跡の位置と環境   

芳賀北曲輪漣跡は前橋市の中心市街地から北東へ約5．5km、県道四、ソ塚・原之郷・前橋線が通  

る高花台団地の北西方向に位匿し、更に北側には主要地方道、渋川・大胡線が東西に通っている。  

当漣跡は前橋市勝沢町57番地他に所在する。   

勝沢町は昭和29年に前橋市に合併されたもので、それまでは勢多那芳賀村大字勝沢であった。  

旧芳賀村は、関束平野の北端に悠然と構える赤城山の南灘斜面にあって、南北に細長い三角形状  

を呈している。頂点に当たる北端は標高620mで、底辺に当たる南端は旧利軌Ilの椰l傲とさ  

れる沖横地で、その標高は110m、平均傾斜ほぼ5／100である。   

芳賀の地形は、北荊に位置する鶉山を頂点として、火山砕屑岩層によって扇状地状に形成され  

ている。標高360m以下の土地は、傾斜変換線付近の満水を源とする川水によって浸触が目立  

ち、ここを谷頭とする開析谷が、地区南端の旧利軋l綱川敗の沖横地に向かってよく発達してい  

る。こうした開析谷の低地には水田が、丘陵性の台地上には集落と周辺に畑が開かれ、人間生括  

に直接深い係わりを持つ所と考えられ、芳賀地区の殆どが漣跡地であり、今日にみる芳賀地区の  

人間生活の舞台としての歴史は、遠く原始・古代社会にまで遡ることを示している。   

芳賀地区では昭和10年の古墳調査において64基の古墳があるとされ、そのうち勝沢では9  

基とされている。しかし他に芳賀西部団地遺跡で31基の古墳が調査され、西田・芳賀束部団地  

・樹町衆公田地内にもあり、少なくとも7～8基の古墳の存在が新たに確認されている。ニれら  

の古墳を併せると芳賀地区には実に100基もの古墳が存在することになり、赤城山南兼は古墳  

の集中する地域の一つとされる。   

赤城火山斜面は鹿斜面で各種の火山砕屑層からなっている。樹枝状の放射谷はかなり密に発達  

しているが、それぞれの谷は、比較的浅いものが多く、かなり商いところまで水田化されており、  

尾根に当たる部分には古くから集落が発達している。斜面の末端は比高差10m前後の直線的な  

段丘崖をなしており、旧利掛Ilのつくった戯掛Il低地帯に接している。   

遺跡の所在する地域は赤城山南兢の緩斜面上で、梼商175．30mから179．80mの、北  

西方向から南東方向に緩やかな傾斜を持つ地形である。   

周囲にl蜘、ら中・近世に至る漣跡が密集している。例えば芳賀東部団地遭跡・芳賀西  

部団地遺跡・芳郎ヒ部団地遺跡・端気遣跡・大日塚古墳・倉本遺跡・九料遺跡・西田漣跡・大神  

明漣跡・束公田古墳・オブ塚古墳・オブ塚西古墳・丑子塚古墳・南田之口過跡・九十九山古墳・  

青郷帽上達跡・青柳寄居遭跡等がある。   

以上のように旧利軋Il左岸の台地には、縄刃時代から弥生・古墳・奈良・平安時代までの過跡  

が確認されている。当漣跡においても、縄刃時代と終末期の群集墳の存在することが判明した。  

l－   



2．調査に至る経緯   

芳賀北曲輪遺跡は、前橋工業団地組合による芳賀北部住宅団地勝沢町拡張計画に伴う、文  

化財保護法（暗陣5年 法律第214号）第57粂の3に規定する、土木工事に先駆けての発掘調査  

を実施するもので、前橋市教育委員会が前橋工業団地造成組合（管理者 群馬県知事 清水一郎）  

と協議嗣挺し、昭和63年12月1日より作業を実施することとなった。棚弼査の結果、経文  

時代の住居跡と土紘、古墳時代後期の群集墳と考えられる石室及び周堀が確認された。この結果  

に基づいて平成元年1月17日よリ3月25日まで本調査を実施した。  

調査経過（調査日能より）  

発掘網査機材・作業員休憩施設の設置  

グリット基準杭打ち開始  

トレンチ位置設定開始  

トレンチ掘削開始  

平面実測（1：20）開始、安全防護棚殻麿  

水準BM設置  

本調査開始、全面表土排除作業開始  

過構確認開始  

平面実測（漣物上げ、1：20）、古墳周堀調査開始  

住居跡発掘開始、住居跡平面実測1：20開始  

古墳石室内精査開始  

敷石漣横網査開始  

古墳平面実測（1：20、1：10）  

敷石遺構付近調旋区拡張、出土遺物の集中するグリットにトレンチを入れる。  

気球による空中撮影、全体図（1：200）平面実測  

敷石過構内炉阿り開始  

埋め戻し作業開始（南西部から）  

敷石1・2号住居の敷石を前橋市埋蔵文化財保護室′＼運搬  

敷石1・3住居内炉石を  ／／  

深脾りトレンチを入れる。  

埋め戻し作業完了  
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3．調査の方法と概要   

調査区域の北西隅に公共座榛のⅩ＝47，510m、Y＝p65，320mを測定しA－0グリ  

ットを設定し、5mメッシュで区画し、東方向をアラビア数字、南方向をアルファベットで表す  

ことにした。標高は勢多郡富士見村にある四等三角点（06）時東より測定して、179mを遺  

跡瑚こ殻定しBMとした。棚調査の結果西側約2，720励ま調査前、養鶏養豚のし尿施設や  

－2－   
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ドig．2 芳軋比仙輪追跡川辺図  

病死した鳥獣の埋設により、深堀されているので調査対象から外した。   

縄文時代竪穴住居跡19軒、柄紙型敷石住居跡4軒、棚己石住居跡1軒が検出され、調査対  

象地全域から、多数の紀文土器及び石群が検出された。各遺物は適構とグリットに大別し、S＝  

1：20の平面図に位置を記録し、標高を計測して取り上げた。時代としては縄文時代前期（黒  

浜式・諸磯式）中期（勝坂式・加曽利E式・大木9式）後期（称名寺式・堀之内式）等が出土し  

ている。その他石器頬側石斧・分銅塾石斧・揆形石斧・短冊形石斧・石鉄・石棒・磨石・決  

状耳飾）と土偶1点が検出された。当過跡が浪密な遺構と豊富な漣物の出土から縄文時代の人々  

の生括環境として好条件の場であったことが伺われる。   

古墳時代終末期の円墳6基が確托され、内4基について残存状態は憩いが石室の調査をするこ  

とが出来た。周堀は円形を呈するが羨道都万向が途切れた状態で確認された。漣物は5号墳の周  

堀から須恵器、石室内から鉄剣・刀子・銑鉄・人骨（臼歯4個とその他の部位）、3号噴石重か  

ら銑鉄1点が検出された。この他に井戸1基・土紘20基・滞2状・道跡1ケ所が確認された。  

4．基本層序   

今回の調査で確認された基本層序については、昭和48年～昭和55年にかけて発臓I題がさ  

れた、芳賀東部団地遺跡Ⅰに報告された基本層序と概ね同一と思われる。  
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遺跡全体に耕作と撹乱が至る所  

に見られたが、特に舌状台地の中  

央部から西側は、耕作と人為的削  

平と授乱により過情の確詑は出来  

なかった。中央部やや束帯りでは、  

桝作土から遺構面迄が20～40  

cmで、縄文時代住居跡の床面ぎり  

ぎりで確認することが出来た。  

（左図）台地の東・南端と古墳の  

周堀内では、左側柱状図に示した  

ように浅間山噴出によるB軽石層  

や榛名山のニッ岳に係わるFP層  

を確認することが出来た。  

Ⅰ律＝∴川Ml）  

2】ll＝バイ沌≠胞l．朋   

il冊√Iを合L拭椚色土柄   

l」汀‖パイ江湖Ⅲ㍑沌1桐  

1ilh付沌朋I細廿沌合し附Ⅲ土用   

G ド】）を合L■黒肌色t桝   

7 ト、】，をほとんとハま／よい■l川圧真トM  

B 杜ほ汗朝（ソフト【－ り  

9l・11－とり ムの．1‖．朋  

10 ノブト‖ ノ、桐  

（．1とんと】ご】）を／モま／ハリ川色十村  

lll人情  
ドig．3 方円北仙輪遺跡瞭準」二層図  

弟2章 検出された遺構と漣物  

1節 縄文時代の遺構・漣物   

縄文時代の遺構・漣物は、舌状台地の東側傾斜面から中央部にかけて検出された。竪穴イ封責跡  

25軒の内、前期前半が6軒、前期後半の諸磯糊の住居が5粁、中期末から後期後半に属する住  

居が7軒、時聯不明の住居が7軒であった。   

土紘は21基調査し、その内土器を伴うものが7基であった。L－24グリット内に22号住  

居と8号土紘の間に焼土跡1カ所が確認されたが、住居跡との係わりは確認できなかった。J・K  

－14両グリットに風倒木跡1カ所が碑認され、多量の土器が出土し、炭化物と焼土も確揺され  

た。包含層については第3図に示した通りである。  

1敷石住居跡  

柄銃型敷石1号住居跡（Fig7 PLl・2）   

位匠 H－21、Ⅰ－20・21、J－21グリット 調査他のほぼ中央にあり、柄鏡型敷石4  

号住と垂険している。本住居跡の方が古い。   

形状 南南東方向に張り出し部を持つ柄銃型の敷石住居である。敷石4号住と主体部同士がほ  

とんど重複し、壊されているので推定の形である。全長は主軸方向で約7．6mである。主体部は   
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虫触方向が5．4m、横位が5．2mを測る。ほぼ中央部から右脚い炉が検出されている。張り出  

し部はほぼ円形で直径2．2～2．4mを測る。敷石は張り出し部全体と主体部の所々に見られる。  

主体部の西側には長軸15～35cmの楕円形の石が6点、1．6mの直線上に並べられているのが  

認められた。張り出し部は中央に石1点程の空間があり廻りは縁石状に立石で囲まれていた。ま  

た張り出し部基部石の東脇にも立石がある。張り出し部基部から主軸線上で1m程主体部内の所  

から埋設土器が検出された。底部を欠損したものと底部のみのもの2点が検出されている。埋設  

坑は長軸70cm、短軸50cm、深さ45cmを測る。また張り出し部から0．5m南東寄りのところ  
から、灰白色の自然石で2条の明育灰色を呈する石が検出された。周礫の梯子は不明である。主  

体部と張り出し部の差は10～20cmで堀リカでは30cmの差が確認された。面憤は26．91汀王。   

桂穴 主体部の円形に沿う形でピット10個が検出された。土坊等で壊されたためか主体部南  

夷隅では確認出来なかった。   

＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   

Pl  23  18  四  P2  30  27  29  P3  48  田  16   
P4  25  22  16  P5  30  27  19  P6  25  22  12   

P7  国  22  28  P8  国  四  14  P9  31  国  四   
PlO  団  25  13  

炉 主体部のほぼ中央に位置し、「コ」の字状に方形の石を配した形で検出された。   

適物（Fig24PIか9）本住居跡からは加曽利EIV式の埋設土器と称名寺Ⅰ式・堀之内Ⅰ式土器が  

出土している。Noい2は別個体ながら同じ埋設坑から出土した。Nqlは口綾部と胴下半部まで残存  

する。口綾部に横位の微隆起帯をもち半面全体に縄文を充填し、アーチ状文様内は磨り消されて  

いる。加曽利EⅣ式と考えられるが、束北地方の大木10式の影響が考えられる。4単位構成。No．  

12刷脚下半部で僅かに沈線を有する底部で、後期後半のものと患われる。No2，4，9，11は文様から  

称名寺Ⅰ式。No6，7，8は堀之内Ⅰ式で、恥6，7は沈線のみ施文。No5，10は口綾部で称名寺から堀之  

内式のものと考えられる。No3は諸機c式の土器である。  

柄鏡型敷石2号住居跡（Fig8 PL2）  

位匿 H－22、Ⅰ－22・23、J－22グリツト 調査他のほぼ中央にあり柄銃型敷石3号  

住居跡の張り出し部の一部と重複している。   

形状 南西方向に張り出し部を持つ柄銃型の敷石住居である。全長は主軸方向で約6．4mであ  

る。主体部は主軸方向が4．6m、横位が4．8mを測る。ほぼ中央部から右図い炉が検出されて  

いる。張り出し部は幅、長さとも約1．6mの方形である。敷石は張り出し部から主体部にかけて  

敷設されている。張り出し部は全面に敷石がなされており、左右に縁石とも思われる立石が1対  

認められた。主体部と張り出し部との接点付近は50cl備敷石が抜けており、主体部はそこから  

主軸方向で北東方向に向かって炉を取り囲むように二等辺三角形状に石が敷設されていた。幅1．3  
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m、長さ2．2m程である。張り出し部と主体部との接点には長辺25c汀頗辺18c雨架さ30cm  

の長方形の石囲いがされており、底部には半円形の石が敷かれている。主体部の縁石として周礫  

がなされているが残存状態は良くなく、敷石3号住の張り出し部と3号墳周堀によって切られて  

おり、床面より帽60～70cm、高さ5～10mに盛り上げられている。周礫の総数は156点  

でこれらの内8％に当たる14点は剥落等がみられた。3号墳周堀の為一一部壊されているが縁石  

として′J礫が配されていた。おもに炉の部分から張り出し部にかけて敷石が認められる。張り出  

し部は縦1．8m横1．9m範囲にほぼ正方形の敷石が認められる。また張り出し部の基那から主  

体部の敷石までは0．5m程空いている。両横は18．49Ⅰポ。   

柱穴 主体部の′J、礫に沿う形で、ピットが9個検出された。  

＼  長径  短径  深さ  ＼  長径  短径  深さ  ＼  長径  短径  深さ   

Pl        P2        P3      14   

P4  20  P5      田  P6  
P7  35  P8  P9  9  

炉 主体部のほぼ中央に位置し、ほぼ五角形に石を配した形で検出された。   

遺物（Fig25・26PIふ9）本住居跡は称名寺式と堀之内式が中心である。Noユ3，14は沈線間組文の  

称名寺Ⅰ式。沈線のみで文様構成されている、恥16，30は堀之内Ⅰ式、恥27は称名寺Ⅱ式、恥21，  

22，24，25，26は触文で同時期のものと考えられる。Ⅰわユ5，18，19，20は前期、恥29は中期の土器と考  

えられる。  

柄紙型敷石3号住居跡（Fig9 PL2）   

位置 G－22・23、H－22・23、Ⅰ－22・23グリット 調査他のほぼ中央にあり、柄  

鋳型敷石2号住の主体部の一部と重複している。   

形状 南南東方向に張り出し部を持つ柄銃型の敷石住居である。全長は主軸方向で約7．Omで  

ある。主体部主軸方向が5．2m、横位5．Omを測り、壁商は10～20cmである。ほぼ中央部  

から石掛＼炉が検出されている。張り出し部は長方形で長さ1．8m帽1．5m程である。敷石は  

張り出し郡全体と主体部の基部、周礫の内側に認められる。主体部の奥部には直線上に′J傾が1．  

8mならんでいるのが見られた。張り出し部と主体部との接点には長辺44cm、短辺34cm、深  

さ12c汀程の長方形の土塊が認められた。底部から石が1ノ慮検出された。土坊の廻りは石囲いさ  

れている。敷石2号住、4号住の様に四角囲いされてはいない。また炉の南側の敷石の下からも  

長辺48cm、短辺36cm、深さ11cmの土地が検出されている。また張り出し部の先矧こは多孔  

石が置かれていた。主体部の縁石として周嫌がなされている。張り出し部基部付近は土紘のため  

崩され残存状態は良くない。床面より帽45～80cm、高さ15～20cmに盛り上げられている。  

4軒の柄鏡型敷石住居の中では一番残りが良い。  

周礫の総数は3，714点で、これらの内11％に当たる412点は加熱を受け剥落等がみられた。  
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面積は21．76rd。   

柱穴 主体部から′J、磯部分に沿って14個の柱穴が検出された。   

＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   

Pl  46    31  P2  34  28    P3  28  24  

P4  33  18  14  P5  28  25    P6  50  36  29   

P7  44    17  P8      24  P9  47  38  42   

PlO  70      Pll    46  17  P12  42  

P13  田  27  田  P14  田  団  四  

炉 主体部のほぼ中央に位置した石掛＼炉。配石は6点認められた。内部から土器片が7′晶険  

出された。   

漣物（Fig26～30PIふ9・10）本住居跡は称名寺式から堀之内式が中心で、炉の近くからは恥32  

の沈線で文様轍或された堀之内Ⅰ式土器が出土。底部欠損。口径21cm。Noβ5はロ緑から胴部が  

残存する破片で僅かな沈線施文。また恥31，39は大きめの胴部破片でともに沈線十刺突の称名寺Ⅱ  

式土器。ほかに同類のものは恥33，35，36，37，亜，62がある。また恥β0は沈線＋紀文の称名寺Ⅰ式土  

器。恥朗は沈線のみ。恥48，69は沈線＋刺突で、ともに堀之内Ⅰ式土器。No70は内側に渦巻文のあ  

る称名寺式土器と思われる。称名寺Ⅱ式から堀之内式と考えられるものは、恥札51，54，56で沈線  

を主に文様構成されている。触文のものは恥50，65，66でロ緑からJ】開閉を存。恥β5，66は底部、後期  

のものか。恥52，61は把手、恥34，40，55，59，63，68はロ綾部で称名寺から堀之内式期に当たると思  

われる。他に恥礼46，49，53は前期、恥45，軋57，58，67が中期と考ネられる。  

柄鋳型敷石4号住居跡（FiglO PLl・2）   

位直 H－21、Ⅰ－20・21、J－21調査地のほぼ中央にあり柄紙型敷石1号住と重複  

している。   

形状 南東方向に張り出し部を持つ柄鏡型敷石住居である。敷石1号住と重複しているが、本  

住居跡の方が上面にある。全長は主軸方向で約6．4mである。主休部は主軸方向が4．6m、横  

位が5．Omを測る。やや張り出し部寄りの所から石掛＼炉が検出されている。張り出し部は正方  

形に推定される。長さ帽とも1．6mを測る。敷石は張り出し部と主体部の接点付近に認められる。  

張り出し部内の敷石は携乱を受けているようである。張り出し部基部と主体部との接点には長辺  

30cm、短辺25釧、深さ20cnl程の長方形の石囲いが見られた。主体郡の縁石として周礫がな  

されている。幅40～50cmで敷かれている。周礫の総数は2，334点で、これらの内9％に当  

たる210点は剥落片がみられた。また張り出し部には長軸2．5m、短軸2．3m、深さ20～  

40cmの肺り方がみられた。両横は19．48Ⅰポ。   

桂穴 敷石1号と重擬するので本住居としては確認できなかった。   

炉 主体部中央から弓削ノ出し部寄りのところで検出された。撹乱されているらしく、配石は、  
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はっきりしない。   

適物（Fig30～32PuO）本住居跡は称名寺式から堀之内式土半を主体とする。称名寺Ⅰ式土半  

l測b73，75，87，90で恥月0以外は沈線十縄文。Noβ7は隆起帯を持つロ綾部。No90は8宰相占付け文＋  

絶文で口綾部の⊥部。No71，79，82は称名寺Ⅱ式。No79，82は沈線のみ、恥71は刺突文が施文されて  

いる。恥β5は称名寺式の把手部分。恥釦，81，83，93は堀之内Ⅰ式土器である。No飢は沈線、恥飢は  

沈線の渦巻状文。Noβ3は刺突文。恥93は波状口緑で把手付き。No84は堀之内式の把手部分。恥72，  

88，89，92は後期前半に含まれる。口繍那、把手部分。No74，78，86は沈線施文。称名寺式から堀之  

内式に含まれるか。他に浅い集合沈線施文の恥77、口織那触文朝岡部を沈線で区画し、その内側  

にl胡粗文が施文されている恥76がある。No91は胴部が触文で撫でられている。No94，95，96は底部  

が無文の後期のものと推定される。  

環状配石住居（JH－22号）（Figll PL3）   

位密 L－23・24グリット 調査地の中央部南端でJH－1号住と6号墳の間に位置する。   

形状 北西～南東にかけて長軸を持つ楕円形で、周囲は自然石で囲まれている。長軸は3．4m、  

短軸は2．9mを測る。炉から南へ60cmの所から埋設土器が検出された。両横は7．67Ⅰポを測  

る。   

壁 45個の自然石（7～25cm）で周囲を区画している。   

覆土 粒状焼土、炭化物を含む、黒色土を主体に堆積している。   

床面 ローム層を床面としほぼ平坦である。南西部周石の夕Ⅷ肋、ら土塊が1基検出された。   

柱穴 本住居跡のピットは配石の内側から7ケ所、外側で4ケ所険出された。   

＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   

Pl  65  40  14  P2  65  40  17  P3  50  30  28   

P4  32  28  20  P5  50  36  76  P6  38  28  

P7  28  22  31  P8  35  32   6  P9  26  23  26   

PlO  25  20    Pll  40  36  17  

炉 中央部やや南西寄りに、ほぼ円形に自然石を配した右図い炉が確認された。   

遺物（yig32・33PIふ6・10）本住居跡は加曽利EⅣ式と称名寺Ⅰ式が中心である。Noユ04Ⅰ出里設  

土器でロ緑郡の一部と底部を欠損する加曽利EⅣ式土器で口唇郡に二条の沈線あり。文様は沈線  

間縄文充填で5単位構成で口径27．7cm、高さ20．3cmを測る。No97，98も加曽利EⅣ式。ともに口緑  

から胴部残存で微隆起＋縄文。以上の3体は大木10との関連が考えられる。NolO3，108，110，11  

1は沈線＋縄文の称名寺Ⅰ式土器。No99は微隆起＋円形刺灰の口緑那で同じく称名寺Ⅰ式土券。恥．  

102は沈線＋刺突で口頸部のくびれた堀之内Ⅰ式土器。NolO7は沈線＋縄文の堀之内Ⅱ武士券であ  

る。Noユ00は口綾部で称名寺式土器。他に恥101，106が前期。北壁の外側に配石の頭頂部とほぼ同  

じ高さに6個の自然石がみられた。  
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2 縄文時代の竪穴住居跡  

1号住居跡（Fig12）   

位置 L－22・23、M－22・23グリット 調査地のほぼ中央南寄りに位匿する。   

形状住居跡の北側部分を調査した状況では、半分以上が今回の発掘調査区域外にかかる為に  

不明ではあるが、本住居跡は円形を呈するものと思われる。調査出来た部分の面憤は11．13ni  

を測る。   

壁 ローム層を壁面としており、立ち上がりは比較的急角度である。壁商は確琵面から10～  

25cmを測る。   

覆土 軽石粒を含む黒褐色土を主体に堆横し、下層はローム粒を含む黄褐色土が堆績する。   

床面 ローム層を床面としている。ほぼ平坦だが、中央部に向かってやや傾斜している。   

桂穴 調査した範囲から3個所の柱穴が確経された。Plは径55×42cm、深さ27cnP2は衡7cm  

深さ9cmP3は径76crn深さ17cmであった。   

炉 確認されなかった。   

漣物（Fig33PLlO）JH－1号住居跡は前期の土器が中心で、Noユ13，115，116は黒浜式、Noユ12，  

114は集合沈線施文の諸磯c式期のものである。  

2号住居跡（Fig12 PL3）   

位置Ⅰ－28、J－28・29グリット 調査地の束より南端に位置し、一部は発掘調査区域  

外にかかる。   

形状 住居跡の北西部分を調査した状況から本住居跡は北西から南束へかけて長軸を持つ楕円  

形を呈するものと思われる。調査できた部分の面憤は6．24Ⅰポであった。   

壁 ローム層を壁面としている。立ち上がりは南東壁で拙隆やかであるが、北西壁では急角度  

で立ちあがる。壁高は10～20cmである。   

覆土 大部分、明褐色土が戦債しており、下層には暗褐色土が堆積している。   

床面 ローム層を床面とし、床面は中央に向かって傾斜しているが凹凸は少なく平坦である。   

桂穴 住居跡の周囲からピットが8個検出された。   

＼  長径  短径  探さ  ＼  長径  短径  深さ  ＼  長径  短径  深さ   

Pl    28    P2  25  22   P3      39   

P4  29  26   8  P5  34  団  四  P6  国  26  39   

P7  33  30   9  P8    30   6  

炉 調査部分のほぼ中央で確認された。土器を埋めた埋魂炉である。堀込みは長軸100cm、  

短軸80c汀l程である。   

漣物（Fig33PIB・10）JH－2号住居跡は前期の土器が中心。Noユ17は炉休土器で、口縁から胴  

部のみ残存。口径19．6Ⅷの集合沈線＋ボタン文、棒状文、貼付け文の諸磯c式土界。Noユ25，126  
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も同時閤のものと思われる。恥130も同時期だが沈線のみ。恥118，124は沈線＋爪形文の諸磯b  

式土器。恥119～122、恥129は縄文施文の黒浜式土器。No129は2原体使用。恥ユ23の口唇部は半裁  

竹管で深くえぐられ、その下は沈線で文様構成される興陣Ⅰ式土器。他に恥ユ27，128は沈線の施文  

された後期の土半である。  

5号住居跡（Fig13 PL3）   

位匠 E－26・27、F－25・26・27グリット 舌状台地の傾斜面から中央平坦面に移行  

した地点に位置する。   

形状 南西方向にやや膨らみを持つが、ほぼ隅丸方形を呈する。長軸6．10m、短軸4．80  

mを測る。面憤は25．24汀董。   

壁 ローム層を壁面とし壁商は5～10cmで比較的急角度で立ち上がっている。   

覆土 暗黒褐色土、黄褐色土、褐色土を主体に堆概している。   

床面 ローム層を床面としており、西側から土紘が1基確認された。若干の凹凸がみられた。   

柱穴 本住居は13個の柱穴が確認された。住居跡の北西部からはピットが検出されなかった。   

＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   

Pl    42  17  P2  50  47  30  P3  48  34  17   

P4  47    20  P5  35  23  19  P6  43  37  

P7    47  24  P8  35  27    P9  

PlO  34  27    Pll  40  30    P12  瓜  27  
P13  70  43  21  

炉 確認されなかった。   

適物（Fig33～35PIB・10）JH－5号住居跡は開山式、黒浜式土器を中心とする。恥ユ4Bは梯子  

状沈線文＋貼付け文の関山Ⅰ式土器。Noユ32，134は組紐、恥ユ姐，151はコンパス文＋縄文施文の関  

山Ⅱ式土器、黒浜式土器は恥ユ33，135～139，142～145。No133，135，137は2原体、恥135，136，138，  

1調，143，144，145は羽状組文。No137～144はロ緑から胴部のもの。No140，146，149は底部でやや上  

げ底。152蛾l同部から底部あり。他に恥147，150は縄文＋沈線の諸磯b式。恥ユ31は後期のもの  

と思われる。  

6号住居跡（Fig13 PL3）   

位匿 D－29・30、E－29・30グリット 調査地の北東寄りの所に位置する。   

形状 北側に丸味を帯びる円形に近い方形を呈する。長軸は2．58m、短軸は2．40mを測  

る。面積は6．96rげ。   

壁 ローム層を壁面としている。南壁は急角度で立ち上がる。壁高は20～30cmを測る。   

覆土 上層では粒状軽石を含む黒褐色土が堆憤し、下層では粒状軽石を含む褐色土が堆横する。   

床面 ローム層を床面としている。全体的に凹凸がみられる。  
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柱穴・炉 ともに確認されなかった。   

漣物（Fig35P1月・10）恥153，155は縄文施文の底部。前期前半の土器。恥ユ54は前期の浅鉢の休  

部。恥ユ56は隆起文を持つ中期のロ緑から胴部の一部と思われる。  

7号住居跡（Fig15）   

位匿 D－31・32グリット 調査地の北東部に位置する。   

形状 南束部コーナーが膨らみ、他のコーナーもやや丸味を持ち長方形を呈する。長軸3．10  

m、短軸2．43mを測る。面積は7．80rd。   

壁 ローム層を壁面としており、西壁と北壁の立ち上がりは垂直に近く、壁高は5～15cm。   

覆土 粒状の軽石を含む黒褐色土が堆憤している。   

床面 ローム層を床面としており、南東側にやや傾斜している。土紘は4基検出された。   

柱穴・炉 ともに確認されなかった。   

遺物（Fig35PuO）恥157，158は沈線＋縄文で後財前半の土器。恥159は沈線＋紀文で諸磯b式  

土器。  

8号住居跡（Fig14）   

位匿 C－33・34、D－32・33・34グリット 調査地の北束部に位置し、9号住居跡の  

南側と重複している。本住居跡の方が新しい。   

形状 東側は発拒嗣査区域外までかかると思われる。全体に丸陳を持ちほぼ隅丸方形を呈する  

と考えられる。長軸7．12m、短軸6．70mを測る。面積は40．27Ⅰポ。   

壁 ローム層を壁面としており、立ち上がりは比較的急角度である。北壁はJH－9号住と重  

複している。壁高は25～80cmを測る。   

覆土 上・中層は粒状軽石、炭化物を含み、上層は黒褐色土、中層は褐色土が堆憤している。  

下層は粒状ローム、炭化物を含む黒褐色土が堆概しており自然堆積と考えられる。   

床面 ローム層を床面とし中央に向かって経やかに傾斜し、北束部に土紘1基が確認された。   

桂穴 本住居跡では6個の柱穴が確認された。   

＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   

Pl  55  45  76  P2  55  47  77  P3  38  

P4  64  60    P5  70  45  58  P6  46  38  65  

炉 中央部やや北西寄りの所と、さらに50cm程西へ寄った所の2ケ所から焼土が確認された。  

ともに径60～80cnl程の範囲である。地床炉と考えられる。   

漣物（Fig35～38PL7・11）JH－8号住居跡は諸機c武士器を主体とする。Noユ61，162，164，16  

6，167，168，169，173，174，185，188，190，196，201，203は諸磯c式土器である。No161，162，164，166，1  

67，168，173，174，201は半裁竹管使用の集合沈線＋ボタン文棒状文の貝附けが見られる。No161は推  

定口径31釧で4単位構成、一部が住居跡東側の土塊から出土、恥ユ62は推定口径44．5cmで口綾部  
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の約1／2が残存する。No164は口綾部から胴部。No166は推定口径亜cmの口縁から胴部のものと底部  

付近のもの2点で、口縁から胴部の⊥部は住居跡東部の土勧、ら出土している。文様形態から1  

個体のものと推定される。JH－12号住居のものと接合関係あり。恥167，174は口線から胴部。  

恥168は底部で東側の土抜から出土した。Noユ73，201は胴部。恥ユ69，185，188，190，196，203は集合沈  

線のみ施文。恥169，185，190はロ緑部。Noユ89，191～195，199は諸磯b式。恥ユ91～195，199は刻目を  

持つ浮紋文。恥191は波状口緑の先端部が夕沌忙巻き込んでいる。恥199は底部。胱）ユ89，192，193は  

刻目を持つ浮線文＋縄文。No194は刻目を持つ浮線文＋円形竹管施文。恥ユ76，177，181，182は関山  

Ⅰ式土器。肋ユ76，182は縄文施文。No177，181は縄文＋梯子状沈線十貼付け文。Noユ72，175，179，18  

0は関山Ⅱ式土器。Noユ72，179はコンパス文＋縄文。No175は組紐。胱）ユ80は沈線＋月附け文。恥ユ8  

3，184，187i調鑑丈施文の黒浜式土器。恥178は波状貝殻文。恥ユ60はJH－15住居跡との接合関係  

を持つ輪績み痕の顕著な土器である。恥ユ65は沈線＋半裁竹管施文の浮島・興津式土器。No200は  

波状爪形文で浮島Ⅱ式土器。肋163，170，171，198は底部で無文。恥208，209は中期の土券。恥208は  

集合沈晩上に渦巻文を施文。恥209は口繚郡で隆帝と沈線で文様樹或。Noユ86はロ綾部で縄文＋貼  

付け文。恥202は有孔口緑。恥206は口緑部で貝附け文あり。恥204，205のロ緑は前期後半の土器と  

思われる。恥207は無文の口縁。  

9号住居跡（Fig15）   

位匿 B－33、C－33グリット 調査他の北東部に位置し、8号住居跡と垂復している。   

形状 東西に長軸を持つ。ほl部凰丸長方形を呈する。壁の長さは北側3．40m、南側3．96  

m、東西径1．84m。面積は10．31rdを測る。   

壁 ローム層を壁面としており、立ち上がりは束壁では緩やかであるが他は比椀的急角度であ  

る。壁商は10～35cmを測る。   

覆土 ロームブロック、焼土、炭化物を僅かに含む。黒褐色土を主体に堆横している。壁際は  

ロームを多量に含む、黄褐色土で一次堆積層である。   

床面 ローム層を床面としほぼ平坦で南東方向へやや傾斜している。   

柱穴 ピットが4個検出された。   

＼  長径  短径  探さ   ＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   

Pl  46  40  22  P2  国  団  田  P3  団  団  四   
P4  49  36  33  

炉 確認されなかった。   

遺物（Fig38・39Pul）本住居跡は前期の土器が中心である。No211は梯子状沈線＋貼付け文の関  

山Ⅰ式土器。No21射まコンパス文＋紀文、恥216は阻細施文でともに関山Ⅱ式土器。恥212，213，215，  

217，218は縄文施文の黒浜式土器。靴）212，215，218は二原体の縄文施文。  
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10号住居跡（Fig16）   

位匿 D－32・33、E－32・33グリツト 調査地の北痢錮こ位置し、8号住の南西に存  

在する。   

形状 長軸3．54m、短軸3．16m、両横は11．43Ⅰポを測り、隅丸長方形を呈する。   

壁 ローム層を壁面としており、立ち上がりは比較的急角度である。壁高は5～20cmを測る。   

覆土 粗い黒褐色土を主体に堆概している。下層はロームを含む黄褐色土が唯概している。   

床面 ローム層を床面としている。平坦であり南東方向にやや傾斜している。   

柱穴・炉 ともに確認されなかった。   

遺物（Fig39Pul）本住居跡は開山式と黒浜式土器が中心である。No224，230は梯子状沈線＋貼  

付け文。Ⅰわ228は梯子状沈線＋円形竹管文施文の関山Ⅰ式土器。No233，234は縄文＋コンパス文。  

恥221，229，231はこ原体艶文で共に関山Ⅱ式土器。No222，225，226は羽状絶文。恥222，226は底部付  

近で、恥220は二原体経文で黒浜式土器川0226は有尾系、恥235は純文＋沈線で諸磯b式土器、恥．  

227，236は沈線施文で諸磯c式土器。  

11号住居跡（Fig16）   

位置 E－30、F－30グリット 調査地の北東部、9号土紘の南西に隣挺し、6号住居跡  

の南東に位置する。   

形状 ⊥部土紘の為膨らみを持つが、ほl部阻丸方形を呈する。長軸2．51m、短軸2．16m  

面横は5．21rdを測る。   

壁 ローム層を壁面としている。壁商は2～5cmと低い。   

覆土 軽石を含む褐色土が堆憤している。   

床面 ローム層を床面としており、土塊が4基検出された。南束方向へやや傾斜している。   

桂穴・炉 ともに確認されなかった。   

遺物（Fig39Pul）恥237は関山Ⅲ式土器でコンパス文＋二原体純文。No238は集合沈線で諸磯  

c式土器。比）公9は口繚部で沈線＋組文施文の称名寺Ⅰ式土器。No240はロ緑部の内面に沈線＋刻  

目、堀之内Ⅱ式土器。  

12号住居跡（Fig17 PL3）   

位置 E－31、F30・31・32、G－31グリ、ソト 調査地の北束部に位匿し10号住居  

跡の南西にある。   

形状 西側がやや円形になるがほぼ隅丸方形を呈する。長軸7．24m、短軸6．24m、面観  

は39．72Ⅰポを測る。   

壁 ローム層を壁面としており、西壁、北壁は立ち上がりが急角度だが、東壁、南壁は鰻やか  

である。壁高は10～65cmを測る。   

覆土 上層は焼土と炭化物を含む黒褐色土、中層は粗いロームを含む黒褐色土、下層は軽石粒  

を含む褐色土が堆概している。自然堆積と考えられる。  
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床面 ローム層を床面としている。土紘は2基検出された。床中央部に向かってやや傾斜して  

いる。凹凸は少なく平坦である。  

柱穴 ピットは5個検出された。住居跡の北カ、ら南西方向にかけては検出されなかった。   

＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ    長径  短径  深さ   

Pl  70      P2  40  28    P3    28  

P4  40      P5  74    86  

炉 中央やや北西よりの所から径80×90cm程の焼土の範囲が擬された。地床炉と考えら  

れる。   

遺物（Fig39qPL7・8・11・12）JH－12号住居跡は諸磯c式土器が中心である。No242，247，  

249，250，252，258，273が諸磯c式土器。恥249，252，273は集合沈線＋貼付文施文、恥249は底部、恥．  

252は口緑部から底部まで残存しほぼ完形に近い。恥273は口緑部、恥別7，250は集合沈線施文、恥．  

247は口綾部、恥250は胴部1／3程残存。恥246，256，257，268は諸磯b式土器。恥246，256は刻目のあ  

る浮線文、恥246は底部、恥268は絶文＋平行沈線間ノ爪形文。恥257，272は縄文十集合沈線。恥241，  

262，267は関山Ⅱ式土器、恥241はコンパス文＋縄文、恥267は組紐、恥262は組紐＋平行沈線。恥．  

245は羽状経文の口練郎、恥265は二原体縄文で黒浜式土器、肋254，266，269は縄文施文、恥部6は  

隆起線、恥271は口綾部で沈線＋爪形文の浮島Ⅰ武士器、肋別8，公0は有孔土器、恥飢8はロ頸部に  

小孔を持つ土器で住居跡内西側の2号土勧、ら出土。No260は浅鉢のロ綾部、恥2亜，244は中期の  

土器、隆帯区画文＋爪形文＋沈線文。恥263，鮎也270は沈線＋縄文、恥2㍊，259は沈線＋刺突文、恥．  

261は円形の口縁郡の飾り。恥251は顔と下半身を欠損した前期の土偶である。  

13号住居跡（Fig18）   

位置 F－24・25、G－24・25グリット 調査他の中東拍ヒ寄りに位直する。南側が3  

号墳周堀により壊されている。   

形状 住居跡の南側が3号墳により破壊されているが隅丸方形を呈するものと思われる。調査  

時点で残存する住居跡の面積は13．37汀iである。   

壁 ローム層を壁面としている。立ち上がりは垂直に近く壁高は4～8cmと低い。   

覆土 褐色土（ソフトローム層）が唯概している。   

柱穴 ピットは調査梅園内から12個検出された。   

＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   

Pl  63  49  49  P2    33   8  P3  42  38  19   

P4  42  38  27  P5  43  39  田  P6  45  39  
P7  58  43  16  P8  亜  40  23  P9  56  40  15   
PlO  34  Pll  45    18  P12  22  20  
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床面 ローム層を床面としている。中央部付近に土坊が1基検出された。   

炉 確認されなかった。   

漣物（Fig41Pu2）恥274，275，276は縄文施文、恥277，278は口綾部で恥277は沈線施文。恥279，  

2801渦文＋沈線施文の後期の土器。その他に滑石製の玉が出土している。本住居跡は前期と思わ  

れる。  

14号住居跡（Fig18）   

位匠 G－21・22、H－21・22グリツト 調査地の中東拍ヒ寄りに位置する。柄銃型敷  

石3号住居の北西にある。   

形状 長円形を呈する。長軸4．42m、短軸4．02m、面績は14．68rゴを測る。   

壁 ローム層を壁面としており、北壁は立ち上がりが緩やかだが西壁、束壁、南壁は、ほぼ垂  

直に立ち上がっている。壁高は6～12cmと低い。   

覆土 黒褐色土を主体に堆横している。   

床面 ローム層を床面としている。土域は大小で5基検出された。ピット、土紘静が多くみら  

れ凹凸も多い。   

柱穴 柱穴と考えられるピットは北壁に1個、束壁に2個だけ検出された。酉と南側は土紘に  

より捷乱されているため検出できなかった。  

Pl長径き3cm、短径23cm、深さ16cm、P2長径25cm、短径18cm、深さ10cm、P3長径40cm、短径ヨ2c  

m、深さ12cmが確認された。   

炉 確認されなかった。   

漣物（Fig41・亜Pu2）恥公2は沈線十経文で称名寺Ⅰ式土器。恥284は沈線、肋285は沈線区画  

＋隆起帯十円形刺突で称名寺Ⅱ式土器。肋287は口緑郡に刻目のある微隆起＋経文＋沈線で堀之内  

Ⅱ式土器。恥公1，詣6，公8，290は後期の土器。沌）281は沈線施文、恥286は口綾部飾りで沈線の渦巻  

文。恥公8は沈線＋隆起文、恥290は口唇部に円形竹僧文施文。恥291は微隆起＋絶文で加曽利EⅣ  

式期の土器。恥公3と恥289は隆起文＋平行沈線＋縄文で同一個休の中期のものと考えられる。  

15号住居跡（Fig19 PL4）   

位匿 G－29、H－28・29・30、Ⅰ－28・29グリット 調査地の革帯りに位置し10  

号住居跡の南西に所在する。   

形状 南壁は直線に近いが全体としてほぼ円形を呈する。南壁は3．96m、長軸6．80m、  

短軸6．72m、両横は37．18dを測る。   

壁 ローム層を壁面としており、立ち上がりは垂直に近い。壁高は25～50cmを測る。   

覆土 全体的に粒状軽石、ローム粒を含む。黒褐色土を主体に、床面に近づくほど焼土粒を多  

く含み、赤褐色化する堆横であった。1～3層が後期の住居跡の覆土になるものと思われる。   

床面 ローム層を床面とし南東方向にやや傾斜している。凹凸は少なくほぼ平坦である。   

柱穴 埋設炉を囲うように9個の柱穴が検出された。これらの柱穴は15号住居の上面にもう  
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1軒の住居の存在が考えられ、Pl～P9は後期の住居跡のものと考えるのが妥当と思われる。   

＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  探さ   

Pl  団  47  80  P2  25  22  62  P3  35  26  49   
P4  28  20  29  P5  30  28  42  P6    60  64   

P7      75  P8    48  34  

炉 後期の住居跡はやや束寄りの所から埋設土器を伴う職炉と考えられる。前期の住居跡の  

炉は確認されなかった。   

遺物（Fig42～45PIB・12）JH－15号住居跡からは前期から後期の土器が出土している。前  

期の中心となっているものは諸磯c式土牛、後期の中心となっているものは称名寺式土器である。  

従って住居の垂艶が推定される。No292，293，295，297，298，299，300は詩織c式土半である。No292  

はロ緑部付近で平行沈線＋半戟竹管文の微隆起文。No293は平行沈線施文。恥295は底部で集合沈  

線＋貼付け文施文。No297は日録郡の飾り。Ⅳ0298i珊榔で集合沈線＋貝附け文。恥299は平行沈線。  

恥300は胴部で集合沈線＋貼付け文、JH－8号住居の土器と接合する。No301～305，314は諸磯b  

式土器。恥301，304は平行沈線＋爪形文。No302は刻目を持つ搾線文＋爪形文。恥303，305は刻目を  

持つ浮線文＋縄文。No314は爪形文。恥311，333は前期の紀文施文。恥30鈍相銀：施文で開山式土斡。  

恥307，308はコンパス文＋艶文。No310は組紐で関山Ⅲ式土器。No312は羽状紀文。恥313は二原体  

紀文で黒浜式土器。No296，306は浮島式土器。恥296は口唇部に刻目を持ち沈線施文。胱）306は触文  

のロ綾部にその下が集線状沈線文。他に前期のものは恥332の有孔口緑。恥346の黄鉄鉱を含む浅  

鉢。No325は早期の尖底土器。No345は隆帯区画文＋縄文で勝坂式土器。恥348が加曹利E式のもの  

で能文＋沈線。No331，344，3亜，353は縄文＋微隆起文。No350は縄文＋隆起帯＋沈線＋爪形文で加  

曹利E式土器。恥351は縄文＋隆帯文で勝坂カ＼ら加曽利E式土器と考えられる。No315は沈線＋縄  

文。恥316は口綾部飾りで上面に縄文施文の8の字伏の月附け文。共に称名寺式土器。恥294は縦  

状に浅い沈線が施文された胴部で敷石の下から出土したことから称名寺式の埋設土器と考えられ  

る。No317，318，320，328，329，330は称名寺Ⅱ式土半。No329，330は沈線のみ施文、肋317，318，320，  

328は沈線＋刺突文施文。No321～324，326，327，338，352は口縁郡飾りで沈線と円形刺突が施文され  

た後期の土器である。恥319はロ緑郎で刺突文施文、称名寺Ⅱ式～堀之内式土器と思われる。他に  

後期のものとして恥335，336，339，340，347がある。No337は胴部、恥341へ84別封藍郡で触文である。  

①称名寺様式の無文の土器である。  

（誹措炉と考えられる周辺には恥．1～9の集石が検出された。  

③この9個の集石は海抜（178．37～178．48m）でその差が11．Ocmである。  

④周辺のH－30，Ⅰ－29・30グリットは南東に傾斜し自然石の散乱が見られた。  

以上4′軸＼ら敷石住居の存在が考えられる。しかし敷石の大半が4号墳の周堀構築の時点で取り  

除かれ、炉の周辺のみが周塀の外側であったため残ったものと考えられる。  
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16号住居跡（Fig20）   

位置 A－8・9、B－8・9グリット 調査地の南西部に位置し、17号住居跡と隣接してい  

る。中央部は道跡により切られている。   

形状 東西方向に長軸を持ち楕円形を呈する。長軸4．34m、短軸3．64m、面憤は15．5  

9Ⅰポを測る。   

壁 ローム層を壁面としている。東西の壁は線やかに立ち上がり南北の壁は比較的急角度で立  

ち上がっている。壁高は10～20cmを測る。   

覆土 黒褐色土を主体にし、撹乱部分にはFPやブロック状ロームが絆隠された。   

床面 ローム層を床面とレJ、さな凹凸がみられる。南東方向へ経やかに傾斜している。   

柱穴 炉 ともに確認されなかった。   

漣物（Fig45P1月・12）本住居跡は前期の土器が中心である。恥357は胴～底部1／3程度残存、羽  

状絶文、恥354も羽状縄文の口緑部でともに黒浜式土器。恥355は純文＋梯子状沈線。恥356は縄文  

＋片肘け文で関山Ⅰ式土器。恥358は縄文十沈線で詩織b式土群。恥360は底部で前期のもの。ぬ  

359は絶文＋沈線で中期土器と思われる。  

17号住居跡（Fig20）   

位置 B－9・10、C－9・10グリット 調査他の最南端郡に位置し、一部は発掘調査区域  

外にかかる。   

形状 住居跡の北西部を調査した状況から、隅丸長方形を呈するものと考えられる。面積は2  

3．19Ⅰポを測る。   

壁 ローム層を壁面としており、立ち上がりは比較的急角度であ皐。壁高は5～20cmを測る。   

覆土 耕作の滞により撹乱を多く受ける。黒褐色土を主体に堆概している。   

床面 ローム層を床面とし小さな凹凸がみられる。中央部へ向かってやや傾斜している。   

桂穴 炉 ともに確認されなかった。   

過物（Fig45Pu2・13）本住居跡の出土遺物は前期のものが中心である。No361は底部。Iわ362～  

肋364は口緑郡。No362，365は羽状縄文で黒浜式土器。肋368は縄文十平行沈線＋爪形文で関山Ⅱ式  

土器。恥366，367は沈線文様構成の諸磯c式土器である。No363は沈線施文の土器で前期のものと  

思われる。  

18号住居跡（Fig21PL4）   

位匠 S－19・20、T－20グリット 調査他の中央やや西寄りに位置する。南側は2号古  

墳周堀に寄って切られている。   

形状 住居跡の北東部分を調査した状況からほl部園丸方形を呈するものと考えられる。面憤は  

10．15汀‡を測る。   

壁 ローム層を壁面としている。北壁の立ち上がりは垂直に近い。南壁は2号墳脚掛こより切  

られているため不明。壁高は40～5d∽を測る。  
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覆土 全体的に軽石、細かいローム粒を含む。上から灰黒褐色土、黒褐色土、褐色土、ローム  

ブロックを含む黄褐色土の順に堆概している。固執こハードロームに近い黄褐色土の一次堆横層  

がある。自然堆積の状態を示す。   

床面 ローム層を床面とし、凹凸は少なくほぼ平坦である。南側へ緩やかに傾斜している。   

桂穴 確認されなかった。   

炉 調査部分の南西寄りの所から20×30cmの晩土範囲と30×50cmの炊土と炭化物の範  

囲が認められた。隣接して埋設土器が検出された。埋設炉と考えられる。   

漣物（Fig46PI月・13）本住居跡の出土土器は諸磯b式土器が中心で、恥369～374，378，369，370，  

372，373，378は縄文＋沈線施文。No369は炉体土器でロ緑と底部を欠損。Ⅰわ372，373は口綾部。恥3  

71，374は刻目のある浮線文。No375，37胱朝蚊施文。No376は底部。No377は羽状縄文で黒浜武士器。  

19号住居跡（Fig21）   

位置 H－31グリット 調査地束寄りの端に位直する。住居跡の大部分が発掘調査区域外に  

ある。（河川改修時に確認されたものに該当すると考えられる。）   

形状 コーナーの状況から隅丸方形の住居跡と考えられる。西側の壁は3．42m、面積は確認  

できた範囲で4．14Ⅰポを測る。   

壁 ローム層を壁面としており、北西壁は比較的急角度で立ち上がっている。大部分が掘査区  

域外のため他は不明。壁高は50～60cmを測る。   

覆土 撹乱を受けている。黒褐色土、焼土、炭化物、ローム粒を含む褐色土が堆概している。  

下層はロームを含む黄褐色土で一次堆横層である。   

床面 ローム層を床面としており、やや南側へ傾斜している。   

柱穴・炉 ともに確詑されなかった。   

遺物（Fig46Pu3）本住居跡の出土漣物は諸猷土器が中心である。蚊）379，380は諸磯b武士器。  

恥379は刻目のある浮線文。恥380は地文に縄文＋搾線文の硝機b式土器。No381～384は沈線施文  

の諸磯c式土器。No385は紀文＋月附け文で関山Ⅰ式。恥386は底部。  

20号住居跡（Fig22）   

位置 G－32グリツト 調査地東寄りの南東端に位置する。住居跡の大部分が発掘調査区域  

外にある。（19号住居跡と同じく河川改修料こ徹されたものに該当するものと考えられる。）   

形状 コーナーの状況から隅丸長方形を呈するものと考えられる。西側壁は2．92m。調査出  

来た面横は1．75出である。   

壁 ローム層を壁面としており、北西壁は比較的急角度で立ち上がっている。大部分が桐査区  

域外のため他は不明。壁高は20～50cmを測る。   

覆土JH－19号と同じく、黒褐色土、焼土、炭化物、ローム粒を含む褐色土が堆績してい  

る。下層はロームを含む黄褐色土で一次堆構層である。   

床面 ローム層を床面としており、やや南側へ傾斜している。  
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柱穴 炉 ともに確認されなかった。   

適物（Fig46・47Pu3加387i出藍那で触文。No388は口綾部で沈線施文。肋389は集合沈線で諸  

磯c式土器。恥390は胴部で縦状沈線。恥391は梯子状況個文＋縄文＋只附け文＋刺突文で関山Ⅰ  

式土器。  

21号住居跡（Fig22）  

位置G－20、H－20グリット 調査地のほぼ中央北側に位置する。本圃は現代の滞  

が南北に走っているため中央部を切られている。   

形状 円形に近い限丸方形を呈する。長軸5．02m、短軸4．90m、両横は20．22Ⅰポを測  

る。   

壁 ローム層を壁面としており、立ち上がりは比較的急角度である。壁高は5～15cmと低い。   

覆土 軽石粒とローム粒を含む黒褐色土を主体に堆憤している。   

床面 ローム層を床面としている。西側から土域が1基険出された。南側へやや傾斜している。   

柱穴 ピットは7個検出された。   

＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   ＼  長径  短径  深さ   

Pl  13  P2  58  45  19  P3  79  49  12   

P4  田  30  23  P5  回  34  16  P6  53  39  20   
P7  47  37  

炉 確認されなかった。   

遺物（Fig47Pu3）No392、No393は2原体絶文の黒浜式土器、No394は縄文＋刻目施文の諸磯b  

式土器、恥395は集合沈線＋貼付文。No396は集合沈線のみで共に諸磯c式土器。Ⅰわ397は沈線＋縄  

文、恥398は沈線＋刺突文。Ⅰわ399は沈線のみ。No400は直線的沈線と渦巻文による深鉢形土器の口  

繚部で中期の土器。  

3 縄文時代の土紘について（Fig23）（Fig47～49P柑～13）   

芳郎ヒ曲輪漣跡では、土紘、風倒木の遺構が検出された。その総数は土拡21基風傍休跡1基、  

住居跡と重複しないものについてのみ土塊静号を付し全体図に掲載した。このため住居内の土紘  

については住居跡の所に平面図と漣物を掲載した。   

土紘の分布は調査地のほぼ全面に認められたが、特に柄銃型敷石住居の周辺に集中する傾向が  

あるかと思われる。陥し穴は今回の調査では確詑されなかった。遺物を出土する土坊は7基、そ  

のほとんどが覆土中からの出土である。完形に近い大形の土器を出土する土坊は少ない。これら  

の土器は、掘り方の深い土紘の底面に置かれた状態で出土している。石器は打製石斧、石鉄、剥  

片等が比較的多く出土し、石皿・席石・凹石等の出土は少ない。   

3号土紘は」－19グリットに位置する。長軸160cm、短軸150cm、深さ24～51cm、  
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5号墳周堀と接する。No402～恥409の土器と恥234～肋237の石器が出土している。   

6号土拡はJ－23グリットに位置する。長軸128cm、畑剰け17cm、深さ50～57．5cm、  

ほぼ円形、恥剋7，剋8の土器と恥28の石器が出土している。   

7号土坊はJ・K－22グリットに位置する。長軸185cm、短軸160cm、深さ52cm、ほぼ  

円形、恥411～恥416の土牛が出土している。   

8号土紘はK－26・27グリットに位置する。長軸325cm、短軸637cm、深さ56cm。F  

Pを含む黒色土で自然堆積層からすると古墳の周堀とも思われるが床に傾斜があり東側の川の方  

向に進むので丸みを示さない。   

9号二出玄はE－30グリットに位匿する。長軸176cm、短軸150cm、深さ3～10．5m、  

恥A19，彪0の土器が出土レている。  

10号土坊はM・N－16グリットに位置する。長軸186m、短軸167cm、深さ20～84  

cm、肋彪1～亜4の土器が出土している。  

11号土拡はK－19・20グリットに位置する。長軸116cm、短軸115cm、深さ50～7  

6cm、恥彪5～437の土器が出土している。  

12号土域はJ－19・20グリットに位置する。長軸88α、短軸72cm、深さ30～35c  

m、楕円形、恥A38～岨の土器と恥㍊8，239の石器が出土している。  

13号土拡は一－19グリットに位置する。長軸160cm、短軸150cm、深さ14～51．5  

Cm、であった。  

14号土紘はJ－20グリ、J卜に位置する。長軸113cm、短軸62cn、深さ14～16cn、  

長方形。  

15号土地はⅠ－20グリットに位直する。長軸125cm、短軸83cn、深さ18～25cm、  

ほぼ円形を呈する。  

16号土紘はⅠ－19グリツトに位置する。長軸48cn、短剰140cm、深さ20cn、でほぼ円  

形である。  

17号土紘はⅠ－18グリットに位置する。長軸65∽、短軸60cm、深さ23cm、で円形を  

呈する。  

18号土紘はH・Ⅰ－25グリツトに位置する。長軸130釧、短軸106cm、深さ23～45  

cm、楕円形を呈し3号墳周堀内にあってその大半がI抄表されている。  

19号土紘はⅠ一25グリットに位置する、3号墳周堀の東壁側に存在する。長軸80cm、短  

軸65m、深さ14．5～48Ⅷ、楕円形を呈す。   

20号土紘はⅠ－27グリットに位置し長軸36cm、短軸34cm、深さ58．5cm、4号墳周堀  

の西側末端部で確認された。   

21号土紘はG・H－26グリットに位置する。長軸187cn、短軸176cm、深さ6L5cm、で  

あり、3号周堀東壁に隣際して確認された。  
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4 縄文時代の出土漣物  

（1）土器   

芳賀北曲輪遺跡で出土した絶文時代の土器は26，3亜ノ点である。これらの土器の主休となるのは、  

前期中葉と後期初頭のものであり、検出された漣構の時期と深く関係するものと考えられる。こ  

れらの出土漣物の全てを図化し掲載することは不可能であったので、本渡跡から出土した代表的  

な漣物666点について下記の分類表に基づいて掲載した。  

（2）石器   

本渡跡から出土した石器矧ま㌫989ノ氏以上になる。これらの内明らかに石器として使用されたと  

思われる右舷39点、分銅形石斧19点、その他の打製石斧97点と、その他の石器類121点  

について出土渡橋順、他はグリット順に掲載した。その内訳は凹石・多孔石（蜂の巣石）・石匙  

・石棒・石皿・勝製石斧・磨石・献石・岩版・使用痕を有する自然石、剥片・岩脈を利用したと  

思われる採色石・石器製作用母岩。  

土器分類  

早期後半と思われる土器群、胎土に繊維を含み尖底部と思われる土器。  

前期前半に属する胎土に繊維を含む土器（開山式・有尾式・黒浜式土器）  

1頬a 関山Ⅰ式土器 梯子状沈線文か半裁竹管による平行沈線施文。刺突文、円形竹管  

文、貼付け文、コンパス文等施文。   

b 関山Ⅱ式土器 コンパス文、半裁竹管による平行沈線施文。絶文拙阻紐が主体。  

2頬a 黒浜式土牛 半勧竹管による爪形文、集線文施文、あるいは全面縄文施文、羽  

粂、菱形状に施文。   

b 有尾系土器 文様が菱形、三角形の構成を持つ。  

3頬 前期前半に属する土器  

主に縄文のみの土器と触文土器で1・2頬の各型式に属する。  

前期後半諸磯式・浮島・興津式・大木式土器及びそれらに属する前期末葉の土器。  

1類 諸磯b式土器（一部aと思われるものを含む） 半敵竹管による平行沈線施文。  

縄文や刻目を持つ浮線文。縄文を地文に持つものあり。縄文を地文とし、集合沈  

線文を施文。  

Ⅲ群  

繍蔑c式土器 半裁竹管による集合沈線文施文。集合沈線文に各種日射け文付加。   

浮島・興浄式に属する土器。半裁竹管による平行沈線文、爪形文を施文。半敵竹   

管を450程度で差込み、えぐって施文。   

前期後半 有孔土器、馳土器。   

前期後半に属する紀文施文及び無文土器（十三菩提式土器を含む）   

中期前半に属する土器  

a 勝坂式土器 隆帯を施す。随線で渦巻文や区画文を構成し、半裁竹管で平市勃顆、  

4類  

5類  

Ⅳ群1頬  
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爪形刺突文を施文。獣類の形象あり。  

b 阿玉台式土器 隆帯を施す。半敵竹管、櫛比工具で爪形文等を施文。懸垂文施文。  

2類 中期中葉に属する土器。  

a 加曽利EⅡ式土器 口綾部は隆線、頸部は無文帯、沈線による渦巻文施文、胴部  

は地文に縄文、撚糸文を施文し隆線、沈線により縦位線、クランク状線等を施文。  

b 加曽利EⅢ式土器 口繚部は隆線、頸都銀文帯なし、沈線による渦巻文等施文、  

胴部は地文に縄文、撚糸文を施文し隆線、沈線により縦位線、クランク状線等を  

施文。磨消し縄文帯を持つものもあり。  

3類 加曽利EⅣ式土器、中期後半に属する土器。口綾部文様帯なし、沈線か微隆起線  

で文様区画、磨消し縄文帯あり。  

4頬 中期に属する純文施文の土界と触文の土器。1～3頬の各型式を含む。  

Ⅴ群1類 後期初頭に属する土器  

a 称名寺Ⅰ式土器J字状、M字伏渦巻状文の沈線で区画、沈線間は縄文で充填さ  

れる。口緑部に隆線により施文。口緑下部に沈線を施文し、その下位に縄文・集  

線を施文。  

b 称名寺Ⅱ式土器 簡素化されたJ字伏、M字伏文の沈線で区画、沈線間は刺突で  

充曝される。簡素化されたJ字伏、M字伏文の沈線のみ施文。  

2類 後斯前半に属する土器  

a 堀之内Ⅰ式土市 沈線で文様を施文し沈線間は縄文で充填される。口唇部に沈線  

文施文、垂下文施文。  

b 堀之内Ⅱ式土器洗練で文様施文し沈線間は絶文で充填される。刻みのある隆線  

と8字形の貼付け文あり。  

3頬a 加曽利B式土器 平行沈線と縄文帯施文、斜格子沈線文施文。  

b 後期に属する触文土器、1～2頬の型式を含む。  

参考文献  

前橋市「地形地質」  

前橋市教育委員会  

前橋市埋蔵文化財棚弼査団  

1971年  

1984年  

1989年  

前橋市史第1巻  

芳賀団地遺跡群第1巻  

紙野谷追跡  

糸井宮前遺跡Ⅰ、Ⅱ  

上大庭・樋他地区遺跡群  

中畦漣跡・晰西遺跡  

勝保沢・中ノ山過跡  

荒砥前原遺跡・赤石城  

中棚遺跡  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1987年  

1986年  

（財）群馬県埋蔵文化財網杢事業団1986年  

（財）群馬県馳散文化財調査事業団1988年  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1985年  

1985年  

群馬県教育委員会  

大柳町教育委員会  

群馬県教育委員会  

群馬県教育委員会  

群馬県教育委員会  

昭和村教育委員会  
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出土遺物観察表  維瀾軌跡饉湘守戦班餓商（）．雌紺艇棍践存商  

粥  位置分類 肘枕成色 調   文   様   の   観   察   

ロ  沖一1Ⅳ－3  細粒 良好 醐  （払2．鳩）13．5【二l緑、胴．U剋封ま完、底部なし。I掛川立から庶河紅かけてすぼまる。口緑  
郡山熊文で相加）帆起粁につながってアーチ状の文様をつくる．鮮両全体に椚文を充唄   
文様抑欄証文を脚－。一川叫棚減（ノキ確りあり）太祖0との頸似性が考えられる。  

沖一1V－1a 細粒 良好 灘燈      l二I緑郡 押娘文‖lに叩働1炊・l一紙文l－fミ   
3  沖－1m－2  中位 良好浅鍋庸  沈線十三l柵刺快を持つ押扱文あり。   
4  沖－1V－1a 判王位 良好 炎拉   縄文施文十沈絨十牌消し。   

沖－1V－3b 細粒 良好 橙   ドI醐施文 政状l二I緑 化手   
田  沖－1V－2a 根粒 良好樽   l二】緑珊 沈娘区画で文様勒及 披討尖I怖2点   

7  沖－1V－2a 小粒 良好 潮位  口緑郡 洪額雅文波状日練 接甜期係2点  
8  帰一1V－2a】醐拉 良好 共橙   口棟郡 肋仔文 沈線－ト鵬椒の上に射快文あり。   
8  沖－1V－1a 巾拉 良好 樺   測紺憫l蚊施文 鮒尖I係3点   

沖－1V－3b 細附．良好樺   l：腰部 捌廉十日形刺粂   

田  沖－1V－1a 巾軋 良好 浅井樺  沈組刑帆文滑択 昌緬柑晰I常  
田  沖－1V－3b 細粒 良好 赤褐色  胴下半翻こ沈絨あり。Ihlと同時にJl仕   

13  沖－2 V－1a 細粒 良好損撞   沈鮫肌胤租文で充鳩   
14  好一2 V－1a 細粒 良好 潮位  純文地文1一沈繰で≡州文施文 霊二順榔拇附こ横f此l髄あり。弾手の土器  

沖－2 n－3  中粒 良好 典担   願文施文」桐下粥郡l桶欄酢I常   

16  舛－－2 V－2a 細粒 良好淡は   沈腺で文様l彿我 ‥接合悍旧3点   

沖－2 V－1 机拉 良好澄   Ⅲ陳郡・牌位沈繰－ト縦に2ダ11の竹博文   

18  沖－2 m－3  細粒 良好 浅黄樽  沈繰－ト      に施文 薄手の土補  
19  シト211ト2 細粒 良好 浅蹴璧  集合棚板文   
20  沖－21Ⅰ一2a 小粒 良 淵史   羽状縄文十3（加抑憫をおいて平行に鼎文を地文 樅1二耕   
2l  沖－2 V－3b 細粒 良好 載橙   暮二】繰珊無文 箱状］コ如こより獅甜胆。舶間鍾2点   
22  沖－2 V－3b 粗王位 良好 樺   胴部～娼：郡 内耐l謝ヒ物の†凋帥唄．られる。   
㍊  沖－2 V－2b 中軋 良好 浅嫌  帽3mの眈舶［順鄭に隠紬潤さ1m種の泄腋文 様5Ⅷ1の円形刺梁文施文   
24  沖－2 V－3b 机拉 良好 舐位   無丈 夕肺批用紙コJtでよく撫でられている。躍合l尖I係2点   
25  沖－2 V－3b Ⅲ粒 良好黄樽   脚下半都 外而赤色塗擦≡ 戯唐拙僧2点   

28  沖－2 V－3b 巾粒 良好 樽   胴下半椰 用撒こ沈絨が憧かにみられる。扱合間怖5点   
舛－2 V－1b 小粒 良 浅l榊登  潔鍬形のl二1操郡で平行沈捕により風面構成する。鮒勘繰2瓜   

28  沖－2 V－2a 現拉 良好樽   I二I囁翻こドl榊1炊文（径1．1（¶）が迎絨して施文される。   
28  沖－2 Ⅳ－4  り1拉 良好 樺   遁鉢：沈粥十I11柳段三 内晰他室剣採 那L   
30  沖－2 V－ね 細粒 良好 洩敢檀  毎XO．0）浅い沈絞施文。   

田  
墳、辟合悌l係8点  

沖－3V－2a判t拉良好樺  （泣1軌0．姫×16．6）深鉢のl：1緑に横位の沈捕あり、突起用妨唱ケ所でその中央忙穴あり、  
胴附こ髄やかに反り全体に酎陥の沈繰で史梯胤成される。口緑十胴椰、底部なし。  
脚怖0点その内6点が炉内より枇L  

a3   
84  沖－3 V－3b 机拉 良好 樽   l］緑郡l二l鳳附こ円形刺燻、折郎以下に洪触文。   
35  沖－3 V－1b 中位 良好 浅鍍燈  胴部 平柑橘尉川に一列の刺梨文あり。扱甜集l係2点  
田  沖－3 V－1b 雌 良好 珊  胴部 平行沈繰削に一列の剰燻文あり。壊合間旅2点   
37  沖－3 V－1b 鞘粒 良好∴湧出樽  沈絨による」字文十刺吹文 補修川の穿孔途中である 
38  沖－3 V－2a細粒 良好樽   。        深紅の！i閻肋、ら胴部 晰3mの沈船施文 内タト面掲閑鮭   
89  

文と列点文を施す。於創果】怖10点  
40   
山  沖－3 V－3b 細粒 良好 手長戯橙  沈線で円施文一ト搬文 相卜緬■丁甲な箆御他 州又桁脚粒を多應に含む。  

沖－3Ⅰロー3 判王相 良 位   湖東区画・ト6木の㈲塘状の二Utで園面内を所々地文 戊禽悌l係2点   

亜  沖－3 V－1blf轍 良好 黄位   口掘淵；れ領一ト押快・ト槻 股甜料係2点   

崩  沖－3 n－3 【I抱 良好 潮位  口緑部 相銀十雛（捌捌親 政創冥I係2点   
45  沖－31V－2  粗拉 良好 樺   純文1一沈娘   

亜  沖一3 u－1 細‡粒 良好 檀   沈椒によるコンパス文一ト2糀析瑚紅文原体に．1こる肱丈 ㈲榊止丁寧な許画調髄   
47  沖－3 Ⅳ－4  小粒1退け 潮位  斜格了勃破地文   
亜  沖－3 V－2a 細粒 良好 浅錐橙  膵聯 洪】掛川に刺架文施文   
亜  シト31l－3  中位 良好 醐  集合沈線 脚】係2点   
50  沖－3 V－3b‡11拉 良好 樽   I］緑、－I阿部無文 外而i州似【な作りである。掟貪悌騨3点   

沖－3 V－3b 中位 良好 燈   ＝緑耶 況組区画 粉剤対旅2点   

田  シト3 V－2b 細粒 良好 潮位  lコ締郵相手、半載納骨状工具で況淑駄文 脂斌徹りあり。   
53  沖－3Il－1 細粒 良好樽   2原体純文による施文 
馳  沖－3 V－3b 巾拉 良好排鶉   。         汁綿区画十榊腹肋隙文 鮒附怖3点   
55  沖－3 V－3b 細粒 良好 樺   l二1榔 幌十Il腔御炊・卜河瀬－lJ字状に∬R文を残す。   
随  好一3 V－3b 桝粒 良好招   裸鉢の肘郡 捌朔で文相榊成 一椚弘I怖2瓜   
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酌  位置分類 肘枕成色 調   文   様   の   観   

沖－31V－1 細粒 良好臓   胴下羊蹄 縄文施文   
58  シト3 Ⅳ－3  れ‡拉 良好 洩黄樽  ′J哩並の紆覗；瀾1脚蚊十l附くl文   
58  沖－3 V－3b 中粒 良好 浅黄撞  用臓郡l鵠越肝あり 径6－7Ⅳm程の孔あり   
60  沖－3 V－1a 細粒 良好 橙   l］緑部 況顆Ill補文施文   

61  沖一3 V－1a 准王位 良好 曹長典侍  伐瑚性1二脾他手 口材料こ【無文欄iに帆文 大木10【1に頸似  
沖－3 V－1b 机相 良好 浅雌  汁綿区画十刺突 ま鮎錮！休4点   

63  沖一3 V－3b 申粒 良好 瞳   l二l唇翻・こ血¶と蝕mの洪額あり」熟討勘俸3点   

餌  
醐鍛 錬含閲係5点  

65   （動乱0 底部 鈍文   
86  沖－3 V－3b 机軋J込好 顆粒  Q）10．7 底部 無丈   
67  沖－3 Ⅳ－－4 机粒 良好 故檀   口練一胴郡l脚虹捌淑を斜精子状に施しl二㈲酢こは棚捌領を施す   

88  沖－3 V－3b 細粒 良好 千曳闇窪  I二l櫛附こ円形刺呪文あり。内面丁寧規制姉甜掴   
69  好一3 V－2a「l搬 良好 潮樽  日録一胴耶1］珂剤にくぴれあり、2水の沈娘の椚に刺突文、内病棟イ  

沖一3 V－1 親拉 良好 丑燈   用僻鋤こ沈繰を施し州枇畑勝文状を星す。渡合保！係5点   

m  好一4 V－1b 細粒 良好 醐  沈楓伸こ一列の対揆文を地文、紺i】常。   
72  沖－4 V－3b 細粒 良好 珊   口棟郡 沈椒で文倖榊戚   
73  沖－4 V－1a 細粒 j如一戸 橙   口緑郎 況強州を組文で棚（腑消し拙文）   

74  沖－4 V－3b 粗相 良好典樺   胴部 祝勝で淵成   
乃  沖－－4 V－1a 肌 良好 輩橙   沈絨区i面内を絶文で充蛸＝蛸珊し柵文）   

沖一4 V－3b 机粒 良好 燈   l：1棟へ椰l二1棟仇敵文、胴上位とlい位lこ椚文肱文l臥500lの沈扱で区   
T7  沖－4 Ⅳ－4  細粒 良好 黄樽   胴部 射角領娘文   
田  沖－4 V－3b 肌 良好 棚  胴雅 判離な愉欄将棋、沈脱文施丈。   
瑠  好一4 V－1b 巾拉 良好 浅耗樽  輔、胴郡 沈挽文で相成  
80  沖－4 V－2a 机拉 良好湧訊樽  取一僻 沈扱で文陳椎成  

沖－4 V－2a 巾位 良好 潮位  小型亜憫卜胴部 沈椒で渦巻状の文棚椚成  
沖－4 V－2b 細粒 良好 潮樽  汲状口緑で11礫鞠こ渦独文を有し胴郡lこ比l僻で文様鰍戎甘る。胎土lコ   

83  沖－4 V－2a 細1粒良好 湧出噌  ′】哩触の頂」阿酌／財宝 捌】組聞を脚炊文でノd賦 舷甜某l旅3点  
84  沖→4 V－2 細粒 良 洩舐瞭  把手部分   
85  沖－4 V－1 小粒 良好 潮樽  l二l緑開脚分 洪淑トト円J御俊文あり。  
88  沖－4 V－3b 親粒 良好 潮位  小型並の馴阿部 捌舶で文様偶成   
87  沖－4 V－1a FIl粒 良好 浅瑚章  蹴lこl練十隆起軒十親潮川和文施文   
88  沖－4 V－3b 細粒 良好 伐期豊  l二1榔と頸郡に親潮施文   
80  沖→4 V－3b 細粒Jk好 樽   ＝脚帥   
00  沖－4 V－1a 巾拉Ik好 樽   8の字伏の肌何でその■t二面に帆文地文、l二l脚は披状口緑を呈す。   
田  牲一4 Ⅳ－1b 細粒 良好 洩裾豊  無文で机維な撫であり。   
92  粋一4 V－3b 咄拉良好・桟訊憫  l二1鮒手のJ掛ノ掃扮。   
83  粥－4 V－1a 細粒l如子 潮位  池状の［l㈹淑あり。   
鋸  桝 V－3b 細粒 良好 浅弗樺  深緋封q乃残 鮭文 脚叩え痕あり。   
95  舛－－4 V－3b 中位 良好 根灰色  深紬氏郡 無文 外而臓刊蜘＼に嫌研凱   
鎚  好一4 V－3b 親粒 良好臓   脱から庶椰、無文、細い箆による昔i醐惟 内醐ヒ形亦1、着、胴ヰ他   

卯  』卜訟Ⅳ－3  机粒 良好 潮樺  l二l緑郡は僻位鵬、胴冊拙純文十平行触掠でl如机ノ内川咄臍消す。  
88  皿卜㌶1V－3  肌 良好 樽   l〕屑部附正の微陽起胴鞘椚又十勒弘阻卜微陽起の地軸こ刺突、火フ   
鍋  』ト訟V－1a 中位1k好 淵著   l二1締部 平行の徹隆起珊斗円形剰快   
100  誹卜訟V－1 肌 良好 典樺   ［1緑即 断文   

皿1一畏lIl－3  叫粒J胡ア 浅柑尊  楯状工柑こよる迎紀文  
∬一畏V－28 租軋 良 拙樽   l二l緑、胴郡、［l顆飾でくの字状にくぴれる。隆碑文の捌こ刺突文弓   
』卜畏V－1a Ⅲ拉J込好 瞭   湧鉢の口削阿部洪顆で区画しその内側は縄文を棚。   

104  
とつながる。胴昂鮒脱文のl川に弧文を耕。その†  

条は胴間の模様    51竃1位牌戊。口操の一一一靴刷l、底部なし。大木9に類似。  
105   
1（冶  』卜出m－1 細粒 良好 浅淵哉  平棚十ノⅣ博文  
107  』卜出V－2b 細粒 良好 淡錐   胴部 湖廉十純文   
1随  』卜畏V－1a鞘粒 良好 位   l二l緑部 況鋲十縄文   

100  皿卜訟V－1a 細粒1廻†潮位  謙称の日録、備闘ぃ沈線内穐文棚。  
』ト盟V－1a 細粒 良好 樺   「く」字伏の鞘都∵沈椒区画内凌椚改で三脚尺。内耐酢博   
誹卜出V－1a 細粒1廻チ 雌   薄手の′lヾ拉L群、沈綿囲納を縄文でガ賦。   

』卜11Ⅳ－2  中位 良好 吋l赤禍也  集合拙綿  
』ト1Il－2a 仁一1粒 良好 澄   柵文   

114  ．Ⅱ卜1打ト2  判附．Jk 明踵褐色  一▲‘1帰  
115  ．刀卜1ⅠⅠ一触判脚∴似け‡粥   糀文   
118  』ト11l－2a 机粒 良好 州登   糀文   
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番号  位置分類 批焼成色 調   文  様  の  観  察   

朋一21ⅠⅠ－2 鞘粒 良好 橙   口嫁椰は内湾し胴動地やかに反る。瞞2mの半紺偶数本単位に連続して平行沈繰を  
施丈。口輔～l淵棚にボタン剥肺Iけ。口頒部拙矢羽限状と横位側線上iこ棒状の   
粘土を2木貼付け＿1勇＼ら半献竹管で連綿して刺突。  

118  J肘2 山一1 細粒 良好 浅敢橙      口緑那 沈繰1－JⅣ控文   
118  皿ト21Ⅰ－飢L 細粒 良好 にぷい黄綬  縄文RL   
120  皿ト2］－－2a ヰ粒 良 哉橿   羽状糀文   

皿ト2Il－28 親粒 良好 華置   2原体の駄文を使って施文。   
1畏  朋－21l－2a 准l粒 良 明赤褐色  口緑郡穐文   
123  朗一2 打ト3 肪 良好 浅柵  口唇甜珂報刑僧で帯状に深くえぐる。横位沈線十縦泣沈組施文   
124  皿ト2 Ⅲ－1 中位 良好 浅蕗橙  平行沈繰一川作文   
125  皿ト2Ⅰロー2 中位 良好 珊   集合沈娘文十糊肌附け文。   

皿ト2 m－2 粗位 良好 黄橙   架台沈組文十ボタン状剥膝肘。   
127  戊ト2 V－3b 細粒 良好 潮橙  沈繰で文様鰍裁。   
1㍊  』ト2 V－3b 粧阻 良好 浅菰櫻  沈線  

丑卜2Il－2a 粗粒 良好 橙   縄文   
130  』ト2 m－2 中位 良好 橙   蜘娘   

131  劇う V－3b 中位 良好 潮位  円形刺快十楓文  
皿ト5］－1b 細粒 良好 伐故橙  親組   

183  皿ト5Il－2a 細粒 良好 醐  2都顆原体の純文   
1鎚  皿ト5 H－1b 細粒 良好 浅漬橙  口織部 超胤   
185  朗－5 n－2a 根粒 良好 橙   羽状岨文の2原休   
136  ∬－5Iト2alf！拉 良好 浅醍  羽柵文   
137  劇づ Ⅲ－28 中位 良好 哉褐色  口緑」阿部 撚柵文  

∬Hi刀－2a   （Ⅸ18．4）僅X15．0）口練」脚部1／飾絨   
130  丑掩 Ⅲ－2a 根粒 良好 橙   口緑郡 淳一恍文   
140  皿ト5Il－3 細粒 不良 橙   底部 純文   
141  皿ト5ⅠⅠ－1b 細粒 良好 橙   縄文十コンパス文   
142  劇塙 H－2a 粗粒 艮 橙   縄文 口緑」節研弘／蛾   
1亜  皿ト5Il－2a 粁l拉 良好 浅珊  胴循沼搬 羽状租文、胴部ですぼまる。  
四  劇一51l－2a m拉 良好 顆粒  項X27．0）（試23．2）‖緑、胴部 二羽1櫛R文   
145  丑トち H－2a 鞋l粒 良好 浅演壇  胴部 羽状粗文 接合仰怖6点   
1亜  ∬巧［－3 m粒 良好 黄綬   底耶 純文   
147  皿ト5 Ⅲ－1 粒脱 良好 浅鍍橿  口嫁部∴租文十カープ状平行沈繍   
1亜  劇－5”－1a 現粒 良好 淵登   口榔 梯子状況組文十貼付文   
149  皿ト5Il－3 根粒 良好 橙   ③‡．紺色文 やや上げ底   
150  』ト5：旧－1 現粒 良好 にぷい黄綬  粗文十沈椒   
151  』ト51I－1b 細粒 良好 黄橙   日録、胴部 縄文－トコンパス状文   
152  ∬－5［－3 棚粒 不良 明赤褐色  膵卜個訝m粗文   

』H‡ⅠⅠ－3 現拉 不良 橙   QXlO．6）胴部 胴一店部縄文   
1弘  

繰が施されている。剥がれで滞形全体l畑膜できない。底部も僅か残存す。縄文。  
155   胴、底部 浅い縄文   
1輪  皿用 Ⅳ－4 巾粒 良好 暗赤褐色  口緑部純文十隆起滞   

皿ト7 V－3b 申粒 良好 伐錐置  沈線－ト縄文  
沈線十縄文  
沈繰十鼎文   

160  ∬ト8 m－5 机粒 良好 黄褐色  ［l練」阿部 輪隕み痕 脚I係3点   
181  皿ト8 m－2 鞘料 良好 赤褐色  （沙1．0④17．0輔ほ－4mの半載竹瞥を束ねた原休による平行沈娘、4単位区画。口照郡   
182  

接合仰怖5点  
163   

肱文、棒状の鮎耐け文。   164  』ト8 m－2 粕粒 良好 醐  （亘迫1．4口緑用脈l腺（13本）、胴即日廃l位弧状の集合沈楓  ユ85  
娘施文 踏台榊旅2点  

166   ③ll．0胴耶」鴎帥底抜け）胴用潮位妙計l髄、内仰匝＼ら外州にかけて棒状貼付け文を4  
木づつ施文、耳状のものを両脇に貼付ける。胴瓢上位は横位下位は矢羽棍状、ボタン文十  
棒状鮎耐け文、利払こ段差あり。股合間旅3点  

剖十8 Ⅲ－2 粗拉 良好 浅鎗橙      ①凱0④（30．5）口緑榊瞞3～4Ⅱmの半紙軌管性用、横位の平行沈組施文。棒状、ボタン  
文貼榊け。内仰臥人り込んで斜位 出場十棒状、ボタン状貼付け文を交互に放免4ケ所  
に大きめのもの貼†弔ナ、l］堀部斜位沈舶L 楯3～4m。胴部Iこ掛かに反り帽2～3m斜  
位沈線を10～13本を中位に施文。その上へ上部f．蛸献、下位はボタン状貼付け文。底部は  
内側に曲がり、横位沈臓腑3－4InIll施史。繚餓‡係7点   
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番号  位置分類 批焼成色 調   文   様   の   観   察   

167  皿卜811卜2 判Ⅰ相 良打 褐色   ①0．Ol二l糾肺肝倒 瞞3～4mの㌍賊仲呼を致本別動こ逓綬して平行抽眼を施文、  
ロ緑瓢1二組冊漸加融腺、逸り功、ら斜線の沈絞、更にボタン状・棒状貼付l刀こあり。   
接合†対幅10点  

188  丑ト811Ⅰ－2 根粒 良 浅敢樺      ③11．7庇郡 鮪翻解十酬i付け文   
169  皿ト8ⅠⅠⅠ－2 中位 良好敢博   α（10．6）＝緑 2木の平行沈舶で地文   
170  』卜811Ⅰ－5 細粒 良好 赤禍色  胴下1笥卜庶珊践 奴文 ヘラ調櫓、内面庚イ班別寸肴 接調旅3点   
171  』ト8Ill－5 机拉 良 浅敗燈  ③8．2底郡   
172  劇－81l－1b 細粒 良好 にぷい樺  半載竹皆のコンパス文一t灘文   
173  』ト8Ilト2 机軋 良好臓   胴郡 築飴l瀬－ト棒状、ボタンl刷j付lナ文   
174  

画棒状の拙耐け文。鮒弘！係4点  
175   
176  誹卜8Il－1a 細粒良好 洩准槙  （試10．5）l二l緑部経文   
1γ7  誹用I卜1a 細粒 良 明踵掲色  机文中帥手状棚板文十貼付け文  
披状膿丈  178  』卜8I11－3 机粒 良好 伐州董   
170  』ト8II－1b 巾拉 良好 瞭   搬艮のコンパス文地文1一肌文ⅠモJ一   

180  丑H主11－1b 机粒 良好 富既樽  縄文 沈絨十‖形肌付け文   
181  』卜8Il－1a 細拉 良好 富農地位  抑利用朋文十貼付け文一ト純文   
182  剖一8Il－1a 小粒 良好 りJ崗色  【二1練耶 縄文Ⅰ一R   
183  』ト8Il－2al車位 良 にぷい勃僚  m郡 糀文RIJ   
1馳  ∬－81Ⅰ－2a 机拉Ik好 改植   組文 鮒鼎系6点   
185  』ト8 n卜一2 親組 不良 にぷい樽  口綾部 捌強 靴光状を星す。   
186  丑ト8Ⅰト3 親拉 良 強健   ［】緑郎【二1練彿二肋伸ナ文あり。紙文一ト波状文 撰合間休3点   
187  』卜8Il－2a 柑配 良好 洩鐘樽  lコ操郡 披状口緑、組文RI．掛酬晰紹点  

』ト81打－2 ［t1拉 良好 樽   口緑耶経文十平行沈繰膿攻（械位、弧状）   
188  』日 日－】 現拉 良好 樽   l］緑部 平行沈繰   

100  皿用 Ul－2 机拉 良好 樽   口抑）みl二l唇榊料立のγ行汁舶（晰卜也鵬その下斜虻、横位 ‘‾   
191  』卜8［卜1 中位 良好 潮時  剰l‡‡を持つ汗腺文あり。円形の隙超ありl二1練酌こ抄卜反する。   
192  』ト8 m－11槻 良好 伐紙樽  刻月を持つ捕捉丈十組文   
193  』ト81】Ⅰ－111魁 良好・萬閏   純文の地文十刻l；】を持つ汗扱文   

1馳  剖卜8”ト1 細粒 艮 洩幼時  卦旧を矢羽根状に地文十日形竹簡で馳文   
195  皿囲11Ⅰ－1 机拉 良好博   押扱文の上に欠羽椴状で区画、刻l二lを施文   
1鮨  』卜811ト2 rIl拉 良好 典樺   平行親額施文（横位、弧状）凄命㈲怖2／さ£   

』卜8】n－5 机拉 良好 髄   （凱1．0 底部 組文t－R   
188  』川 口ト5 中位 良 沌戯樽  （凱1ほ艦郡頗魯開聞3点   
1縛  』ト8 ¶ト1 机粒 良好 洩描拉  （勤2．7喀6．0 底部 剰［Iを持つ押脱文あり。  
2（旧  』卜8IlI－3 中位 良好 明赤禍他  （訊0．7し順の1滞半裁仲斯こよる故状JⅣ珍文施文   
201  皿用 ⅢⅠ－2 規拉 良好 にぷい敢控  胴部 瞞1－2Ⅳの平行沈繰十榔状、ボタン蛸甜Wナ文   
202  』用lII－4 細粒 良好 明炎禍色  口緑郡 怪5mの穴   
203  ∬一81n－2 粗l拉 良 明赤褐色  平行沈繰應文。   
2鎚  』Hllロー5 机拉 良好 樺   ①卸．糾二l緑の一部 平行沈繍で三川文を施文   
205  

mの械付沈拍3本あり。川稀料；勅淑でl購秋に3木版文  
2濾   

207  』用Ill－5 机粒 良好 珊   口操郎   
208  誹ト8 Ⅳ－4 小粒 良好 樽   地文l棚2～3mの平行沈絨、その＿l二に哺4mの謝絶で渦毯文を施文   
209  ∬－8IV－4 中位 良好 亨煉担  （弘5．4l‾I緑郡のみ 渦巻l脚及び随肝文と沈線文で区画、胴部糀文LR   

210  誹卜9】Iト5 岨泣 良好 伐柑豊  縄文－ト沈繍  
四  』用lI－1a 机拉 良好 浅州立  梯子勅腺文一Ⅷ柚昭文十羽状刺政   
四  劇－8”－2a 中位 良好臓   経文2原体で施文   
213  調欄l卜2a 机拉 良好 樽   組文   
214  皿ト9】l－1b 細粒 良好灘樺   コンパス文十糀文   
215  』1－91l一触【1粗 良 側磯   2原体帆文   

218  劇－81Ⅰ－1b 中位 良好 雌   親紐   
217  誹囲［一触 別拉 良好†知覧橙  縦文   
218  ∬H）」l－2a 巾拉 良好 樽   2原体縄文  
組文平行沈線  218  』ト911－3 巾拉良好・洩朗憫   

訟0  』ト10Ⅰ卜2a 細拉 良好 にぷい肋膜  口緑郡 2種帆D縄文原休   
221  皿ト101l－1b 机拉 良好 樽   純文   
222  丑卜101l－2a 中位 良好 故障   羽lた粗文   

2㍊  皿ト101l－3 甜立 良好 事掴   口緑郡 ややくびれあり   
224  』卜10Il－1a 判l拉 良好 伐期璧  口緑耶紙文十涙腺十貼付け文   
㍑5  』卜101l－2a 細粒J如了 悼   羽状柵文   
226  』卜10I卜2b 細粒J封f 樽   羽状純文   
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粥  位置分類 肘枕成色 調   文   様   の   観   察   

訟7  、Ⅱト101n－2 擬拉 良好 橙   沈線   
且払  』ト10I卜1a 中位 良好 華橿   測掛瞞こ刻旧あり十竹管文   
229  』ト101Ⅰ－1b ヰ粒 良好 潮煙  2原体純文   
公0  』卜10Il－1a 細粒 良好 哉檀   平行沈船十JM草丈←ト貼付け文   

器1  』卜10Il－1b 細粒 良好 明薬禍他  拙文2原体   
232  』ト10m－2 親拉 良好 浅黄障  沈組施文   
2㍊  皿卜10Il－1b 細粒 良好 淡樺   純文＋コンパス状文   

2鋸  』ト10Il－1b 机拉 良好 にぷい髄  紙文十コンパス状文  
』ト10m－1 親拉 良好 泣   集合沈個十縄文RL   

2妨  ∬－1011ト2 根粒 良好 醐  沈陳腐文   

237  』卜11ロー1b 細粒 良好 にぷい橙  2原体経文十半裁納骨のコンパス文  
238  』ト11m－2 根粒 良好 橙   錆▲・こ・・  
2油  』卜11V－1a 根粒 良好 醐  l二】練郡 測線十縄文 口唇郡くの字仙がり  
弘0  』卜11V－2b 細粒 堅（良好）棚  l：】緑柿 沢脱文1一押旺痕あり 内面に刻【三lあり   

』ト12ロー1b 細粒 良好 にぷい憫  備超椒 5木単位の縦長コンパス文十航文l．一R   
242  丑ト121］－2 中位 良好 橙   ！I瑚納骨の平行沈綿あり。   

243  』ト12Ⅳ－1a 胤拉 良好 明赤褐他  脚区画文に沿って爪形文を施文。   
244  』ト12Ⅳ－1a 机拉 良好 明赤褐也  隙相国両史上に刺突文あり。凶面に沿って醐状の平行況額。   
245  皿ト1211－2a 親拉 良好 橙   ①払1）羽伏構文   
248  皿卜12M－1 塩拉 良好 黄澄   ③川‖）庶肺 矢羽椴状の刻日。   
247  ∬一12nI－2 肌 良好 淵登   ①：1a．2）口締部数本の横位平行沈娘、その下は縦状の平行沈扱。   
248  皿ト121¶－4 甑拉 良好 浅黄燈  目線、脚【二】掛こ有礼   
2亜  

て平棚を施文。文1勅封附こ臨画した後、矢羽根状、斜眼などの文様を施文。更にポタ  
ン状岨帥ナ文、榔肘巾ナ文あり、ボタン蛸抑制便に紘半銭勅唱功利契あり．底部は無  
文。1中位5～10本の縦線カ†3ケ所矢羽根状の沈綿は10－12本 線合間俸2点  

250  
佗の沈繰で矢羽根状文様を地文、厩酢1近情構付の沈腺を施文。  

払1  楓良好樽  残存高10．5瞞11．2帰さ1．6袈両は箆で撫でられており、その後赤色塗探されている。  
瀬と乳房と下半身は欠如、火摘郡分は黒色をj注す。甘励柑肋てわかる。  

252  （訪7．0 ③18．0（弘5．0Ⅰ剥ま完 日掛冊し胴料撼やかに傾斜する。平らな口禄は  
4Ⅷ哺で3中位織成、瞞2～4Ⅷlの半紙軌簡で平術執斬髄文、更に口嬉は棒状の貼付けで  
翻りされ、矢羽椒状の沈線上に献の肌付け文川覇阻戯、斜馳棚施文十ボタン文  
貼付け。口掻から胴附こかけて段差あり。搬25木斜め7本。接合関係21点  

253   
254  』ト12Ⅰ   細粒 やや良 浅戯樽  紙文   
255  』ト12Ⅳ－4 肌 良好澄   直交する瞞7Ⅷ聴側板で施文。   
258  tⅡト12m－1 概拉 良好 諏拉   横位に醐旧あり。扱合間旅3点   
257  』ト12Ⅲ－1 現拉 良好 明赤褐色  払相l位の平行沈繰で文様構成。   
2三通  』ト12m－2 現拉 良好 橙   口唇椰横位に2粂の沈椒、その下l潮鶴瓶文。   
2細  』ト12V－1b 靴粒．良好 にぷい哉檀  α（27．4）［1緑翔酬l突文あり。  

』ト121］－4 胱 良好 橙   ①こ旭7）口唇直下に3dけ摘で径5mの穴が穿たれる。有孔浅鉢   
261  』卜12V－3b 細粒 良好 浅舐檀  口棺珊め一都と思われる。円形の［】轍鮒の鰍ノ（直径2（Ⅶ、深さ1．3血）   
雄2  丑ト12ⅠⅠ－1b 細粒 良好 橙   2鵬II匝棚板相集づつ1．7～2Ⅷの長さで地文。洪篤抑Ⅲよ細紐。   
払3  劇一12V－3 根粒 良好 浅光樽  ①旭1）横位沈鯛、口緑部円形刺突文あり。   
払4  皿卜12V－1a 瓶拉 良好 灰白色  GX弘2）l］撮椰∴栖位3Ⅷl位の飢餓2本あり。親閲I一肌文LR施文   
265  』ト121l－28 瓶拉 良好樽   ②（11．7）孤立艦文2塵取の原体佐川。   
2組  』ト12Ⅳ－4 肌 良好 明赤禍也  披状（硝i艇搬あり。絶文RL   
雄7  皿ト12u－1b 細粒 良好 にぷい橙  親拙  

横位の平行沈繰、沈楓仰こノlⅦ多文あり、拙文。    丑卜12川－1 馳 良好 明萌褐他   

払9  』ト12Ⅰロー5 肌 良好 橙   純文RL   
皿ト12V－1a 肌 良好 没韓樺  洪1即鞠こ絶文の施文あり。   

271  皿ト12m－3 肌 良好 にぷい故位  《（27．4）l二I棟郡   
272  ．Ⅱト12Ⅲ－1 現粒 良好明赤瀾他  願文   
273  』卜12Iロー2 根粒 良好 明炎補色  （Ⅸ3a．1）㊨2．0口雁～仰覇粗／8程戯l牒蛸瑚柁の欠羽偵㈹親、途中からj肝方向に矢  

羽根状の沈絞l勾面あり。樺状肌†朴J文あり。   

274  』十13Ⅳ－4 根粒 良好 橙   紙文LR   
2乃  ∬一18」－3 根粒 良好 橙   縄文 据糸文   
276  誹卜131m－5 中位 良好 淡黄   純文   
2T7  』ト13m－4 粗l拉 良好 橙   口緑部 械†捌強   
2瑠  』卜18V－3b 小粒 良好 にぷい橙  口緑郡 口唇椰少々くて付1′あり。  
2間  誹ト13V－1a rll粒 良好 浅詭博  打破十縄文   
280  誹ト13V－1a 巾位 良好 橙   瞞3血の沈綿で阿面し、内川は純文で】瓶文。   
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；≒■  位置分類 配焼成色 調   文   様   の   観   察   

281  』ト14V－3b 柵 良好 棚  沈線で文様桝成   
払2  皿ト14V－1a［l粒 良好 鞭   沈椒十縄文   
払3  皿ト14ⅠⅤ－4 現拉 良好 洩敢橙  沈絨十経文   
払4  誹ト14V－1b 削粒 良好 淵登   沈脱文梯   
285  ∬－14V－1b 肌 良好 潮位  （重文l．相羽；沈扱区画文 」酌こ円御俊文あり。   
288  皿ト14V－3b 半l脚．良好 浅黄橙  沈繰の渦経文 刻旧あり。   
飽7  胡一14V－2b 申粒 良好 浅蠣  口唇聞こ刻旧あり、沈線刷に組文施文。  
288  』ト14V－3b 判E税 政好 黄橙   沈繰十押娘   
2調  』卜14Ⅳ－4 粗相良好 にぷい歌壇  経文十平行沈映   
290  』ト14V－3b 巾拉 良好 潮位  l二個撒こ円形竹管で経文十沈綿あり。   
291  劇－14Ⅳ－3 机拉 良好 潮位  槻超1一紙文   

202  誹ト151打－2 机粒 良 薬恒   横位平行沈繰十半裁仙骨地文の憮櫻起   
203  ∬－151瓜－2 m粒 良好 樺   平行細線地文   
284  』ト15V－3b 鞘舘 不良 洩匪橙  縦状に洩く搬  
餌5  』ト15m－2 机粒 良好 檀   底部 集合沈線1一ボタン状・梓川〟寸け文。掛甜描旅3点   
2縄  ∬－15打l－3 中位 良好 黄陛   ①：14．0）口閻附こ刻旧あり、斜植横位激減膿改。   
2伊7  丑ト151日－2 巧轍 良 浅鍍澄  l］緑郡飾り、棒状の肪†車ナの憫比平子翻搬。   
288  』ト15m－2 鞘粒二 良好 橙   胴郡 垂鮎漑瀬十ボタン状・梓状貼付け文。舶†昭旅2点   
2鋪  』卜15Ⅲ－2 祖師．良好 浅耗澄  沈線應文  

∬－151Ⅲ－2 机粒 良好洩娃橙  胴部 張合捌頒十ボタン状・棒状I肘i†け文。鮒舅l係a号住居の3点  
』ト15m－1トl咄 良好 雌   
誹ト15川－1 軋l粒 良好 鞭   沈組十ノ慨   

303  ∬－15Ⅱ卜1 細粒 良好 棚  経文地文－ト刻日を持つ搬文。   
304  ∬一15m－1 細粒 良好 橙   平㈱二爪形文施文。   
8胚  皿ト15Im－1 中位 良好 潮橙  口鮒 縄文＋口唇鰍：土刻巨lを持つ搬文。   
300  皿ト15m【3 巾拉 良好 担   lコ緑紬文、その下は集線状沈絨文。   
807  』ト151l－1b 中位 良好 戊匪燈  縦艮コンパス文十縄文   
3撼  ∬－15Il－1b 細粒 良好 潮位  口酬 沈繰のコンパス文十縄文。   
3的  劇－15Il－1 細粒 良好 明光褐色  縄文施文、2瑚以上の原体。   
310  皿ト15Il－1b 細粒 良好 溌姫橙  耕緋  
311  』ト15Il－3 中粒 良好 雌   縄文地文  
312  ∬－151Ⅰ－2a 親拉 良 橙   羽状租文  
313  皿卜1511－28 柵 良 鞭   縄文地文、2聯の原体を川いて施文。  
314  』ト15Ⅰ［－1 粕l拉 良 澄   半載肋簡現による内側l射1Ⅵ草丈、櫛耐こ対してかなり深く施丈。   
315  』ト15V－18 中位 良好 担   棚1棚文   
318  皿ト15V－1a 巾拉 良好 浅敢樽  口緑潤肘ノ波状口撮の1珊で8の字状の陳腐冊の表面l；蛸邑文十円形刺突文。   
317  皿ト15V－1b り搬 良好 樽   沈絞－l一刺吹文、扱合閥係15化居の2点。   
318  劇－15V－1b 机粒 良好 棚  口緑郡 捌鳩十刺契   
310  』ト15V－3b 細附 良好 橙   口繍邪 財快文   
320  』卜15V－1b 鞘粒 良好 潮位  沈繰十刺突   
321  劇－15V－3b 巾粒 良好 浅韓橙  口締部 れ強  
322  皿卜15V－3b 剋粒 良好 檀   lコ緑那 沈楓施文   

323  皿ト15V－3b 机粒 良好 潮位  口緑耶 沈椴十円形刺突文   
324  誹ト15V－3b 細粒 良好 耗檀   ロ練耶 沈線   
3彷  』1－15Ⅰ   親粒 良好 浅庸  尖旺郡   
326  誹ト15V－3b 粁附 良好 華腰   沈組版文   
327  ∬－15V－3b 中位 良好 洩珊  口緑郡 出場で二雉醐成。   
328  』卜15V－1b 根粒 良好 浅匪橙  1’エ云J∬   
328  』ト15V－1b q粒J妙子 浅井橙  口繰郡 洪強鹿文   
a30  』ト15V－1b 机拉 良好 髄   ．■こ・翼山Ⅷ   
a31  劇一15Ⅳ－3 小粒 良好 明赤褐色  縄文十陽転文   
a32  劇一15m－4 柵 良好樽   有孔油断旧線 E唇庭「Rこ径5mの孔が軌ぬ掃こ穿たれる。   
田  ．Ⅱト1511l－5 巾軋 不良 燈   柵文施文、Ill踊あり．   
3鎚  』ト15Ⅳ－4 机粒 良好 樺   糀文十披勅淑文   
田  皿卜15V－3b 根粒 良好 洩緒橙  口閻附こ4本の平行沈椒あり。   
8始  皿卜15V－3b‡l附．良 炎橙   沈娘－t一一団棚文押勝起あり。   
837  ∬－15V－3b 肌 良 潮位  無文部 接合関係MlO   
3鎚  ∬一15V－3b［†稲．良 潮位  口繰耶の飾り 把諸部分・2本の棒状粘二l二を虎ね合わせ中火は空洞－ト沈扱施文。   
839  丑ト15V－3b 中位 良好 噸褐色  口緑郎 聴隆起あり。  

』卜15V－3b 中位 良好 浅姓橙  汗扱文あり。   
鎚1  』卜15m－5 親粒 良 醐  （卸．2鮭文部 憶訴i中火郡は上l偲。   
鮎2  皿ト15m－5 靴粒 良 橙   ③軋7底鮮 紅史   
843  』ト15m－5 加拉1辻 樽   （豆乳8底邪 無文   

飢4  皿卜15Ⅳ－4 机拉 良 樽   組立の上に押椒施文。   
鋸5  』ト15Ⅳ▲－1a り斬 良好樽   脚区廊の上に純血瓶文十捌粟脆文。   
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鋸8  皿ト15Ⅳト4 巾位 良好 明赤褐色  湧鉢 萌鉄鉱を含む。   
飢7  劇一15V－3b 乳配 良好 浅黄橙  口繰甜i沈線十縄文  
朗8  皿ト15Ⅳ－4 糊粒 良好樽   縄文LRの地文十半紙竹簡観るいは棒状工具により平行沈線3木施文。   
3亜  皿ト15Ⅳ－4 中位 良好 －ユぷい橙  純文施文郡と無文郡を傭鞄屋で区画。   
850  皿ト15Ⅳ－4 柑拉 良 橙   陽師I棚状のノ†Ⅵラ文一ト縄文施文。   
a51  』ト15Ⅳ－4 細粒 良好 橙   純文十隆術   
四  』ト15V－3b 中位 良好 にぷい黄綬  口緑部 二把手部分径5州樺の孔あり十沈脱文。  

瓜ト15Ⅳ－4 瑚立 良好 樽   随短文1潮蚊   

a洪  ∬－16Il－2a 細粒 良好 橙   口綾部 羽榊桔文。掛合閲旅2点   
a防  丑ト16Il－1a 糊拉 良好 萌拉   梯子状脱文＋縦文   
3鎚  皿ト16Il－1a 親拉 良好 にぷい黄綬  糀文十貼付け文   
357  皿ト16It－2a 粗粒 不良 明赤栂色  胴卜底部∴蝿文やや上l偲。接合関係7点  

皿ト161ロー1 相性 良好 にぷい橙  縄文十沈組   
a紺  』ト16Ⅳ－4 中位 良好 醐  欄1－縄文   
弘0  瓜ト16Il－3 粗王位 不良 橙   底部 やや上l堀。緻合間旅3点   

鎚1  皿ト17Il－3 現粒 良好 橙   底部 縄文   
鎚2  』ト171l－2a 転位 良好 溌珊  羽状純文   
3朗  ∬ト17Ⅲ－5 粗相 良好 橙   ＝榔 欄   
％4  皿ト17Ⅲ－3 粧l拉 良好 橙   縄文   
鎚5  ∬－171Ⅰ－2a 根粒 良好 浅井陛  口脚 経文   
3槌  瓜ト17Ⅰ汀－2 ‡lt粒 良好 黄綬   M一・二・荒∫朋   

鎚7  皿ト17Ⅲ－2 粕位 良好 浅珊  口練部 沈娘   
388  』ト17n－1b 瓶粒 良好 橙   胴部 縄文＋平行涙腺一川V控文   

380  皿ト18加【1 細粒 良好 赤陛   （訟9．0④18．OJ脚用柵こは瞞2～3Ⅷlの半裁竹野で横位に施文（5～6木）。舶泣の  
沈繰は5木」桐下半郁は菱形と弧状の沈拍で文様桐成される（7木と4本）。地文にはRL   
の斜行経文が施される。  

370  皿ト18m－1 粕粒 良好 橙  胴郡 3～4本の平行細線で弧状及び渦巻き状の文様を施文。地文は純文。   
3乃  ∬ト18Ⅲ－1 中位 良好 顆粒  刻月を持つ浮線文1一組文。   
372  ∬ト18m－1 細粒 良好樽   口緑郡 沈娘十縄文   
373  』ト18m－1 申粒 良好 橙   ロ綾部 沈娘十縄文   
374  瓜l－18Ⅲ－1 ヰ粒 良好 橙   刻目のある浮椒文。   
375  皿卜18Ⅲ－1 中位 良好 鶉檀   糀文  
底部縄文  3瑠  』ト18m－1 親粒 良好 醐   
3T7  ．m－18Ⅲ－28 中位 良好 橙   羽状縄文   
378  皿ト18Ⅲ－1 中粒 良好 輩担   絶文1一環合眈綿   

379  劇－19Ⅲ－1 凰拉 良好 橙   刻目のある湖文。   
880  ∬－10m－1 剋粒 良好 橙   純文十刻旧のある輝線文。   
鎚1  皿ト19甘卜2 斑拉 良好 橙   沈船   
㍊2  劇一10m－2 中位 良好 潮煙  欒合淡舶   
脱  ∬－18Ⅲ一2 粗粒 良好 にぷい燈  沈繰   
8鋸  皿ト10m－2 細粒 良好 珊   集合沈線   
鎚5  劇一19［－18 ヰ粒 良好 にぷい稚  拙文1一触帥ナ文   
a槌  皿ト10m－5 肌 良好 橙   （弘0底部底は撒ば平。   

a87  皿卜以仁m－5 肌 良好 浅黄橙  胴卜底こ 無文   
a鎚  皿卜餌Ⅴ－3b 中位 良好 浅黄橙  口緑郡 沈線   
a紛  皿卜加Ⅲ－2 肌 良好 浅黄橙  集合沈鰻   
き00  劇一加n－3 粗粒 不良 橙   胴部 洩l灘状況繰   
鯛1  ∬－加Ⅲ－18 巾拉 良好lこぶい橙  口繰都 平行沈繰＋爪形文1一帖付け文十縄文十刺突文   

泊2  』トむⅢ－2a 中位 良好 潮煙  2原体の縄文。   
調3  劇－21II－2a 巾粒 良 枝鞭  蝿文2原体  
き鋸  皿卜飢Ⅲ－1 粗粒 良好 皆   沈線十半級押酌こよる利日。   
a絡  』ト飢Ⅲ－2 粗粒 良好 髄   口搬料棚1一棒状及びボタン文貼付け、内川に文様が入り込む。   
3鎚  皿ト21Ⅲ－2 机粒 良好 担   解合沈繰   
8α7  』ト飢V－1a 風位 良好 湘  沈酬こ経文施文。   
3脇  皿ト21V－1b 粗粒 良好 浅寅橙  洗練＋刺突文   
3鋪  皿－21V－2 細粒 良好 浅井担  沈娘施文   
400  

（1．5cmの孔あり）  
亜1   口柳 津扱あり。   
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番号  位置分類 触焼成色 調   文   様   の   観   察   

402  口操 縦文RL  
403  
404  
405  口繰 波状口緑一用廉十円形刺突  
4賂  測卿l即L文地文  
407   糾鋸］のある㈱十珊文   
4捲  底椰 虹文 外敵色塗採  
4㈹   

亜0  D－5V－1a 乳l粒 良好 浅稚  測酎一円形剰突   

姐7  l）づV－1b 親粒 良好 橙   口練、棚；沈線文区廊   
瓜8  DづV－1 軋l粒 良好 醐  ［1緑郎 沈瞼の渦巻十刺突文   

瓜1  純文  
揖2   

瓜3  D－7Il－・1b［11拉 良好 浅匪橙  縄文－トコンパス状文  
揖4  D－71Ⅰ－2a 巾粒 良好 髄   羽状縄文   
揖5  D－7V－2a 中位 良好黄樽   純文十沈組   
揖8  D－7V－1a 叶轍 良好 浅雌  ［1柵邪 湖廟－ト純文   

419  D－8IT－1a rl蠍 良好樽   縄文十沈線l肋醐ナ文   
420  D－8Ⅳ－3  粗l拉 良好Iyj赤褐色  随隠文一Ⅷ蚊   

421  D－10V－1a 巾拉 良好 様相  汁絨十縄文   
422  D－10V－3b 机粒 良好・澄   触文   
423  D－10V－1b 巾粒 良好 浅黄位  口緑柿の斬り   
424  D－10V－2 巾粒 良好 橿   ③7．研ま卜底耶膵い火郡に沈線十組文 ま離職脚4点   

425  Ⅰ｝11V－1b 甜粒 良好 潮位  口緑郡 沈娘  
D－11V－1a 机粒 良好 潮位  口練郡 純文十円形刺突十沈線   

亜7  

4飽  

D－11V－1b中位良好樺 沈挽地文   
亜0  

盲料こ上根状側超椴あり。1／5粥残  
431   
432  D－11V－1b「fl拉 良好 ラ柴柑登  Ⅰ二I棟耶 捌般十円形刺契  

D－11V…28 小粒 良好 浅黄橙  ［I練椰 波状口約二沈陳h拙文を施文。   
4鋸  D－11V－1b 削粒 良好 醐  拙娘十剰快   
435  

ている。胴下半群拙文瀾ぬし。剛如こくびれあり。1／2音調…  
436   
亜7  D－11V－2a 細粒 良好 黄橙   （覿2．1沈娘で漸‾る。輔郡に一条の1謝批l叙と渦巻文あり。郁／峨   

4三治  D－12V－1a rIl拉 良好 放置   沈抑圧帆文施文   
439  1）一12V－1b 巾拉 良好 灘  沈綿十卿快   
亜0  D－12V－1b 現粒 良好浅顔博  沈綿一卜円形別突  

D－12V－3b 肌 良好 傭  底折 衷I地文 内仙こ甜状に箆の痕あり。   

442  刻ぬ‖を持つ押椴文十ボタン槻排什ナ文  
443   

444  R一払It－2a 判一粒 良好 潮位  口緑郡 j軋文   
445  E一基Ⅳ－1al11粒 良好 樽   隣酢－トJⅣ控文   

446  E一次Ⅳ－4 根粒 良好 橙   脚十／何字文十沈椒   

447  E－㍊Ⅳ－4 小粒 良好樺   御娩抑十縄文 渦巻文   
448  E－㍊V－1b 親粒良好lユぷい橙  沈抽   
448  E一週V－2a 可搬 堅 浅黄橙  沈l針卜刺突文   
亜0  E一光V－2b 細粒 竪 にぷい萌位  拙線1一紙文 佃起あり。   
亜1  E一組1Ⅰ－1a 細粒 良好 潮位  lこ朋郵 平行沈繰一卜刻l‡＝一組文   
452  E－31V－1b 漑附 良好 醐  沈絞十刺突：晩嚇艶こ径1．鮎nの補修用と考えられる利力愉、ら穿たれている．  
4田  E－31Ilト1 粗粒 良好黄檀   刻巨1のある汗腺文   

454  E－32ⅠⅠ－1a 小粒 良好 敢橙   拙抽斗縄文十貼†i什ナ文   

455  l弓－321l－3 半Il粒 良好 樺   柵文   
4！追  拭－321ト2a 小粒 良好・雌   2原炬珊闘技（羽状椚改）   
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酢  位置分類 虹焼成色 調   文   様   の   観   察   

457  E－32Ⅳ一1a 削粒 良好 橙   1二】緑郡飾り 沈絨   

458  E－32V－1b 中位 良好 浅故障  沈綿－ト刺快文   
450  E－32V－1b 小粒 良好 醐  l二l緑新 出娘文十卯快文   
460  E－32V－2a 親粒 良好 浅蠣  ［】綾部 沈鮫十射快文   
亜1  E－32V－2b 小粒 良好 潮位  口緑部はくの字伏を呈し刺i三】の開眼文。   
亜2  E－32V－2a【相星．良好 浅舐樺  口練部はくの字形を里す、拙綿十対決文   

483  F一週V－2a‡ll粒 良好 潮位  渦巻状の細線  
F一班Il－3 小粒 良好 橙   紙文   

465  F一班Ⅳ－1a 机粒 良好 明赤褐色  浅鉢のl］樹；剰l三トト組文   
4鎚  F一班Ⅴ一2bl一粒 艶 にぷい萌位  洗眼十刺突文   
487  F一節Ⅳ－1a 机拉 良好 叩l赤禍色  ［】緑翻り 隆術で文様を描く。   
4鮨  P－30Il－1b 小粒 良好 にぷい控  縄文－1・棚状平行沈線文   
488  F－31m－4 峨 良好 浅此橙  湧鉢のL】繍郡 胴l川出こ段差あり。   
470  F－31II卜1 机粒 良好 にぷい橙  縄文十刻旧のある押綿文。  
幅広い沈組文  471  F－31V－2b 鞘村二 良好 醐   
4瑠  P－31V－3b 杓l相 良好 橙   底部 搬伏の沈扱あり。   

473  G一加Ⅴ－1a 机粒 良好 洩姑橙  地文に帆文を施文し後から沈線を施す。   
474  G一出Ⅳ－4 細粒 良好橙   火船上器のl」練郡の飾り 拙状射止の貼合わせ。   
4乃  l］綾、胴部 口緑に片寄って二つの円形」嘆起あり、輔部のくぴれ部分に2木の沈線、胴  

】料ま」字伏の沈船で榊成される。  
G一器Ⅳ－1a半I一粒良好明赤褐色           駆卜個却 胴禰棚二1．餌nの脱文を梓ち刻卜抽り、る。地文に鰍文   

4一打  G一弘V－2a 判【拉 良好・浅諷槽  ロ線河湘州 8の字状の貼付け文   
478  Gl始】卜2b 中位 良好 明好掲色  集合沈鯛  

G－27Il－2a‡1一粒 良好 淵萱   羽状租文   
亜0  G一次Ilト2 机粒 良好 伐酷橙  平行沈舶  
481  G－30Il－1a 中位 良好橙   櫛庁状沈絞文＋貼付け文   
亜2  G－31n－2b 粁【拉 良好 醐  集合沈個   

483  H－17V－18【I一位 良好 澄   波状日録 沈線十刺快十縄文十槻   
4鮎  H－18V－1b 根粒 良好 黄粒   脚部 沈脱胎文   
亜5  H－10V－1a 机粒 良好 灘橙  日録郡 捌強1－珊文 口唇郡ややくの字伏を星す．   
4鎚  H－20111－1 Ⅲ粒 良好 橙   糀文十集合湖腺   
亜7  H－20V－2 り】粒 良好 橙   沈繰  
488  H－20Ⅳ－2b 札脱 良好 橙   沈線十縄文扱討狙係2点  

H－20V－1a m拉 良好 黄樽   l］緑澗附J8の字状の肋†く什一文   

亜0  H一釦V－2a 幻l拉 良 橙   l二】締剤は平に撫でられ突起あり。洪耕一t一卿突文 
491  トト器11ト4 軋l拉 良好 橙   l］緑部 臍消し蝿文 浅鉢   

H一公V－1b 昭l拉 良好 淡炎   沈絞十刺映文   
483  rト雄l［－5 細粒 良好 樺   拙文とヱl鮒酌こよる平和畑軋   
484  H－27V－2a 机拉 良好 黄位   口緑討快超あり。洪つ楓lりにl調縦丈光明   
4紡  H一班V－2a 机拉 良好 橙   測郎研的肥闘淵   
4鍋  H一次Ⅳ－1a 粗拉 良好 橙   ロ緑河珊lり、臓の形穀椰 渕淑十か焼 石孔   
4耶  H一班V－2a 
4槌  H一助Ⅰ卜3 小粒 良好 檀   縄文   
4鋼  H－aOl卜3 小粒 良好 薬控   荒い縄文   
5（氾  Ⅰ－t－30m－2 中位 良好 浅非橙  張合沈絞   
餌1  H一別V－3b 小粒 良好 按丼橙  口緑郡  
帥2  H一卸V－1b 机拉 良好 潮橿  l二I綾部 出船文十刺突文   
503  H－30V－2a 机拉 良好 樽   渦鰍腺－ト貼付け文   
504  rト31ロー3 小粒 良好 醐  経文   
505  H－31V－2 小粒 良好 潮位  深鈷胴部 純文＋賂缶沈繰   
5（冶  H－31ロト2 根粒 良好 潮位  集合沈絨   

507  ト14n－28 机拉 良好 浅財璧  口緑郎 純文   
508  ト14111－1 小粒 良好 樺   刻目を持つ浮綿文   

ト14Ⅳ一1al欄道 政好 潮位  ［l緑部 親淑   
510  ト14V－2a 半Il拉 良好 浅黄橙  口棟部 横位沈組1イ11榊快  
四  ト14V－2a れ【拉 良好 枝村登  沈繰十縄文  
四  ト15V－1b 机粒 良好 浅舐橙  沈繰十刺突文   
513  ト16V→2b 細粒 良好 浅推燈  l：t緑の形駿郡 捌鰊十lTl働1快   
514  ト171n－1 机拉 良好 燈   日録郡 経文十押綴文   

ト18V－3b 糊拉 良好淡蹟   l由邪 網代   

518  1－20V－】a ￥ll粒l封√ 樺   l雄略削り 肌†明才文十拙綿・ト鯛文   

517  卜餌V－1b 札【拉 良好 捜弛燈  l」脚 親船十刺吹文   
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酌  位置分類 配焼成色瀾   文   様   の   観   察   

518  ト餌lV－1al11粒 良好・明赤褐色  沈線十縄文十刺興   
510  Ⅰ－21V－3b 札附．良好 橙   日録郡 触文   

］卜21V－3b 机粒 良好 浅諏樺  口緑郡舷丈  
l二I唇翻こ沈繰あり。    ト21V－1 明立 良好 潮椅   

522  ト肪Ⅲ－2 判王位 良好 醐  口樹抑剰肘け文比内而に及ぷ、外而l潮解。   
523  Ⅰ－271n－1 中位 良好桟諷樽  蝿文一I一刻11を持つ河脱文   
5飢  Ⅰ－27V－18 巾拉 良好 潮樽  地文の軋如こ沈絨を施す。   
525  ト畏V－1 中位 良好樽   簗蝕淑   
526  ト髄V－1b 机粒 良好 潮位  沈繰－l一刺聖文   
527  ト30V－2a 親拉 良好 潮位  猷l：I繰i曲調虹肌付け文十刺契文で猿肺を施しその間を沈線と刺突で連結する。   

528  J－13Ⅳ－3 親相 良好 橙   憎隆起十純文   
529  J－14‖－3 机拉 良好 樽   台郡   
閑0  J－14Ⅳ一3 軋【拉 良好 哨赤褐色  口練、胴部 糀文一t一陽肝文 雄冶瀾】係4点   
531  J－14Ⅳ一18 FIl拉良好・樽   沈線   
鴇2  J－14V－1a 判王位Ik好 哨赤禍也  洩附コ緑郡 州耐こ條力嚇情 調銀－1一円形刺契   
533  J－14Ⅳ－3 現拉 良好 漬橙   沈線十縄文   
5餌  J－14V－2 親拉 良好 醐  沈披十円形刺契十蝿文   
弘5  J－14Ⅳ－3 1Il拉 良好 浅黄樺  口緑郡 帆起耕一ト沈繰十糀文   
536  J－14V－1a Ⅲ拉 良好 橙   l］価珊机、貼付け文一用脱文十円形卿灰文   
537  J－14V－3b 軋王位 良好 洩鞋橙  把手部分   
5a8  J－14V－1a 細拉 良好 にぷい黄担  l］緑郡 捌娘十縄文   
530  J－15Ⅳ－3 ト11拉 良好 樺   鵬文一ト抑文  ［1締「胴部1／紗那   
淡0  J－16n－3 机拉 良好 橙   縄文十円柳快 有礼   
馳1  J－18Ⅳ－1a 机拉 良好 樺   鏑軌糊廉   
弘2  J－18V一飢L 棚粁 良好 灘橙  11緑郡「脚快文   
543  J－10V－2 巾杜 良好 炎樽   日録部 肌超文十刺突文十沈繰文   
弘4  J－10V－1bトl粒 良好 浅英機  ［l繰郡 集鍋飯文   
弘5  J－201”－2 机拉 良好 樽   架台沈鯛文 接合悌I怖2点   
朗8  J－21V－1b 机拉 良好 位   沈椒十刺突文 有礼   
547  J－21V－2 粗拉 良好 悼   l〕繰郡 涙腺十刺吹文   

弘8  J－21V－1a 粗王位 良好 橙   口緑郡 沈繰1一朝文 接合関係2点   
鎚8  J－21Ⅳ－4 m粒 良好 浅訳樽  無文 脚下半郡 接合閲係5点   
550  J－21V－2a 札配 良好 浅雌  湖親 授創弼係2点   
551  J－21Il－2a 判珪之 良好 担   胴部 縄文 掟甜封】條2点   
防2  J－27ロー1a「Il拉 良好 珊   縄文＋平価文・ト櫛二醐倣文   

553  K－13V－1b 中位 良好 浅鵬樽  口輔弼 現職＋刺契文   
554  K－14V－1a 机拉 良好 浅黄橙  ［I緑郡 地文にRLの経文、その上に円形剣突文施文。  
555  

文。垂下する」字状文l撼潤し拙文。8字棚ホ什ナ文の上両と胴那はⅠミLの組文。  
5【追   口唇抑こIr脚快文と沈綴を巡らす。   
557  K－14V－1a「Il拉 良好 醐  lこI緑都飾り 飢〝字蛸貼付り文十円形刺快文一ト紙文十沈線   
5鎚  K－141Ⅰ－3 根粒 良好 潮位  拙文   
559  K－14V－2b 細I拉 竪 浅黄橙  【］嫁部は平練醐に劾旧を持つ．獅は薄く竪扱 沈綿－ト縄文   
馳0  K－14Il－3 杓脱 良好 伐炎悼  縄文   
！泊1  K－14V－18 細粒 良好 にぷl憾  l二1柵邪 頸過珊こ貼トナ文1一汁扱文十刺快文   
弘2  K－14V－1a 札配 良好 舐橙   口繰郡 沈線十円形刺突文   
弘3  K－14V－3b 札l粒 良好 にぷい橙  無文課鉢の備下さI竺郡   
弛生  K－14Ⅳ－3 親粒 良好 黄橙   口縁」抑 御税珊を増に胴閣は1＝．の乱文。   
弘5  K－14V－1a 肌 良好 橿   洪強で区画された内側l刑文を施文．   
5鮎  K－14V－2a 判l粒 良好 浅州登  口操即 妙伏口操を呈し貼付け文と射兜拗唄られる。   
567  K－14V－1 親粒 良好 浅黄燈  闘騒部の飾り 兜起附こ眈綿と円形別粂   
5槌  K－14Ⅳ－3 判王位 良好 洩於樺  l二1緑郡直下に憮隆起珊あり、胴部はⅠ．1ミの随文   
泌0  K－15Ⅳ－1a 小粒 良好明赤褐色  汝状功一級   
570  K－15V－3b 細粒 良好 浅澹樺  l二1緑郡 縄文LR－ト憮隆起文十円形刺突   
571  K－15V－1a 机拉 良好 醐  沈繰十縄文   
572  K－15V－3b 机粒 良好 澄   目線郡 洪瀬1一円形刺突   

573  K－15V－3b 根粒 良好 敢僚   ［1練粁飾り 環状把手 円形刺喫文あり。   
574  K－18Ⅳ－3 ‡l脱 良好 浅炎橙  沈線十紙文   
575  K－18V－1b 肪 良好 潮位  沈捕区画内に卿俊文あり。   
578  K－18Ⅳ－4 机粒 良好頚挺   脚十沈娘 渦鞄文施文   
5T7  K－18Ⅳ－4 机粒 良好 浅炎樽  刻目を持つ棒線十拙絨十縦文   
578  K－18V－2b 机粒 良好 潮樺  Ⅲ陳は死期脚くの字附二内折し、剰旧のある隙線を持ち、測卿聴聞文を充偵。   
579  K－18V・一Ib れl粒J封げ ■鈍帽   祝勝臨海文   
弘0  K－19汀ト1 削u 良好 さ掴   組文十刻Flのある浮線文   
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酌  位置分類 配焼成色 調   文   様   の   観   察   

弘1  K－19V－1 柵 良好 檀   l二l層珊拙貼付けの突起を持つ。刺突文十沈線文一l一紙文   
582  K－18V－1b 帆 良好 浅黄橙  ［l棟押 出組版文   
弘3  K－19V－1a ヰ粒 良好 潮位  ［朋研；池状l］操十渦巻勅搬   
弘4  K－21¶t－2 巾拉 良好 浅i肘登  口緑部 捌娘   
弘5  K一別Ⅳ－3 鞘粒 良好 澄   l二l練郡 睨文十縄文   
弘6  K－㍊ロー2b 巾拉 良好 橙   羽状縄文   
弘7  K一畏Il－1a 細粒 良好 故障   ［I緑耶 糀文十浅い沈絞十貼付け文   
弘8  K－訟打1－2 Ⅲ粒 良好 共橙   集合沈組   
姐8  K－㌶V－2a ヰ1粒 良好 潮位  l二l榔［I帝都はややくの字状に仙がる。沈組脱文   
5餅）  K－畏V－2a 巾拉 良好 浅非澄  沈綿十縄文  
翰1  K－畏lI－2b 判‡拉 良 淵璧   羽伏粗文  
582  K一畏1U－5 中位 良好 橙   拙文十朱羽根状刻日のl冊こIIl御炊あり。   
5的  K一飯Il－2a ヰ脱 良好 浅舵樺  羽蛸札史   
584  K一朗1日－2 巾拉 良好 橙   集合拙舶   
翰5  K一別V－3b 親拉 良好 にぷい故障  「朋弗l二蘭酌こくぴれあり。  
田  K一別Ⅳ－3 現粒 良好胡壇   日録郡 羽1月駄文十円形突起   

抑  K一別V－1b 冊立 良 事掴   測跳租納を刺突文で地文   
588  K一別V－1b 机粒 良好 礪   沈陳胴に刺聖文あり。   
5部）  K一弘V－2 中拉 良好 橙   ［l緑郡肺り、貼付け文十刺突文   
600  K一弘V－2a 根粒 良好樺   池状l二】棟郎 沈綿施文。   
801  K一別V－3b 鞋脱 良好 潮位  底部無文   
602  K一缶V－3b 細粒 良好 灘樽  汲状況個文  

K一班Ⅳ－3 現粒 不良 橙   （試弘5）［】棟～胴部 口掛こ樹㈱椒あり．洪鱗十縄文   
6鎚  K一払V－18 机粒 良好 黄綬   波状霊二l腕組の肘J8の字跳i付け文   
805  K一払m－2 細粒 良好 浅黄橙  集合親船十ボタン状捧粗抽帥ナ文   
8（冶  K一泌V－3b 親拉 良好 萌橙   日緑郡 無文   
607  K一班Ⅳ－3 萄脱 良好 故樽   口酬 脱税文十竹骨文で口掛を施文。   

6撼  L－14Ⅳ－3 靴粒 良好 樺   脚十抑文   
6跳）  L－14Ⅳ－3 乳【粒 良好 橙   槻粁十縦文 口締珊は無文   

L－17V－2 中位 良好 髄   目線郡 捌般一卜射段三文   
611  L－18V－3b 机拉 良好樽   底部   
612  1一－18V－1 肌 良好 伐鍾綬  口繰郡 傭超十刺突文   
813  L－19V－2 中位 良好 淵登   【二】練郡 洩淑十円櫛j突 抜合間怖2点   
田  L－10V－2 細粒 良好 蠣   汝抑二】練郡 沈娘－ト円形刺吹   

T」－18V－2 判附 良好 鶉橙   l］脚 捌熊十円形剰礫   
818  l一一別V－1 机拉 良好 傭  「l練」抑 築畠勃額  
凹  し朗V－1 鞘粒 良好 浅黄澄  ほ川 ＿ ● 1・翼   
818  し朗I卜一1 机粒 良好 明哉褐他  絶文   
618  L一弘V－1b 巾拉 良好 伐裾璧  洪額1一別聖文   
6餌  L一飯Ⅳ－3 根粒 良好∵浅敢樽  槻隆起文  

L一雄Iロー1 細粒 良好 珊  平子＝融解十JⅣ博文  
四  L一雄V－2a 中位 良好浅漬憧  汲状l二】嫁 姑附け文十刺契十沈繰   

6払  M－16V－2b 現拉 撃 浅一昭萱  沈線削岨文施文   
624  M一飯V－2a 糀拉 良好 浅鞘堂  口緑郡 沈扱文   

825  0－16m－1 枇駈 良好 浅碓  日録部 刻目のある搾晩文十l肘弓】◆け文   
626  0－1gロー1a 親拉 良好 橙   羽状租文1一平行沈陥文十爪形文   

627  P－18Ⅲ－1 細粒 良好 伐非陛  平行沈繰十爪形文十拙文   

828  Q一組Il－18 亘1拉 良好 にぷい淵登  梯二棚沈娘文十貼付け文   

828  R－18Ⅲ－3 細粒 不良 置   胴椰 糀文   
飴0  R－20ロー18 机拉 良好 黄綬   弧文1一平行沈綿－トノⅣ珍文   

831  S－19ⅠⅠ－28 細粒 良好 橙   羽状椚皮   
832  S一別）Ⅷ一5 細粒 良好 英持   洩鉢の同郡 段差あり。   

T－191l－2a 乳腺 良好 橙   胴一底部 縄文   
8弘  T一加ロー28 粗王位 良好典侍   底部拙文  
防5  T一組ⅠⅠ－1b 机拉 良 置   平行細線文十内側甜IⅥ孝文  

田  W－51ロー3 巾拉 良好 樽   口練聯祝強   
837  W－61Iト5 親粒 良好 典樺   ♯台潮解   
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釈  位置分類 駄焼成色 調   文   様   の   観   察   

638  1号斌V－2 机軋 良好 樽   波状日脚；沈船十l川柳快   

630  2号墳V－2 判洋正 良好 洩故泣  【二】緑耶Itl樹快   
餌0  2専横I卜1alI恥 良好 典樽   梯子状沈繰文   

641  3号域Ⅳ－3 楷附．良好 浅敵将  口繰郡 脱起十糀文   
‘弘2  3早場m－2 机料二 良好 浅鎖橙  ≡角形の沈㍍   
餌3  3専攻V－2a‡】【粒 良好 博   ［】緑郡 沈毅十r11柳快・ト珊文   

鋸4  3号域Ⅳ－4 利脚二 良好 樽   l］練郡 降珊十拙捕   
845  3号墳V－1b 粗配 良好 典撞   l二l緑郡 軌淑－ト刺突文   

646  4早岐Ⅰト2a りザ立1法灯 潮位  羽状椚文   
鎚7  4号墳It卜2 申相 良好 撞   集合沈繰   
朗8  4号墳IIト5 机粒Jk好 樽   細い枇仁和虹）貼付トナが見られる。   

餌8  域糊＝l－3 机粒J封丁 洩饉樺  縦文   
650  4早岐V－2 机粒 良好憧   捌淑1－lTl榊段   

651  4号墳V－1a 灯附∴闘け り誠礪  沈娘十純文   

652  5号墳V－3b 細粒 良好 子励捕宣  口唇部鵬あり。   
653  5母機V－1a 相似 良好 醐  測甜l醐文   
654  5号墳Il－1a 小粒 良好撞   半級竹節こよる瞞広の内伸封11此牧   

655  5号墳Ⅳ－4 机相 良好沌離横  脚－I瀾文   
6！謁  5号填V－加L 咋願 良好浅鵬樽  口鮒 沈椒十刺突文   
657  5号墳ロト2 机拉 良好 浅甚燈  ［】操郡 刷毛状工員による集合沈鍼   
658  5号墳Ⅳ－3 机拉 良好 樽   ［朋郵 う庸綿状ったド1形刺快廿l二l緑経と平行力向の徹随肝十射的、い縄文Ⅰ．R   

6甜  全体 Ⅳ－3 小粒 良好樽   湖十出納十純文十貼付け文   
防0  全体 Ⅳ－2 り1拉J連打 樽   渦尚状況絨1一紙文   

661  全体 Ⅳ－1a 小粒J封了 伐鍬詮  【二】榔の飾り 沈絨－ト卿炊 軌物乃形般と払われる。   
662  全体 V－2 判l相 良好 洩此樽  日録郡 出場－Ir軋文十円形刺梨文  

褒採 Ⅳ－1a 机粒1込好 樽   貼付けの勒隙珊十紙文   
684  衷採】rl－1 薯Il軋J廻了 側壁  組文一ト張合朗組   
865  表採 V－2b 卿 良好 伐姑樺  し】練郎 洪僻十縄文   
6鎚  裏採Il－1 細粒 良好 洩淵尋  紬状l］緑郡＋純文   

石鎖観察表講1点きさの柑Ⅷ．g．（）偶存植  

番号  位置券 種  長 暗 厚 重量  石 材   形状・調整加工の特徴   

ロ  沖－1 凹鮎無茎轍  2．11．6 0．3  0．幻  黒色薔岩 頗兢、中期の別離な作り。   

田  沖－2 平！幽県茎按  2．4 1．7 0．5  2．亜  変成岩 l梱りゆ石鉄   
3  沖－2 1リ鵬鎖  2．7 2．2 0．5  2．即  黒色親等 坤勅珊刷船乍り。   

4  沖－3 1煤無茎緻  2．5 1．8 0．2  0．訂  畏色頁岩 後柑虹）槻。   

5  好一4 1蟻無茎鉄  2．5 1．1 0．2  0．帥  チャート い固ミ褐色 後期 一郡欠損  
田  沖－4 凹基無裳椒  1．7 1．2 0．3  0．泌  チャート 炊かノープ 召眺1基経析広く外相は剥離し内偵している。   

7  誹ト2 1職業轍  2．2 1．2 0．2  0．馳  黒曜石 刊8ゆ前轍と胤われる。   

8  』ト5 半裁無裳郷  1．7 1．2 0．3  0．関  勅願i・甲一・覇胡匠）石蛾と患われる。   
2．2 1．8 0．3 1．加  貼晰 摘みを搾ら細身に尖ら廿た先観潮。   

8  皿トも ：百錐          田  劇う 凹姐敵  1．0 1．4 0．3  0．飽  チャート 劫帥蛸誠樽、韮翻の→郡欠隕、前期の石轍   
田  皿用 凹嫌茎鍬  （1．3）（l．1）0．3  0．滋  変成岩 り明匠）石盤、先端と右脚の一部欠楓．  
田  』1づ 凹蜘裳鉄  2．11．4 0．3  0．職  無色頁岩 りり恥硝  

誹1ぺ 石錐   3．0 1．0 0．7  2．釘  チャート 断面は≡魚形をj封．石維の先榔と考えられる．   

14  劇－8 凹鎮撫張紙  2．5 1．6 0．3  0．Ⅵ  晰 iiりP】  
田  皿ト8 1埋占無茎績  3．5 1．4 0．5  3．10  脱色頁f‡後柑ゆ碓   

田  』ト121爛無基楊  2．2 1．1 0．2  0．防  損色斑岩 卿iは灰色   
17  』卜121り此奴牝敬  2．2（1．4）0．3  0．舐  規硝石 11甜封 －1難欠描   
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；…■  位置券 種  長 幅 厚 東量  石 材   形状・調整加工の特徴   

18  皿ト12 凹塾無袈駄  2．3 1．0 0．4 1．拠  黒色頁岩 にぷい伐雌、l判別  
丑卜12 肖牒   2．6 0．7 0．3  0．間  チャート 褐色、先端部が傾斜し非難二碓の様な摘みをもつ。   

20  皿ト13 玉   1．8  0．8 1．槌  滑石  オリーブ次。石の切取り痕を残す。   

21  皿ト14【堪無芸緩  1．7 1．0 0．3  0．亜  チャート 中期仇石轍、⊥郡欠損。   

22  』十15 平基無裟鉄  2．2 1．5 0．4  0．飢  胸硝石 後糊のものと胤われる。  
丑ト15 闇茎搬  3．6 2．1 0．4  2．51  脱色買掛 ノ相川卜判り抄石塊   

24  劇－151煤無茎轍  2．5 1．2 0．5  1．11  チャート ー倣槻   
25  皿ト15 凹剋無裳錦  2．8 1．5 0．6  乙佗  チャート 中期   

田  ．刑一出 凹譲茎銀  （2．3）1．7 0．4 1．鎚  無色再岩 r棚桓）判l雑な作り、席托戚。    皿卜出 凸謝与茎轍  3 
．8 1．2 0．5  2．朗  熟鮎訓l結表面は帽背灰色、後】陳謝】。   

加  川  平搬茎緩  1．5 1．3 0．2  0．g7  果礎石 後糊   

28  ㌻㍊ 円韮絨   2．5 1．6 0．7  3．㍊  チャート 哨苛灰色、棚l   
80  肝払 凹蜘輩幾  2．6 乙5 0．4  8．即  娘色覚岩 表耐は灰白色、l川明、一一部欠択。   
al  ト14 剥片   1．5 乙4 0．2  0．81  触断 鞘了胡】   
a2  Ⅰ－18 凹基無筆扱  1．8 1．4 0．3  0．槌  黒曜石 後期  

ト謝 管玉未完成  2．0  1．5  7．蛇  瑠璃   
84  √公 職茎擦  2．8 1．7 0．3 1．Ⅶ  累色頁岩 後糊、表面はオリーブ灰色   
85  E一缶 平執基線  2．0 1．3 0．3  0．卵  黒曜石   
鎚  肘16 1蠍茎銀  （3．8）1．5 0．3 1．瑠  黒色再出 晩期 表面は灰オリーブ色、・一一儲次損。  
凹  ㌃18 塊状耳飾  3．1  0，8  6．00  滑石   
鎚  肘18 凹毯無袈敗  2．11．7 0．3  0．餉  累也東員 巾糊、表面はかノープ沃也。井戸跡。   
30  √㍊ 凹基無輩絨  （2．2）1．8 0．4 1．57  チャート 赤褐色、朝川の三角披に額似する。   

分銅形石斧誰‥大きさの靴Ⅷ．g．（）は現存値  

酎  雌 券 種  長 帳 厚 東量  石 材   形状・調整加エの特徴   

亜  沖－2 分酢石斧  7．8 6．4 1．4  的．6  異色寅岩 づ揮隙†として褐色を呈す。   

41  沖－3 分窮惨石斧  8．7 5．6 乙3 180．0  棚  剥片を利用、l…l然石岡を舛す。   
亜  沖－3 i鳩研徒i斧  8．3 5．4 1．4  槌．2  黒色寅岩 （育灰色） 1綱8也を呈す。   

亜  』ト8 分銅形石斧  14．8 8．4 3．5  485．0  無色払1膳 糊耐ま自梢而をそのまま利用。   

44  』ト14 分銅形石斧  8．2 5．9 1．6  78．3  鶴亀茸岩 一朝次   

45  皿ト15 う脚  13．0 6．6 1，4 180．0  免1膳  オリーブ灰 角哺はⅠきl楯而をそのまま葎l腫。   

亜  皿ト㍊ 分前脚  9．8 8．8 1．5 1仙5  無色醐  刃郡にl当然而を⊥弼す。   

47  ▲   ・刊 ■一  15．3 8．8 3．5  亜0．0  安11僧  灰白  
亜  む㍊ 分緋石斧  （8．0）6．0 2．1 00．5  育灰色 1／2桟   
40  lト茄 分桐附帯  11．1 7．4 1．7 1餌．0  黒色剤彗 細則腰化して消閑也を呈す。   
50  ト14 分脚聯  10．5 8．6 1．3 130．0  黒色頁岩 昭青灰色   
51  レ19 二別和学石斧  （10．0）8．12．5 払0．0  灰色再出 副刃l料こ席純痕あり。1／2斬残   
52  ト11 分銅形石斧  （11．0）6．91．8 1槌．0  安Ll膳  灰色 くびれ部、刃紳こ桃川した鵬あり。   

53  肘3  分銅形石斧  10．6 5．7 1．3  舶．8  熊色ヲa］岩 崎符灰色   
餌  甘1  分銅形石斧  6．5 7．5 1．5  87．4  泥肖1／拶藍11醐師での剥離が見られる。   
55  肘5  分駒形石斧  11．5 7．5 1．7 185．0  鼠色頁岩   

弘  →括 分銅聯  （7．3）7．7 2．5 178．0  果也頁岩 頸柚淵灰色を星す。1／2域   
57  →枯 ご別即桁斧  13．6 7．0 2．2  2弘．0  動力岩  かノーヅ灰、」馳欠、基翻11火に自然面あり。典抑制片石斧。  
58  一括 分銅形石斧  臥0 5．8 乙5 170．0  灰白色貫岩 朝出こ蟻色瓦岩1／2朝戦 刃郡に自然画を残す。   
50  √18 分酢石斧  3．3）も8 1．3  折．1  黒色頁岩 表面は育灰色を星す。   
80  Ⅰ・J一加 づ朋晰i斧  3．8 も8 1．2  25．8  鼠色寅岩 翻は曹灰色を．呈す。（l珊 払・35・72）  

ト18 ～摘析須方  0．3 5．8 2．7 1（札5  黒色東岩  ∵ミケ所11灼而をゲ呈す。   
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打製石斧観察表証‥大きさの単位．00．g．（）は現存個  

新  位置券 種  長 峠 厚 東量  石 材   形状・調整加工の特徴   

62  8．1 3．9 1．4   7良8  心汁一弘 －  
83   
64   
65  
66  7．5 4．2 1．1  5a8  変成岩  織泥変岩  
67  
68   10．5 4．4 1．8  11乙5  線泥変岩   

68  沖－4 楓†肺研  10．0 5．6 乙2  13＆0  難色責岩 自衛耐l一部に見られる。   
70  
n  
72   

73  皿ト2 短冊形石斧  10．1 3．6 0．7   48．1  蛇紋岩  果色、一部自柵を残す。   

74  
75   ム1 3．9 1．2   飢．5  チャート   

76  』Iづ 別解   7．5 も3 1．4   54．6  無色巨岩 表面は灰白色、サイドスクレイパー   

T7  劇－7 附  3．2 も8 1．0   2ム6  畳世祖11岩 凛粋II火郎のみ。   

78  』ト8 円形打製石斧  8．8 7．4 2．4  180．5  無色頁岩 チャートの様な光沢を持つ。   
78  丑ト8 短冊縦滞  9．1 4．3 1．9   弧1  鼠色賞岩 表面I爛炊   
80  丑ト8 匡刃斧   7．8 7．0 3．3  出0．0  果色頁岩 表面は灰白色、五角形を呈する。   
81  皿ト8 短冊醐  6．6 3，3 1．1  弧2  鼠色頁出 自然面を残す。   
82  皿ト81柑   3．0 4．2 0．8  11．0  鼠色頁岩   
幻  劇－8 撥形石斧  6．3 も8 2．2   00．9  褐色チャート 末繍】   
84  』ト8 横形石斧  0．6 3．8 1．3   5軋5  異色頁岩 避謝Lヒ鵜川面に櫛櫓面あり。   

85  』卜12短拝肺緋  6．7 4．2 1．1  亜．4  無色貰畠 表面I脚色を皇す。   
86  劇一12矧間弥芹  8．4 3．5・1．5   50．7  頁岩  育灰色を呈す   
87  皿ト12酢併  軋0 4．6 1．7   86．2  安山出  離色。微細根色寮母を含む。   
88  皿卜12打製石斧  9．3 4．1 0．7   39．2  難色安山彊   
89  丑ト12鳶形石斧  7．8 3．5 1．3   87．0  玄相  恩色を星す。刃郡欠頂   

90  劇一13 rl製石常  8．7 5．0 1．5  88．7  鵠色ね山岩 瀬而は階働こより礪色を呈す．   

91  ∬－14 削器   （2．6）乙4 0．6  5．7  椙色頁岩 表面l爛灰色   
82  皿ト14 脚  10．8 5．5 0．0  槌．1  臭色勃1胎   
03  誹ト14 打脚  軋0 4．2 乙5 1（札6  蛇紋日  表而は灰色   

84  皿ト15 短附形百斧  8．4 も3 l．3  77．6  頁岩  灰色、I…1楠而を多最に残す．  
95  皿ト15 劉1片   鼠色掬l」畠       14．5 5．8 1．2 170．0   
舐  』ト15 脚  （10．0）も6 2．7 165．0  安山岩  表面は火受けし赤褐色を呈す。姶刃型   
97  劇－15 打附  8．0 5．0 1．6  81．8  鼠色頁畠 8肺に自棚を残す、表面【胡輔灰色を呈す。   

88  皿ト18 不明   0．4 3．2 0．8  亜．8  糠沢拙   

鋪  劇一18 撥晰  7．3 5．2 1．3  餌．0  黒色頁岩 直刃料こ煩似．翻はかノーブ灰色。   

100  皿l－21撒形石狩  5．4 も0 1．2  42．3  無色煮出 使用税 淘面褐色   

か7 横形石斧  6．5 4．5 1．5  61．1  果也頁岩 刃郡欠損   
102  か81 繊形石斧  5．4 も6 1．6  班．8  黒色頁岩   
103  針80 れ晰  7．1 7．0 3．2  210．0  黒組1僻 表面l脚色、石核石杵、削い劉掛澗。  
1鎚  か31 れ製石碑  8．8 6．8 3．5  2亜．5  無位軌l胎ノ摘は鮒こ自柵てみられる。   
1防  針32 断碑  8．7 1．0 ん4  67．1  難色寛出   
1鵬  Iト加 才一製石W  10．0 6．2 2．5 178．0  黒色乗出 緋閏年こ自然画。   
107  軒別 カレ折－   7．7 も6 1．5  5乳6  頁岩  灰色、横罫   
1髄  肝出 川断斧  11．3 4．6 1．7 140．5  黒色痢l膚 表面I脚色、一部日柵†見られる。   
109  Ⅰト出 石嵩   8．5 3．7 0．9  81．2  拙 Jl卜3と剛胆瑚抑制こ踵川したものと思われる。   

Ⅰト払 臓形珊  6．5 4．8 2．1 100．2  動力岩  
什器 剥片   8．2 3．9 1．5  41．3  異色宵岩 脚iは灘色。   

ー38－   



酌  位置券 種  長 喘 厚 重畳  石 材   形状・調削日工の特徴   

112  虹鎚 短什陳桁斧  12．2 4．6 1．3 1（泊．2  安Il膳  牌母を含む。鼎機船こ自然画あり。   
113  Ⅰ－14 短冊形石斧  6．1 4．7 2．1  乳7  黒色汽岩 樹肘の中火郡刃冊遮甜闇に欠航、月面は自梢面．   
114  Ⅰ一16 聯石斧  8．4 5．4 乙3 1（札7  黒色東岩 瀬而lこ朕オリーブ、刃郡の摩損軋用膀を伺わせる。  

Ⅰ－加 横形石斧  6．0 6，2 1．8 130．0  頁出  猟共色 ガ敵瑚称色相州胱。1／2タ薫基部欠損。   
四  Ⅰ－出 船芹  10．6 5．010．0  払．2  鶴亀宵岩 基郡J甥玖弱l   

117  Ⅰ・J一加 円l牒   も2 1．8 0．7   5．3  チャート   
√18 スル折－   5．7 4．7 1．5  50．5  果也貿岩 円形休耕。皮なめし用に川いられた。   

凹  √出 粒冊形百斧  7．4 乙a l．0  飢．7  鼠色寅岩 先二1二禅濱測恒）什刃石帯に軌似する。   
120  ㌃15 横形石斧  5．7 5．3 1．7  71．2  租色栗山膿   
1飢  駐畏 捌翫滞  4．5 8．5 1．8  83．5  無色寅岩 瀬而は浅黄   
122  E一別 打製石野  6．9 3．5 1．0  糾．6  黒色貫岩 詞而は灰白色   
123  レ17 石錐   1．5 5．¢ 0．7   8．4  畠色願出 ′JゾJナイフ形行淋   
l飢  レ14 横形石斧  6．0 4．7 1．8  57．0  服地即膳 州耐こl！】柵を期す。刃川棚瀾化もに欠娘。   
1払  臣18 打製石斧  臥8 も5 3．2 108．0  園也再出 斬耐‘揺曳淡色」賄耐こ湖面あり。  
1雄  か18 打製石斧  18．7 8．9 4．5  8α）．5  殿也頁岩 ノV㌣型。柵虹ドl相和J。良く席托し滑らかな而が見られる。   
127  卜15 rl製石斧  10．2 7．3 1，7  2帆0  黒色砂岩 謝は灰白色。艮の化石が見られる。   
128  肛13 打製石群  11．5 6．7 4．7  亜8．0  黒色浜岩 ≡緬f軋上明珊色。旺瓜1と同種と考えられる。  

㌻15 打製硝  8．7 5．11．7  83．2  鼠色再出 鮒は淡詭也。サイドスクレイパー   
1卸  ㌣13 限形石斧  8．2 4．5 1．1 40．1  鼠色再出 湖面は灰白色。t：‡璃而を城す。   

H－1矧1肘搾石斧  5．8 3．2 1．4  37．7  職色頁岩 室緬iは灰色。刃郡と基部J二親欠損。  
正一2 打鮎澤  4．0 5．3 1．4  31．2  蛇紋岩  三角形を呈す。   

133  托－3 打製石嘗  8．8 3．3 1．5  37．0  脱色東員 自柵を利川している。一カの面は剥離していて器形は不明。   
1鎚  H－3 横形石斧  7．0 4．7 乙1 88．3  熊色頁繋 頸而にぷい故障。   
135  光一3 打製石斧  10．7 4．7 1．5 142．0  果色賀岩 月柵而での別離摘粕軋   
1鎚  托－3 打製石斧  7．0 3．2 1．2  50．4  腸色東岩 瀬面はにぷい赤禍也。   
1a7  H－3 横形石斧  6．1 4．5 1．6 【乱8  規也細山岩 基瓢1蠍拗。   
1a8  H－3 利器   4．7 1．1 0．8   4．6  照色頁岩 紬■石鰍所懐。   
139  h－4 矩I柑犯行斧  8．2 も3 1．8  27．6  射1僻  表面は灰白色。   
140  K－4 縦狙†i匙  7．9 3．5 0．8  加．6  黒色斑岩 鰯肋†切られたように輔的であり長身で台形状を呈す。   
141  h－4 スルイ∧－－   5．4 5．5 2．8  01．4  風色頁出 離色。韮粗lづ秘こl！I獅め鳴られる。   
142  パー4短冊劉石斧  （5．5）5．31．0  弧7  勃l僻  黒色栗㈱を含む。   
143  光一4 スル仰－   浄配超而に刃郡が見られる。   
8．5 6．5 2．2  00．2  玄武岩    144  光一5 俄形石斧  8．4 6．4 1．6  84．4  瓜蜘い岩   
1亜  Hづ 打製石斧  6．4 も5 1．5  ㍊．8  繁11僻   

1亜  一括 打醐  7．0 5．4 1．0  阻．8  蛇紋岩  直刃斧   
147  一括 鮒斧  （6．1）も5 乙8 117．8  州緑畠   
148  「陪 椴形石斧  5．0 3．6 0．6  10．0  鼠色東掛 緬l調削りこよりがノープ駅色を呈す。粛勧＼ら刃肺／8桟   
1亜  ーー結 節石斧  7．8 も5 1．8  T7．6  根焼山岩   
1帥  ーー括 打附  0．8 3．5 1．8  82．7  畳鰯山岩 義郎＿1二三鋤こ自楠而あり、瑚に刃鉢あり。   
151  一括 削耕   6．0 4．4 1．7  軋3  黒色衣Ill岩 サイドスクレイパー。   
152  ーー抵 打製石瀞  8．0 4．2 1．7  74，8  無色栗り胎 サイドスクレイパー。別辞   
153  一括 樹冊形石斧  11．1 4．3 1．O 13仇0  畏色貢岩 表而はオリーブ灰。  
1弘  ー一括 擬粧斧  6．5 5．11．3  槌．0  果色斑岩 片面は自然画をそのま渡利粧している。   
155  ーー傭 租晰錐√斧  5．1 4．0 0．9  雄．3  玄武岩  刃彿こ榔脚l胱。   
1舐  →括 矧l眺妬衡  6．6 4．0 1．1 鎚．2  園地Ll岩   
157  ‥枯 矧作肝桁斧  17．3 8．0 4．1 6鎚．0  蛇紋岩  lヨ師を残す。柵＼と胤われる。   

その他の石器紅‥大きさの靴Ⅷ．g．（）鵬存値  

妄主■  位置券 種  長 峠 厚 東量  石 材   形状・調整加工の特徴   

158  雄一1 胸石   10．1 8．4 5．3  T70  輝線岩   
159  舛－1 自然石  弧5 鮎．01（‡．5 20100  角閃衝安仙境 明宵伏、次自、淡亦樺色を呈す。   
180  沖－1 白紙石  37．4 鋸．614．0 18500  殉閃昂如僧 明紆灰、伏仁1を呈す。  
四  舛－1 糊石棒  18．0 6．3 4．5 （姻0  勃1胎  付励、ら摩する出石で、ノ1寸研ヒ偏平化尊から後糊と考えられる。   
182  沖－1 石皿   15．71乙0 も0 1650  殉閃脹繁山鳩†蜘、、皿状の撫あり   

183  舛－2 画面凹石  11．2 8．2 3．0  480  州脚力岩 敷石（珊作二派められていたものである。   
184  

細江胡軌、れ踊面2肘づつの凹が見方れる。  
四   
166  沖－2 踊桐1Wf  33．8 21．0 0．4  防00  角閃〃加l蘭卜 旬孔石’赤閏色に変色している。   
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耐  位置＃ 塵  長 楢 原 重量  石 材   形状・詞削打工の特徴   

167  舛－3 岩放   14．2 8．5 2．4  160  角閃湖l層   
168  舛－3 岩駁   4．3 5．2 1．5 根70  角閃繍1層   
160  舛－3 烏賊   8．1 4．3 1．7   岨3  角閃i謝山賀   
170  舛…3 （岩偶）  6．2 3．4 乙7  25，0  角閃祈如＝岩 酢酢主赤色塗採、くて脚こ削り痕卸ノ．用途不明   
1n  舛－3 石皿   32．0；玖5 8．5 1㍊00  角関村ねl蘭 火受けあり。   
172  舛－3 多孔石  18．314．7 も3  別20  坪石戸船山岩   
173  舛－3 両面凹胴  9．7 8．4 3．4  420  角閃翻Ll岩   
174  舛－3 両面凹桁  13．1 8．1 3．5  550  角閃石射1膚 郎舶劇、媒材常   
175  舛－3 凹石   11．4 7．4 8．畠  鑓0  角関田変山畠 －一面に赤色塗採．   
178  舛－3 両面側石  14．510．0 3．7  鉱0  角関村ね11畠 抑iの一一郎に煤日常。   
177  沖－3 臍石l照一  10．0 0．2 6．5  880  腑山果 断i根右 脚健採   
178  沖－3 片面凹胴  0．7 8．1 4．5  500  角閃欄l闇   
178  沖－3 片面凹桁  7．7 5．8 3．8  畏0  角閃湖JJ岩 火受けあり。   
180  舛－3 片面圃耶  11．9 8．1 5．8  瑠0  押疎い岩 煤付着  
田  沖－3 月価捏桁  14．011．0 4．4  防0  佃l胎  

狗－3   37．815．2 5．0  鎚00  棟泥拙  著しく簡化している。用途不明。   
183  沖－3 磨垢両面  10．2 8．2 5．1 680  角駅紛畠  煤付着   
184  舛－3 臍石   10．2 9．4 4．6  780  角閃石勃1胎 煤小幡 赤色塗採   
185  10．25．54．0餌0  才脚附rJ触宮城村方師に座する。殆ど無水樋粉（SiO2）  

抑で個漬光沢の岩石で劃1北肋状、亜膿状断l］、l勲淵抑Jである．  
1鎚   

187  舛－3 多孔′石  謂．0 28．013．3 18鎚0  輝石棚1胎 踊面に仁一めく鬼らオ瀾痕あり。  
188  舛－3 自然石  15．5 6．5 5．2  褐0  角抑棚  石滞の刃郡の様な打疾あり、石脚の母岩と考えられる。   

180   舛－4石削例踊  
1∝）   舛－4：夷柄研脾静   石肺断面判Tl形1鮒負。   
181  舛－4 円樅版  5．2 も5 1．2  18．1  角醐1暦   
192  舛－4」準殉淋  14．7 3．8 2．5  270  免1昭  脇肺駈W液化′J嘩化偏平化されており後I靴か物と胤われる。  
183  舛－4 麻   8．4 7．4 7．4  720  石英既出   
184  沖－4 片面四胴  15．011．2 7．4 1710  角田桶別」岩   

1防  皿卜訟 耐照了  11．1 7．8 も8  680  角閃翻1胎   
1舗  』ト出 石m   （出．0）（14．8）6．8 3瑠0  角関宿繁り個 射L石   
1伊7  』ト㍊ 自然石  11．411．05．1 舶0  殉閃†岩  石斧母畠   
1槌  皿卜訟 両面射し石  弧2 雄．812．7 14000  輝石傭山奥   
1㈹  14．312．5 5．0  打70  角附了知l蘭 石仙として使用された跡を†肋、残す。1／6－1御苑。  
200   

201  』卜5  輔弼り桁  （10．5）仏8）3．5  270  角閃石軸l雌   
202  
203  8．3 7．2 6．3  餌0  輝石ぬ11日  
2鎚   押融1胎 厭  

2肪  

2（蛤   （0．0）（8．6）（5．5） 朗0  角閃J齢胎 皿の耐こ赤褐色塗採   

207  皿ト7 母碧   5．6 4．5 3．0  77   石英の鮨晶が見られ比勅囁いことから鉱石の母畠と思われる。   

2脇  皿ト8  石皿   誠．7 飢．7 g，6  8000  輝石傭11哲 多孔石   
200  』用 石肌   亜．2 28．011．6 2班00  角閃石如l」岩 船耐こ【良く励＼れている。   
飢0  』ト8  石肌   32．8 23．0 2．1 4鋸0  角腑汝lい岩 曲面止多孔石 岡時に僻石出土  

腱石   7．2 6．4 5．3  270   石皿が伏セ■た状態でI剣1はれその内¢肋、ら出土した．   

211  』卜8 獅iリ桁  6．7 8．1 4．6  200  佃l昭   
212  』十8  両面多子し石  30．5 21．014．7 12500  輝石川又Ⅰぬ山出 川而に石皿としての址I†脱あり。   
213  』ト8 醐り桁  11．2 8．0 4．5  590  角閃翻1昭 和鵜に厳膀あり。   
214  皿ト8  石肌   31．6 28．210．3 11000  揮石勃l膳 抑輌よ多孔石   
215  』ト8  斬新し百  礼0 払．8 0．1 5000  勃1胎   
218  』卜8＋i両面凹桁  11．0 8．2 5．0  680  角関わ安山岩 郎腑i鮒こ髄痕   
217  ∬－8 牌石   12．7 8．0 3．8  鑓0  角閃摘馴鹿 榔   
四  誹H） 多札石  （弘．8）弧3 軋010別0  肺ぬ1膳   

218  皿ト12 石肌   20．814．1 5．1 3130  坪欄l府 全体に火受けしている。   
220  』ト12 石皿   出．817．7 7．2  2鋸0  輝石ガ楯j」岩   

J卜12 子細l   ▲● ●  ●！  ●  ・＝  断潮11里   
』卜12 イ一皿   21．7（18．0）5．6 3鋸0  －ど■l・．▲   

－4（）－   



桝  位置器 饉  長 暗 厚 東量  石 材   形状・調削日工の特徴   

え23  』卜12 多孔石  27．0 23．818．5 13300  輝石タ楯山岩10ケ所の凹がある。   
2飢  』ト12 耐把I石  7．3（5．0）0．8  77．5  白察母花崗岩   
225  』卜12 多礼石  16．312．3 8．1 2鎚0  安山岩  表面は浅い石11晰を呈す。   
2泌  』卜12 牌石   0．0 8．3 6．7  780  石英斑果   

皿ト14 膵百   6．0 5．4 5．3  飢5  花崗岩   

四  』ト15 片面多孔′石  （14．0）（13．6）7．3 2鎚0  角閃庸短1I岩   
2訟  瓜ト15 片面凹石  13．1 7．5 5．5  550  角閃湖山岩 珊ヒわ憾   
払0  』ト15 膵百   12．011．110．1 1820  揮髄山岩   

皿ト15 牌石   8．0 6．5 5．0  310  角閃衝安山男   

公2  誹ト18 石皿   31．8（狙8）2．0 4800  多孔石   
2氾  』ト18 蹄面多孔石  ㍊．818．7 7．4  4050  角閃湖山岩   

2a4  D－3 石皿   飢．5 弘2 8．7  0000  角閃繍山賀 嫌付着   
四  D－3 多孔石  柑．513．5 6．0  2100  殉閃横山岩 石皿   
2論  D－3 石皿   21．715．5 8．7 4加0  輝石川和熟山哲 多孔石 赤色塗探   
盟7  D－3 脾石   1g．8 乳2 8．4  5850  輝昂熟山岩   

2工場  D－12 府石   8．6 7．1 3．8  鎚0  角関澤始山岩   
2謝  D－12 石皿   鎚．0 23．4 5．6  8800  角開脚膳   

240  ト劫 相当百  13．0 8．0 3．4  670  角閃石劫1層  
四  ト卸 醐石  3．4 3．0 2．8   加  角関村熟山岩   
飢2  ㌻鯛 面而牟礼石  畏．615．1 0．2  a鋤0  醐1」岩   
2亜  G－30 石皿   （12．7）（8．8）（6．7） 010  州閃群ぬ1憤   

G－30 鰍Ⅰ石  8．8 7．5 4．4  430  州関村紐1胎 火受けあり。   
245  G－32 月価担Ⅰ石  15．310．7 4．7 1180  坪欄山国 伽摘斜詞に晰あり。   
2亜  7．8（6．6）も177  

のくぽみホとは適うものと思われる。  
247   （13．8）（0．2）3．3810   
248  ト14 敲石   （8．3）6．0 2．7  240  搬出  淵；欠損   

248  ト17 八倒り百  7．7 6．7 5．1 360  川棚岩  紺寸着   
250  Ⅰ－17 円形岩阪  （4．0）（3．5）0．8   ＆7  角関村ぬ山岩   
251  Ⅰ一加 臍石   6．8 8．3 5．2  alO  花園栗   
払2  J一別 両司！！I石  9．2 8．0 3．7  370  殉関村劾1雌 株あり。   
253  Ⅰ一雄 敲石石樺  （9．0）5．5 3．7  a50  珊緑岩   
254  Ⅰ一鎚 靡百・敲石  17．8 5．3 5．0  730  劾1膳  両端I瀾痕 4耐こI棚唄．られる。   
255  H犯i柿酢I石  ほ．7 乳7 3．3  580  角関宿安川栗   
2鎚  J－13 凹石   7．3 7．1 3．4  鎚0  角閃膚安山岩 片而脾き1／汐尖   
257  J－21 両面凹石  9．8 8．7 乙7  380  角閃航安川儀   
2三治  J－㍑ 母岩   7．2 4．7 4．6 198  褐色チャートの咄 自然摩耗   
2組  J－㍊ 鮎  11．2 7．6 4．3  620  石観山貴 酬画一穴   
280  J一筋 球棚石  3．5 3．3 2．8   3も4  角閃石勃L膚 （3ぢナ即I堀）  
四  R－14 醐即行  11．1 7．1 3．7  430  角関村魚1膚   
払2  E－14 珠棚石  5．5 4．8 4．2 138  殉閃湖山岩  
2飴  E－15 石皿   （払．6）狙17．0 5000  輝石拗山岩   
284  E－飢桐恥1石  14．8 8．6 3．5  鎚0  石殉賦 i稲畠戯痕   
2防  E一別 黒曜石   5．0 5．0 3．6 111．8  恥礎石の石核 自然画を3ケ潤す   
四  E一別 自然石  10．8 8．3 乙0  220  坪石川瑠ぬ山岩 全体に赤色途躇   
払7  レ13 府石   4．1 3．0 3．8 104．0  花個思   
288  レ劇L。片面担旺  12．8 8．1 6．6  830  角閃湖山岩1／罪曳   
2βg  0－18 石皿   14．5（11．0）も7  椚0  安山岩  ¢汀耐よ火受けし硝包呪絞が見られる。1／2残   
270  R－14 府石   11．4 7．0 1．8  払0  柿樹紗ミ岩 海相地力で火l炊が拙した紗肖。   

2乃  H－3 敲石   10．8 5．6 1．9  加0．5  角閃石勃山岩   
272  H－4 剛石  12．3 6．7 3．9  弧0  角脚力岩 棚痕   
2乃  且－5 鰍桁  10．0 6．4 3．5  380  角関田始1層  

H－5 府石   11．1 0．5 4．4  鎚0  輝石夕他山岩 火受けあり。煤†i博。欄耐こ朱塗採。   

2花  表採 醐凹石  11．g 7．3 2．7  430  坪石州粍餌僧   
278  褒採 一個リI石  12．5 8．3 4．0  680  角閃湖l雌   

－・11－   



住居跡 ニヒ堵 甜 土器 石巻昏集青十表  

退 碑 名  土耕数  一括二i二鮮  剥 什  燃枕才i  自然石  変成岩  加工石  凪慨石  轢 数   
敷石1号   44   18   22   2   

2   92   119   30   5   4   

3   464   806   102   30   6   

4   193   609   61   26   3   4   2  

皿卜22号   20   354   44   8   3   2   15   

敷石一括  21：‡   7   10  

16   8   7   

2   72   45   31   2  7   51  

5   146   362   38   5  6   7   

6   175   31（i   63   30   5   4  25   

7   こう4   62   16   2   2  

8   481   1457  332   27  59  37  60   

9   21   13   7  2  1   

10  37  44  13  3  1  

4  

12  119  836  25  7  2  68  

13   rlll 70   17   2   

14   79   320   49   12   3  

15   354   1（iO8  204   33   37  12  34  

16   64   113   15   9   2   

17   35   350   14   2   4   1   2   

18   31   42   34   2   4   

19   10   100   32   2  5  5  

20   12   34   4  

21   128   306   44  14   9   6  

土紘2  22  

3  44  80  6  4  2  

6  18  3.5 

7  42  2  

8  8  

9  8  3  

10  15  38  

14  233  27  2  

12  179  

17  

19  3  

1号斌  107  3rl 2  7  

2  62  

3  703  65  39  3  

4   75  950  84  3   2  

5  576   4   5   2   

衰  採  1470   70   71   4   2   

計   2，850  12．704  1．67a  371   178   103   13  235   51   

（1） 計  518  1，84／1   178   29   13   2  21  

（2） 計  1，277  2，468  267   48   43   14   3  28  

（3） 計  1，007  2．430  252   28   43   6  18  

（4） 計  161   667   a3   7   0   2   7  

（5） 計   63   176   33   3   4   4   0   2  

（6） 神   65   11l   110   20   6   10   0   53  

合 計  5，9ノ＝  20，407  2．fiOl   48B  303   157   25  364   51   

ー12   



ク、リ ℃ノ ト 出土土膏昏 石草津集計表  

ク●リヴト  土常  一括  剥片  焼石  自然  変成  加工  黒雌 ク●り両   土器  一括  剥片  焼石  自然  変成  加工  黒磯   

C－81  3  1卜14  

32  2    2  2  

a3  8    2  16  

34  17    28  

D－2g  4  3  18  10  

30  18  8  3  19  24  41  4  

14  32  8  20  130  64  24  3  

32    13  4    37  28  

33  18  3  22  

34  23    28  

B－20  24    21  

24  25  2  

26  28 11 30 e 

28    179  27  2  

20  31  38  3  28      4  

30  14  35  5  

81  8  35  5  30  114  339  62  17    4  

32  23  485  18  4  4  81  49  48    2    3  2  ロ   
33    32  4  ト7  

F－15  2  14  37  8  

23    24  2  24  4  2  

24  16  10  71  5  

25  17  36  30  

26  37  154  18    20  3  

27  4  20  138  6  

28  13  165  19  2  6    78  280  21    6  

28  31  32  54  33  ‘6  

10  27  3  2  4  22      2  

31  32    8  23  

32    3  6  20  

33  33  25    銅  
G－18  a  

20    6  27    26  2  

28  

22      3  卵  10  

亜  2  

24    26  IJ－20  467  18  

25  2  55  12  J－13  13  

28    22  130  102  

27    24  15  32  8  7  

28  8  38  10  48  4  2  

29  36  37  3  6  

30  12    8  18  17  

31    39  4  2  19  21  0  

82  24  106    7  2  4    65  148  2   

GIi2828  7  2  131  88  14  

（1）計  518  1844  17＆  田  20  13  凹  凶  （2）．汁  1277  2486  267  48  43  14  3  28   

一一43－   



ウ’り姉  上背  一哉  剥井  焼石  自然  変成  れ1二  阻曜  ク●り両  上甘  一塙  劉片  焼石  自然  変成  加工  組曜   

J－22  45  170  22  8  6  和一20  51  

16  37  4  21  

25  12  

26  15  47  

27  13  35  2  

7  24  

28  N－10  

JE－14  2  4  

E－13  10  12  

181  121  

15  48  100  6  

3  Ⅳ－15  7  

2  

18 13 200 10 8  

10  12  18  42  

20  2  8  18  4    4  

21  18  42  6  20  4  

22  35  139  0－10  

45  2  3  

24  60  04    3  5      0  

25  23  158    2  13  3  

26  6  46  6  4  

27  15      2  

8  16      2  

レ11  17  

7  3  18  

14  49  81  0  3  6  2  19    44  3  

15  8  20  

4  

17  14  P－7  

18  47  

的  805  17  a  14  8  

20  3  37  3  

21  5  14  16  8  

22  8  3    4  

23  14  23  18  5  

24  20  138    4  3  10  4  

25    21  Q－12        2  

26  13  4  

28  14  

H－13  3  2  

14  4  41  4  

15  17    14  

16  166  82  57  18  4  

17  3  4  19  3  

18  8  9  8  150  

択一13  6  

（3）計  1007  2439  252  28  由  山  6  18  （一1）計  181  667  田  7  0  2  8  ロ   

－44－   



ク◆掴ト  土器  一枯  剥片  焼石  自然  変成  加工  根哺  ク◆リツト  上井  －－・枯  剥片  焼石  自然  変成  加工  愚曜   

R－14    10  T－10  2  9  5  

4  20    4  

6  3  

17  8  U－8  

R－18      2  10  

24  4  

20  55  13  4  2  

S－7  14  

13  

14  

U16．17  4  

Ⅴ－5  

17  2  Ⅴ－4  

18  6  

18  

20  3  7  2  

T－12    6  Ⅹ－7  

13  6  Z－8  

4  Al氾－8g  82    2  

2  衷採  77  17  8  47   

W・Ⅹ－7  16  

17  19  8  2  A・正一36  

柑    2  2  H・N－1g  

沸  7  3  4  

（5）計  田  176  33  山  巴  ロ  u  b  （6）計  65  皿  血  四  6  凶  n  田   

2  こうm   

ー45－  
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柄鏡形敷石住居跡2号（遺物出土状況）  柄鏡形敷石住居跡3号（過物出土状況）  

環状配石住居跡22号（過物出土状況）  

O  1  2  3m   

柄鏡形敷石住居跡4号（過物出土状況）  

一46－  



0  

柄鏡形敷石住居跡1号（平面・断面図）  
①EP‾S  

l［1）－＼＼r   

O179．ZOm  

柄披形敷石住居跡l号炉  

l几＝唱 色∴上層  

2 銑ミ褐色土層 焼土と炭化物を含む。  

3 噌椙色土層  

′1亦褐色土層  

5 鶏鳴色土層  

6 黄掲色ローム層  

0  」  2m   

①S】｝－S  

0  0．5  1m  

－47－  



lミl）－N         、  
＼  

由。】、1  
】  

J  

Q－〉  

／  

／  

′  

・二．・  

1．！、  

01ミP－N  

柄鏡形敷石住居跡2号（平面・断面図）  

柄鍵形動右往屠跡2号  

1黄褐色土層 ソフトロム。  

2 褐色土偶 健かに炭化物を含む。  

3 褐色土層 随Iく締まり、炭化物を多く含む。  

柄鋭形動右往居跡2号炉  

1謀栂色土層 焼土、炭化物を含む。  

2 黄褐色ニl二層 ロームを含む。  

0  0．5  lm  O  1  2m  
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♂   ⊂）  

Cを  ‥・・・∴   

0 0   P o  
dl                                     D  

EP一＼V   
¢179．60m  

I：P－SO  

D鞘」＿  

柄線形敷石住居跡3号（平面・断面図）   

柄鏡形敷石住居跡3号  

lロームと轢の浪士間  

z褐 色 土 倒炭化物と批lこを僅かに含む0  

1     2m 聖；；i言去；＝＝＝…＝去   
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＼＼ち・凸 。。  

＼＼Q  

①E P－＼V   

◎l；P－t；  

OEl⊃－S  

柄鏡形敵右往屠跡4号  

1黒褐色土層 炭化物を少し含む。焼土を恍か含む。（炉l）  

2 褐 色 土 層 ソフトロームを含む。炭化物を少し含む。焼土を恍か含む。（炉Z）  

3 黄褐色ローム層 炭化物を少し含む。焼土を僅か含む。  

4 ロムと轢の混土膚  

5 黒褐色土層 軟らかい。  

6 哉褐色土層 ソフトロームを含む。  

7 萬場色土層 粒状ロームを含む。  

－50－   



○  （フ  

○Ⅰ：l）－N  
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lミP－S｛う  

OSl）一Ⅰ；   

環状配右往居跡22号（平面・断面図）   

環状配石住居跡2Z号  

1温色土層  

2 黄褐色土層  

3 射場色土層  

4 褐色土層  

5 黄褐色土層  

6 典褐色土層  

粒状、焼土、炭化物を含む。  

ローム拉を含む。  

一次堆軌、固く締っている。  

固く締っている。  

明るい一次雅硝層、固く締っている。  

5層より暗い一次珊瑚屑、固く締っている。  

OS P－1ミ  

0  0．5  」m  

環状配右往居跡22号炉  

1黒褐色土層 炭化物を含む。焼土拉わずかみられる。  

2 黄褐色土層 ロームブロック、塊土拉、炭化物を含む。  0  」  2m   

－51－  



JHl号住居跡（平面・断面図）  

JI－1l・引二l渦潮  

1表土、盛土  

2 黒褐色土層 FPを含む。  

3 灰褐色土層．粒状蘭石（11日ll以‾F）。【現し、。焼ニヒローム払  

】黒色土層 軽石拉をわずか含む。桃二1二粒、炭†ヒ物を含む。f．州三あl）。  

5 異色土層 dよりも軽石拉が少なく、椙色味を持つ。  

6 黄褐色土層 一次椎槻層でローム拉を含む。  

7 ソフトロム湘位屈  

JI－12号住居跡炉  

1黒褐色土層  

Z 黄褐色土層  

SI－－・E①   
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◎S P－S  

SI）・－W  

① Sl）－Ⅰミ   

ー、こ」＿＿二二 二二二二二二二二＝＿二ご：＿こ・ニ＿．－＿ 

Jl15号住居跡  

JI－Ⅰ5号住居跡（平面・断面図）  1褐 色 土 層  

2 暗黒褐色土層  

3 黒褐色土層  

4 黄褐色土層  

5 明黄褐色土層  

①
Z
－
d
 
S
 
 

JI・Ⅰ6琴柱居跡  

1黒褐色二1二層 粒状軽石（1m川以下）を含む。  

2 褐色土層・l封犬軽石を含む。  

3 明褐色土偶 ブロック状ロームを含む。  

4 ハードロー・ム屑  

5 ハードロームと鼠色土の混ニヒ層  

⊆
○
卜
．
の
卜
【
O
 
 

S
－
d
 
S
 
 

O SI〉－S  

0  」  2m   
JI・Ⅰ6号住居跡（平面・断面図）  
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②SI）【N  

SI）－N∵〉  

①S P一代  

JI－Ⅰ8号仕居跡（平面・断面図）  

JI一Ⅰ8号住倍跡  

l耗も褐色土屑 粒状軽石を含まない。  

2 黒褐色土牒 粒状軽石を含まない。肘ヒ物、批靂二、ローム拉を含む。′1よりlげ青い。  

3 褐色土屑 粒状軽石を含む。粉状炭化物。  

4 描褐色土屈 伏化物、焼二】二、粒状ロームを含む。  

5 黄褐色土偶 粘性に乏しく机さがl≡】立つ。  

6 褐色土偶 尉ヒ物、焼土、ローム拉を含む。（赤昧を朋つ。）  

7 哉鳩也」二屑 拉状の軽石を含む粉扶炭化物。粘性が撒い。（黄色昧が撒い。）  

8 明黄褐色土層 粉状の軽石、炭化物を含む一次用潮屑。  

◎   
7   SP－N◎  

抑， 

0  0．5  lm   
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J】・Ⅰ7号住屠跡  

Ⅰ黒褐仏土層 粒状の軽石を含む。  

2 累褐色二l二屑1より明るい累帽色土層。  

3 黄掲色」二層 ソフトロームを含む。  

一l黒褐色土層 ロームブロックを含む。一次雌積層。  

JI－Ⅰ7号住居跡（平面・断面図）  

O Sl〉－N  

O Sl）－S  

JI－Ⅰ9号住居跡（平面・断面図）  

Jl－Ⅰ9号住居跡  

1甜褐色土層l判るいロームブロックを僅か含む焼土。炭化物も†戯カ＼含む0  

2 黒褐色土層1よりさらに暗い。  

3 黄褐色土層 ロ「ムを多動こ含む一次稚拙軋  
O  1  2m   
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JI－IlO号住居跡  

1出場色土層 シモフリ扶軽石。  

2 真騒褐色土層 シモフリ扶軽石。  

3 黄褐色土層  

d 黄褐色土層 ローム軋3より■け】るい。  

Sl）【＼V  

O179．00J乃  
O Sl）－Ⅰ：  

－‾－－－㌧  

JI‾Il岬住居跡（平面・断面図）  

JIlll号住居跡  

1親色二L屑 耕作土。軽石（0・5－Jc川）を含む。  

2 果褐色土層 軽石拉を含む。  

3 黄掲色土層 粒状のローム、軽石を含む。  

ノl黄褐色土層 ブロック状のロームを含む。  

O  1  2m  
±   JI‾Ill習性居跡（平面・断面図）  
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◎ SJ）－tミ  

◎SI）－1ミ  

S P－N◎  

JI・I12号住居跡  

l褐色土層 焼土と朕化物を含む。  

2 温掲邑土屑 焼土と脱化物を含む。  

3 鍼褐色土樹 粗いローム。  

4 褐色土盾 軽石拉を食む。  

5 黒褐色土屑 軽石拉を含む。  

6 黄褐色土層  

JrI12号住居跡（平面・断面図）  

O  1  2m   
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Sl）一＼V  

o川）．70m  
－1＝＝＝＝  

Jl・113甲佐居跡  

1黒色土偶 FPを含むo  

Z 黒帽色土層  

3 褐色土屑 ソフトローム層。  

已S P－一三  十   

JH13号住居跡（平面・断面図）  

oSI〉【N  

oS P－＼V  

OS P－S  

＝コ＝＝＝＝＝ニ＝＝」＝≡コ＝＝  

JIl14単位居跡（平面・断面図）  

Jl一Ⅰト1号住屠跡  

1黒褐色土層  

2 黄褐色土層 ソフトローム層。  

O  1  

2m   
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¢Sl）－N  

SI〉－So xs33  
◎S P－1ミ  

S P－S   
¢1T9．00m  ◎S P－N  

JlI15号住居跡（平面・断面図）  

JIl15号址居跡  

】崩褐色土層 粗でロムを含む。細かな拉ヰ大の軽石、ロト－ム粒を含む。  

2 黒褐色土層1より黄褐色を呈す。細かな拉⇒犬の軽石、ローム拉を含む。  

3 黒褐色土層 2より暗い。細かな粒状の軽石、ローム粒を含む。  

4 黒色土層 3より黒い。細かな粒状の軽石、ローム拉を含む。  

5 6よりソフトロームも含有料が少なく暗い。  

6 黄褐色土層  

7 赤褐色土層  

8 褐色土層 床面と考えられる焼土化したローム。  

一59－   



JI－I16号住居跡  

1黒灰褐色土偶 耕作土。  

Z 黒毛色二二樹 FPを含む。粘性が強く払子が帥かい。  

3 黒褐色土層  

31）黒褐色土偶 ロームブロックを含む。  

3c黒栂色土屑 4よりも噌く、3bよりもl”るい。  

4 黒褐色土偶 ソフトローム層。  

5 黄褐色土層 ハードロ「ム層。  

JI－I16号住居跡（平面・断面図）  

O S P－N  

JI・I17号は居跡  

】崩褐色土層  

2 ロー ム層  

3 褐色土層  

d 黄褐色土履  

S P－N  

O  1  2m   

Jl一王17号住居跡（平面・断面図）  
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¢SIl【N  

①SI）－S   

Jl一I18号住居跡（平面・断面図）  

J】I18号住店跡  

1伏さよミ褐色二l二個 粘性に乏しくもろい。軒石とロームの拙い拉を含む。  

2 ≠よ＝り色土層 締まってl～小、。較才iとロームの糾い‡立を含む。  

3 掲 色 土 層 締まって囲い。軽石とロームの和い事丘を含む。  

4 阻 色 二1二 桶 3層よりも＝い。辟石、焼ニー二、ローム拉を食む。  

軽石とロームの糾い拉を含む。  

5 黄桐色土尉 ロムブロックを含む。軽石とロームの拙い拉を含む。  

6 黄椙色二L層 ハードブロックに近い一次川灘J軋  

OSi）－tこ  

0  0．25  0．5m  

Jl118号は居跡焼土付近  

1焼二1二範【捌  

2 ロームと黒色の泥土層  

3 黒色土層  

・
十
 
 

OSl）＝1V  

Sl）¶Ⅰこ0  

JI119引Ⅰ渦潮  

l描掲色土榊  
Z 掲色土層 焼土、炭化物、ローム拉を含む。（lr川以下、3よりl臣、。）  

3 岨色二L屑 同＿1二ながら粒子が2より拙い。（lnln】以」二程度）  

4 黄褐色土層 ロームを含む一次稚拙層。  

O  1  2m  

JI－I19号住居跡（平面・断面図）  
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◎S P－W  

OS P－1ミ  

O SIつ－S  

∽   s p－＼V  
017り．60m  O S P－E  別代の排水溝  

JH21号住居跡（平面・断面図）  

JI・Ⅰ21号住居跡  

1黒褐色土層 軽石拉とローム拉を含む。  

2 褐色土層 ブロック状ロームを含む－・次埴科眉。  

0  」  2m   
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トく                                                         ■－－■一一  

S■こⅧ（石sIも一t本  

Ⅰ）－3号土拡（平面図）  Sll W   
㊤】79．10m  

SIl－ tミ  

D－7号土地（平面図）  

lト6号二L拡（平面図）  lト11号土拡（平面性）  

0Sl）一】  

lト9号二L拡（平面・斬新順一）  I）－8号二l二拡（坪斬順I）  
Ⅰ）▼10弓二l二拡（平面順I）  

個sl）  ㊥
 
 

ヽ  ‥h  

宵  
1）  

1l〉－＼＼J   
O179．ZOm OSI）】  

勒S… ．用 l）－13号」二拡（平面・ 

S tl＼＼′  

（）lT900m oSt，一】こ    「丁二つ  
Ⅰ）－トl号」二拡（さI≠滴i・l晰面区）  

腱用l憫）  

D－12号土拡（平面・断面図）  

l）－7増土砿  1）－12号二l：拡   

さ．し毛 色 土 層 わずか焼二1二拉と炭化物を含む。   1揖掲色二1淵 砂粒を含む。パサついている。  

緑 色 二上 層 ソフトローム層。  Z 北嶋也二】二層 わずか軽石を含む。粘性あり。  

Ⅰ）－13雪ニヒ拡  

1揖掲色エリ所  砂粒をわずか含む。パサついている。  

2 胡瀾色二L層  軽石をわずか含む。枇什あり。  

Ⅰ）－11号土拡  

lさ、lミ褐色二l二層 わずかローム拉と砂粒を含む。パサついている。  

0  」  2m  

阻色土層 ロームを含む。  

l）－9年二1二拡  

l褐色二L層 ロームブロックを含む。  

2 黒褐色土層 拉扶の軽石を食む。  

3 王、しミ褐色土層  

Fig．23 純文時代の土拡  
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lりg．24 純文式土器（l）  
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Fig．25 純文式土器（2）  
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ドig．26糾戊式土岩嵩（3）  
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ドig．27 糾文式土湘（4）  
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ドig．28 純文式土器（5）  
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2節 古墳時代以降の遺構・遺物  
1古墳について   

群馬頗退助頓服Ⅰ東毛隔（群馬県文化朗保護協会）で北曲輪古墳群前橋市勝沢町所在地  

籍北曲輪51地目は山林民有地穂別墳墓保存於況憩い 位直 前橋W19．0、N1  

6．2 地形傾斜地 遺跡の概要、後藤利三郎灰所有の山林中にあって盛り土のみ僅かに残って  

いる。石室については明らかでない。墳丘は円墳と見られる。上毛古墳綜覧旧芳賀村50～54  

号墳と記録されているものに該当するものと鳳われる。  

遺跡台帳の記述で盛り土となっているが綱要堵点で既に墳丘と考えられる状況は見られなかった。   
今回の調査で発掘された古墳は1～6号墳の6基である。この他調査区外に石室に使用された  

′J礫の僅か盛り上がった場所が2ケ所程見られることから、本遺跡周辺には8基以上の古墳が存  

在したものと患われる。  

1号墳   

諷査区中央部南端（Q・R・S－14・15・16・17）に位置する。墳丘は既に消失して  

おり平坦となっていた。周堀の形状より径17．7mの円墳と推定される。1号墳の周堀は北側の  

半分程しか見られない。最深部82cm、最大幅3．4mを測る。底面はハードローム層まで達して  

いる。内部主体は前庭をもつ河原石の自然石乱石積みの横穴式石室であったと考えられるが、鶏  

舎の基礎工事により殆ど破壊されてしまった。  

2号墳   

調査区中央部南端（S・T・U－17・18・19・20）に位置する。墳丘は消失し平坦に  

なっている。周堀の形状より推定すると直径18．4mの円墳と考えられる。最深部1．Om、最  

大幅3．5mを測る。底面はハードローム層まで達している。主休部は調査区外のため不明である。  

2号墳の南側と束側の調査区域外に、石室に使用されたものと同様の、10cm内外の礫が多量に  

集中する所が確認された。  

3号墳   

調査区中央吉田ヒ端（G・H・Ⅰ・J－22・23・24・25・26）に位置する。表土から  

石室の床面までが60cmで、封土のほとんどが鶏舎建築当時に削平されてしまい、僅かに周堀の  

存在が古墳のあったことを示している。周堀の形状は19．9mの円墳と凰われる。しかし北西部  

と南西部が切れている。周堀の最深部94・5cm、最大幅2．9mを測る。底面はハードローム層  

まで達している。主体郡は河原石を使用した横穴式石室と思われ、石室は奥壁で20～30cm羨  

道部で10～15cmロームを掘り込んで構築している。「掘り方」底部には石室構粥抱囲内に拳  

大の石を敷き、この上に壁石を設置したものと考えられる。壁石も大半が除去されてしまい、左  

右の側壁の根石（80×35cm）の自然石各1個が残存するのみであった。玄室は長方形を呈す  

るものと思われる。玄室奥の帽が150cmを測れる。   

遺物 玄室の床面部分から鉄鎖1点が出土した。  
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4号墳   

綱査区東南部（H・Ⅰ－27・28・29グリット）に位置する。本古墳も既に削平されてお  

り夕働形からは確認不可能であった。紬段階でE－28～Ⅰ－28トレンチでFP軽石を多  

量に含む黒色土の落込みが碓級された。石室の北側だけにしか周堀は徹されなかったが推定で  

直径15mの円墳と考えられる。最深部で42cm、最大幅2．Omを測る。底面は］肋、ら北西部で  

ローム層に達しているが、東側から南東方向は地形が傾斜しているので、ロームに連せずに周堀  

は消えてしまう。主体部は自然石の横穴式両袖型石室で、主軸はN－150－Eにとっている。   

全長 330cm  

玄室長  左：180cm  中央：180cm  右 

羨道幅  袖： 60cm  中央： 75cm  入口：   
：1  玄室幅  奥： 90cm  中央：105cm  袖：1  羨道長  左：155cm  中央：150cm  右：1  

8 Ocm 

O Ocm 

5 Ocm 

8 Ocm 

石壁の玄室1石、羨道郡3石、左壁の羨道部で1石が欠如しているため復元推定値である。石室  

はFP軽石を含む黒色土を40～50cnl掘り込み、10cm内外の河原石を敷き、奥壁及び両側壁  

の椒石を設置している。石材の使用方法としては、平の面を石室内に向けて据えている。石と石  

の間に小石を絡めている。玄室と羨道部を区切るため、玄室入口部に梶石7石が壁面と平行に置  

かれている。玄室・羨道の床面には5cm～20cm程の河原石が1面に敷き並べられている。河原  

石敗の下の地盤は叩いて面を固くしている。羨道入口には30cm～50cmの石5個が残存し閉塞  

の役をしている。裏込は玄室・羨道の内側より約80～100cmで玄室を囲んでおり、河原石を  

使用し棍石部分の平面は馬蹄形を呈する。   

出土漣物 本古墳は羨道部右側壁の板石3石分が欠如し、陶器片の出土から墳丘の削平以前に  

盗掘されたものと思われ、漣物も見られなかった。  

5号墳   

網査区中央部（J・K・L・M・N・○・P－16・17・18・19・20）に位置する。  

本古墳は試掘調査時にはK－20付近でFP軽石を含む黒色土が僅か確認されていたのみであっ  

た。墳丘は本古墳も既に削平され夕博吉地形カ＼らは確認できる状態ではなかった。周堀は直径22．  

5mの円墳であるが、束南部羨道方向が切れている。本古墳の構築基盤はFP軽石を含む黒色土  

とローム層上面（10～20cm）を堀込み石室の根石を設置している。石室の開口部を南東に向  

けており、石室羨道郡の根石1石ずつで一部2段目が確認できた程度で、壁石のほとんどが既に  

取り除かれていた。玄室の奥壁の根石も打ち割られていた。   

内部主体は河原石を使用した横穴式両袖塾石室で主軸はN－550－Wに取っている。石室各部  

の寸法は次の通りである。  
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2号墳周堀  

l灰褐色土層】i軽石を含む。  

2 黒色土層 FPを含む。  

3 FPとロームの混土層  

1 ロ ー ム層  

d号墳石室  

1黒色土偶  

2 黒色土層 軽石（FP）を含む。（10～20％）  

3 褐色土屑 軽石をわずか含む。（5％）  

′1裾粘土層 礫を含む。  

◎】79．00J［  

】79．OD川◎  

こ1i  

4号墳（平面区巨石室展開図・石室断簡図）  

O  1  2m  

石室展馴図・石克服】析図   

0  5m  

叩而回   
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全長510cm  

玄室長  左：242cm  中央：250cm  右：215cm   

玄室帽  奥：128cm  中央：138cm  柚：128cm   

羨道長  左：245cm  中央：270cm  右：256cm   

羨道帽  袖： 80cm  中央： 88cm  入口： 74cm  

全長・玄室長については奥蟹部分の石が除去されている為、グリ石及び堀込捌こよる復元推定  

値である。石室は当時の表土であるFP軽石混じりの黒色土と、さらにソフトローム層を10～  

15cm堀込んでグリ石を置き、奥壁及び両側壁の椒石を設置している。石材の使用方法としては、  

羨道郡入口右側と神都の両側の石を小口に据えており、他は平の面を石室内に向けて据えている。  

石と石の間には′J・右を絡めている。玄室と羨道を区切るため玄室入口に、梶石5石が設置されて  

いる。  

玄室と羨道の床面には5cm～20cmの河原石が1面に並べられている。河原石の下はソフトロー  

ム面でよく叩いて固められている。羨道部入口には、床面に敷並べられた石よりも大きめの河原  

石で、閉塞が作られている。   

衷込め石は、石室の周囲を胴張り長方形に、河原石で約1m帽で囲んでいる。  

出土遺物 石室は削平されていたが、床面付近は撹乱を受けず、過物は現位澄をとどめているも  

のと推測される。玄室奥で白歯4本と人骨・鉄轍1点・刀子1点・鉄剣1振り、須恵器の破片が  

石室覆土と周堀より出土した。  

6号墳   

調査区中央部東寄り（L－24・25グリット）に位置する。周堀北端部が僅か確認された。推  

定で直径6．Omの円墳と思われる。最深部で30cm、帽が35～114cmを測る。底面はハード  

ローム層まで達している。主体部は調査区域外のため不明である。  

2 その他の過構・平面図・出土漣物実測図  

土紘について   

5号墳周堀内に3ケ所の土坊（1号土域、2号土拡、4号土拡）が周嘱完掘後に確認された。  

形状は長方形で袋状を呈する。土層は、周堀はB軽石の下層にFP軽石が堆横し、土坊はローム  

ブロックと軽石を多量に含む黒褐色土で一知こ埋め戻されたことが伺われる。この土蛇の目的は  

5号墳石室の石阻と′J磯を固定する為に使用されたものと思われる。   

各土拉の計測値は以下の通りである。  

1号土地はK－20グリットに位置し、長軸235cm、短軸168cm、深さ80cmである。  

2号土地は一－19グリットに位置し、長軸220cm、短軸144cm、深さ125．5cmである。  

4号土地まJp19グリ、ソトに位置し、長軸208cm、短軸190cm、深さ110．5cnである。  
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3号墳周掘  

l盛  土  

2 B 軽 石 層  

3 B 軽 石 層 FPを含む。  

1黒 色 土 層 FPを含む。  

5 灰褐色土層  

6 明黄褐色土層 ローム層。  

〔酬）  3号噴石宝   

1耕作土  

2 C軽石を含む黒褐色土層  

3 C軽石を含まない損  

′lIJP  

5 FPとロームの泥土屑  

6 ソフトローム  

7 ローム層  

C  

①t79．60／n  

0  5m  
3号墳（平面・断面図）  

叩i斤‖宮】   
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∧⑳17930m  、Il  

5句境石室  

1真【用ヨ色土屑  

2 黄栂色土層 ローム層  

5号用周掴  

1灰色土層Il軽石を含む。  

2I】軽石層  

31）軽石層 FPを含む。  

4 裁欄把止牒 FPを多く含む。灰色がかっている。  

5 黒褐色土層  

6 ロームにFPが少虚洪几った屑  

7 胡‘褐色二l二層 ロ’－ム混じり。  

－1）  

5号蛸1片土址  

l招福色土層  

2 褐色土層  

3 黄栂色士屑  

O  1  

2m  

5号墳（石室平面・断面図・周堀・1号土拡断面図）  

雪 ／  6号墳周鋸  

1黒色土層 表土 

2 社肥土層】1軽√iを含む。  

3Ii軽石嘲  

4 ＝肌色土層 ド1）を含む。  

5 ソフトローム層  

J】7臥90m  

O  
1  2  3m   

6号墳（平面・断面図）  
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井戸跡について   

N－18グリットに位置し長軸190釧、短軸157cmで楕円形を呈し、上部が開口するろう  

と状の掘り込みであり、深さは推定で300cn以上と思われる。確認面から50cm程は5～13  

cnの石と黒褐色土層であり、その下は30～50cmの石とロームを含む黒褐色土層で埋められて  

いた。本井戸跡からは恥．38の石鉄が出土したが、使用時I捌こついては不明である。  

道跡について   

A・B－9グリット内の16号住居跡の中央部を、南北に通り抜ける道跡が確認された。この  

道は帽95cm、長さ7m、路面はよく踏み固められており、北端は削平され、南端i耕作により  

消滅している。土層は、FPを含む黒色土と、FPを僅か含む黒褐色土であり、6基の古墳の周  

堀を埋めているB軽石下の土層と同一のものである。  

Sl） S   
‘17乱闘h  

1
．
 
 

1）－51寺二I二拡（井戸）  

追跡  

1ドl）を 食 む才．u色二卜屑 f■l潮が漸く拉二「が細かい。  

2 ド1）を僅かに食むM根色二上屑  
0  】  2m  
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＝＝プ  

Fig．88 了欄時代以降の地物   

番号  出土位置 紺 棚   法 皇  胎 土  娩 成 也 調  文 様 の 観 察   

5号項石基太刀  全艮（乃．8）刃冊軋8輩鮒1．5棚搬．5 珊n．5 蓬栄現に目釘1．仙9曳る。石皐の両壁に密着して【1日二、  
刀身は二等辺三殉形を呈し、l捌こ1．㈱金J切怖いていた、X椴軍旗にも文字は見られない。  

2  金環（12．8），刃郡7．5，疇吼．2．∃防．3；5堺舶誼納より州土、2点が拉合されるものと胤われる。刀剣閑には  
平造りでは金几が締付いていた。里奈鵜は折れているが木質（扇斬寸がみられる。2点が接合されたことは石  
量床面も舵乱を受けたことが伺える。  

5号墳石基刀子  循存艮（8．8）晰1．4 砦7．3 51封取運内より肛上〃頻経線1を循すのみではとんどが茎部分の玖  
里には木質が糊付く。紺瑚りm僅見られる。  

4  良さ（2．0）瞞3．2厚さ1．6 槻の外¢刊 鉄幹と偲われる。   
5  5培噴  射心静銀  蝋」阿部  
田  5号墳  須む禅東  朋の一都 讃緬は平行叩き日文 内面同心円nl憤lこl文   
7  5号墳  須心地  脚の一部 箆撒き痕抑∴   

8  3号墳  軟鉄   長さ10．5租0．7槻1二 箆酸艮（7．0）基艮（3．5）   
9  3号墳  1爛杯  l▲1約3．0鮎範．0杓跡胞人里樺休部とl二朋郵の一部夕怖紺川仰而撫で、全附こ勅咽立つ。3／蛾   

盤採  須恵器杯  杯旺抑の破片 糸切り痕。   
WX－7 砥石   良さ（6．1）瞞3．0伸さ乙5 什馴l不明   

㍑  l一久8  ′押】盤  醐．1悍さ0．施1．製川牝て憎I新耐、ら穿孔されている。   
13  古－5  笠   搬氾．4脚．2南さ13．5伯叔7．OkJ棚相似‥岩   
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第3草 成果と問題点  

1縄文時代   

赤城山南麓域は恵まれた環境を備えており、各時期の数多くの遭跡が分布している。今回の芳  

賀北曲輪遺跡の発掘純査により、重要ないくつかの成果を得ることが出来た。これらについてこ  

こで概要をまとめておきたい。   

本漣跡の調査では前期後半の住居跡11軒、中期末から後期初頭の住居跡6軒、時期不明の住  

居8軒と古墳時代末期の群集墳6基が確認された。   

縄文時代の集落は前期黒浜期が6軒、諸磯期が5軒で中心を成している。中期の住居は確定す  

るには至らなかった。次に中期終末期から後期初頭の琳伏酉己石住居跡1軒と柄銃型敷石住居が5  

軒確托されたことが特筆されよう。   

JH－22は周囲に河原石を一周させた環状配石住居で、加曽利EⅣ式土器と大木10a式土  

器とが混在し、称名寺Ⅰ式土器を伴う。本住居跡は5角形が想定される。石材は15cm～36cm  

の河原石を住鰍）周囲に巡らし、炉には周囲の石より大きめの河原石が使用されており、熱に  

よる剥がれが顕著であった。石の長軸方向を半分程度埋め込んで巡らしている。南西隅には土坊  

を有し、埋設土器等からすると中期末から後耕初頭のものである。北側には6個の小型の河原石  

力潮己石の夕卜側に設置され、床面より21～25cm商い位置であった。住居跡のプランと出土  

過物から柄鏡型住居の初期の形式と鳳われる。   

敷石1号は張り出し部が円形を呈しその周囲は2～3段の石組がみられる。この事は狽り出し  

部が入口と考えるには不都合と思われる。形状は六角形の構築方法が想定される。主体部と張り  

出し部の境に加曽利EIV式の底部を欠損した大型の深鉢が埋設されていた住居である。称名寺Ⅰ  

式土器と混在する。他の敷石住居（2．3．4号）跡には埋設土器は見られず、同位置に河原石  

による四角囲いが確認されている。張り出し部に四角囲いの様な敷石の駄設がなされなかった所  

があり、炉は住居の中央部に存在する。′J働というより、拳大の石が点在する。張り出し部と  

周囲に使用した石材は偏平な面を持つ河原石で、炉には3個の敷石より大きめな長方形の石を使  

用している。文数石1号園部匝）張り出し部の夕腫脹こは、SNo．161の右枠が検出されており、  

住居形態と呪術的要素の弓釦＼漣物の伴出が興味深い。   

敷石2号住居では、出土漣物は称名寺～堀之内式土券を主体とする。張り出し郡が正方形にな  

り、その両脇の石は長軸を横にし、偏平な面を内側に向けて立った状態に1／3程埋め込まれていた。  

本住居跡は6角形が想定される。′J嘲汐りの過存度は極僅かであったが、たしかに確認された。炉  

は住居跡中央部に位置し、やや大きめな立派な炉で5角形を呈している。四角囲いも主体部の内  

側に位置し、張り出し部との間に敷石の欠如が見られ、簡単な形だけの存在で底石も1／2程度であ  

った。使用石材は張り出し部、敷石、炉ともに河原石を使用している。   

敷石3号は称名寺から堀之内式土器を主体とする。主体部の大きさに比べて張り出し部はやや  

細めで長方形を呈し、石がびっしりと敷き詰められていた。張り出し部の両脇には、■立った石の  
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設置は見られない。′J嘲列と柱穴の存在がはっきりしている。本住居跡は6角形が想定される。  

炉は住居跡のほぼ中央にあり、四角囲いは主体部と張り出し部の接点に位置する。比較的粗雑な  

造りである。張り出し部は自然石、炉の周囲は比較的角張った6個の大きめの河原石で築かれて  

いる。熱を受け剥がれが見られる。   

敷石4号は称名寺から堀之内式土器を主体とする。本住居跡になると四角囲い、炉、土接がほ  

ぼ同一線上にあるが、四角掛＼は主体部と張り出し部の接合点より外側に来る。炉は住居跡中央  

部から外れて張り出し部に接近している。本住居跡は6角形が想定される。′J嘲汐化柱穴の確認  

がされた。  

JH－15a住居は称名寺土器を主体とする。僅かな敷石が確認されただけであるが、柱穴の  

位置と敷石の範囲がほぼ同一プランを示し、レベルもその差が11cmで、炉体土器が称名寺Ⅱ式  

に比定されるので敷石住居と考えるのが妥当であろう。   

① ぬ294は称名寺Ⅱ式の触文の土器である。  

（診 二埋設炉と考えられる周辺には9個の集石が検出された。   

③ この9個の集石は海抜178．37～178．45mでその差が11cmである。   

④ 周辺のH－30、Ⅰ－29・30グリットは南束に傾斜し自然石の散乱が見られた。  

以上4ノ軸＼ら敷石住居の存在が考えられる。しかし敷石の大半が4号墳の周堀構築の時点で取り  

除かれ、炉の周辺のみが周堀の外側であったため、残ったものと考えられる。   

芳郎ヒ曲輪遺跡の調査結果について、その特徴を箇条脊にして本校を終わりにする。   

①古墳時代の周堀にはFP及びB軽石の堆陳がみられるが、純功時代住居の土層では表土（耕  

作土）ソフトローム層、ハードローム層となっており遺構の残りが非常に悪い。   

⑳中央部の縄文時代の住居跡では削平の為漣構の残存状況が悪い。   

③早期の尖底土器の底部が出土している辛から、周辺に早期の過構の存在する可能性が考えら  

れる。   

④本遺跡で－：瑚主文時代の柱穴として、大型で深いものが4～6本欄って確認されることがなか   

った。   

⑤JH－12号住居内より土偶が出土している。   

⑥石棒3点（敷石1号から1点、敷石4号から2点）   

⑦岩版3点、岩偶1点が敷石3号より出土している。   

⑧粗文中期の住居跡は確認できなかったが、包含層から多数の土器が出土しており、当遺跡の   

弛帥こは多量の土器が分布していることから、周辺に中期の過構も存在することが考えられる。   

⑨当漣跡に置いては主体部と張り出し部の接合部に埋設土器を設置する形式が古く、この位置   

に四角囲いを設置する形式の方が新しいものと思われる。   

⑬晩期の注口土器の注口部と思われる破片が出土している。  
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2 古墳時代  

○過存状況はあまり良くないので古墳の夕け抄は明確ではないが周堀の1部と石室の根石が残され   

ているので石材の使用方法、構築の尺度、企画性を辛うじて知ることが出来た。  

○本古墳群は浅間山C軽石、榛名山ニッ岳形成時のFP障百を混入した黒色土層とローム層の上   

面まで掘り窪めて構築されていた。  

○玄室は奥壁部分が1番狭く長い台形状にみえる。  

○玄室長と羨道長を比較すると玄室長がやや長い。  

04号填では羨道入口帽を1とすると羨道長1．8、玄室入口の帽が1．2、奥壁で1．1、玄室長   

が2．2となる。  

○使用尺度は鹿尺を使用しているものと思われる。  

○玄室の帽と長さの比は1：1．8である。  

○以上構築基蛙の地層、使用尺度、企画性等から7世紀中頃に構築されたものと思われる。  

○当古墳群の使用石材が御腫糾I水系の河原石であることから、旧利根川の流路を考える一資料が   

発見された。  

○封土は削平されているが、周堀の直径15m帽1．5～2．Omの円墳であると息われる。  

○芳賀村の丘陵地にはこのような円墳が多数存在したと考えられるが、発掘調査による資料が加   

えられたことは今後の古墳分布を知る上でたいへん貴重なものと考えられる。  
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